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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　いちやん
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プロローグ

01　記憶の無い少女

02　迷子の「取り扱い」と「助け方」

03　崩れる噓と芽生える望み

04　適性の搭乗者

05　ディライヴァー

エピローグ




　あとがき







　プロローグ







　緑がほとんど確認できない地平線まで続く荒こう野や。

　少なくとも、この辺り一帯に『森』と言えるような地形は存在せず、ただただ赤味がかった大地が広がっているだけだ。

　太陽の日差しが容よう赦しやなく照り付ける大地は火にかけた鉄板の如ごとく熱を蓄たくわえ、容赦なく肉を焼き、素足ではとても進めない。その一方、夜になれば昼間の熱気が信じられないほどに引き、ただただ静かな闇やみが延々と続く世界へとここは変わる。

　だが、今夜はその静せい寂じやくはなりを潜ひそめていたのだった。

　夕日は既すでに沈しずみ、月明かりすらほとんどない暗い夜の荒野を疾しつ走そうする影かげが三つあった。

　時折、その先頭を走る影に向けて後ろの二体から銃じゆう弾だんによる攻こう撃げきが放たれる。

「──くッ！」

　その巨きよ軀くを左右に振ふるように動かし、どうにか銃弾を回かい避ひした。

　先頭を走るのは丸みを帯びたフォルムが特とく徴ちよう的な全長約一〇ｍほどの巨きよ人じんだ。

　手があり、足があり、頭も胸も腹もある。一応は人の形をしているが、胴どう長なが短足で寸ずん胴どうなフォルムであるためにバランスが取れていない不細工な巨人である。

　対して後方にいる二体の巨人は手足の長さや上半身と下半身のバランスもしっかり取れており、先頭にいるものより遥はるかに人の形に近いと言えるだろう。

「くっそ……全然振り切れない！」

　先頭を走っていた巨人が首だけを動かして後方にいる二体を確認しながら毒づいた。

　しかしこれは巨人が直接喋しやべったわけではない。

　この巨人の中には人間が入っておりそれに操縦されて動いているのである。

　──ステアクラスト。

　この巨人たちの総そう称しようである。そのステアクラストの一体を操る少年はとある荷を運んでいる最中に後方の二体に襲おそわれているというのが現状である。

「なんなんだよあのステアクラストは……！」

　巨人を操る少年の表情はとても険しい。それもそのはず。

　現在彼は未知のステアクラストから襲われているのだ。少年はその姿を改めて確認する。

　二体は全体的によく似たフォルムをしており、同型機であることがわかる。

　一体のカラーリングは赤が基調とされたもので、両手には小型のガトリング砲ほうが装備されており、背中には特徴的な剣つるぎを模した兵器があった。

　そしてもう一体は黒を基調としたカラーリングで、両手に長ちよう距きよ離り射しや撃げき用と思われるライフルを装備している。

　今までの動きからその性能は非ひ凡ぼんなほど高いことが簡単に予想できた。

　一方、少年の乗るステアクラストは〝ウードロース〟と呼ばれる量産型の機体で、お世辞にも高性能とは言えない。

　危険だ、と直感が告げる。こうやって逃にげることすら限界が来ることは目に見えている。

「やっぱこんな仕事、受けるんじゃなかった……！」

　今はまだ攻撃が威い嚇かく射撃程度なので、ウードロースの性能でも回避は可能だ。

　しかし、いつ本格的な攻撃がされるかもわからない恐きよう怖ふの中、少年は情けない声をあげながらウードロースの手で抱かかえ込まれている〝コンテナ〟に視線を向けた。




　◆




　事の発ほつ端たんは、まだ日が高かった時間帯まで遡さかのぼることとなる。

「……はぁ……」

　頭に青いバンダナを巻いた少年が、空を見上げながらため息を零こぼす。

　彼の名前はリカル。

　名字といった類たぐいは持たない貧困層の少年である。

　普ふ段だんは都市から都市へと依い頼らいされた荷物（主おもに食料品や日用雑貨）を運ぶ仕事をしており、個人や小規模の共同運うん搬ぱんではあるが、一度も盗とう賊ぞくに荷を盗ぬすまれたことが無い。そういう確かな実績が評判を呼んでいる独り立ちして間も無い〝運び屋〟であった。

　一人前を目指しての門出をして間もないリカルだが、その気分は暗い。

「あー……本物の肉を食いたい」

　その手には先ほど売店で購こう入にゆうした安物のサンドイッチが握にぎられている。具は白っぽい肉としなびたレタスにパサパサしたトマトといった、質は悪そうだが一いつ般ぱん的な物だ。

　だが、その肉は本物ではない。それはとある施し設せつで培ばい養よう製造されている品であり、肉を模したタンパク質の塊かたまりに過ぎなかったのだ。お世辞にも『旨うまい』とは言えない。

　そんな味の無い物体を、彼は何度も何度もしつこいくらいに咀そ嚼しやくしてどうにか吞のみ込む。

　普通の肉と異なって脂あぶら身みが少なく、その筋すじが太目の繊せん維い状になっていてかなり嚙かまないと吞み込みにくい。できればもっと良い物を食いたいが、彼はそんな贅ぜい沢たくができるほど、懐ふところはあたたかくないのであった。

「……やっぱり運び屋って儲もうからないなァ……ステアクラスト無いんじゃ、できる仕事も限られるし……転職しよっかなぁ……」

　そんなことを呟つぶやいてみたが、具体的に他にどんな職を？　と考えてみると何にも浮うかんでこない。安月給の個人の運び屋なんかより、よっぽど稼かせげる仕事が数多あまたあるはずなのに、彼は自分でもわからず、運び屋であること以外は特に思いつかなかった。

「……まぁ、いっか」

　そう呟き、彼は安物のサンドイッチにまたかぶりつく。今は午前中のノルマを達成したために休きゆう憩けい中であった。この後は組合に顔を出して新しく仕事を貰もらう予定である。

「あのー、少しお時間よろしいでしょうかー？」

「あん？」

　食事中に声を掛かけられ、リカルは不ふ機き嫌げんそうに声の主ぬしの方を見た。

　見ると胡う散さん臭くさい笑みを顔に張り付けた、身なりの良い男が揉もみ手でをしながら立っていた。

（チッ……富ふ裕ゆう層か）

　内心で舌打ちをするが、辛かろうじてリカルはそれを表に出さない。

「実は私、あなたに運んでほしい荷物があるのですが？」

「今、俺休憩中だから依頼なら組合に行ってくれ」

　リカルは富裕層が好きではなく、適当な理由をつけてその男の依頼を断ろうと思った。

「まぁまぁ、そんなこと言わずに。どうかお目をお通しになってからお考えに」

　男はリカルに一枚の紙を渡わたして来た。依頼内容の記された契けい約やく書しよだった。

「まぁ見るくらいなら……」

　富裕層のくせに腰こしが低いなと思いつつ契約書を手に取り、真っ先に報ほう酬しゆうだけを確認した。

「………………はえ？」

　そのあまりにぶっ飛んだ額に思わず間の抜ぬけた声を出してしまうリカル。

　手に持っていた安物サンドイッチが地面に零れ落ちたが、まったく気にならなかった。

「……あの、これ本当ですか？」

　自然と敬語でリカルは富裕層の男に確認を取ってしまう。

「もちろんです。契約書には組合の承認のサインがあります。ご確認ください」

　確かに契約書の下には正式な依頼であると示す〝運搬業組合〟専用のサインと偽ぎ造ぞう防止用の印刷が施ほどこされている。仕事内容はコンテナ一つの運搬で、運搬先もそう離はなれていない。

「スゴッ……これなら新型のホバーも買えるじゃん……！」

　興奮をどうにか隠かくそうと間ま抜ぬけに開いた口を手で隠す。

　男はリカルの挙動不ふ審しんを特に指し摘てきすることは無く、安っぽい笑みを浮かべたままだ。

「実は、ステアクラストを使って運搬していたのですが……少々トラブルがおきまして……運転代行、という形でどうでしょうか？　ステアクラストはそのまま差し上げます」

「えぇぇッ!?」

　とうとうリカルは驚おどろきを隠せずに大声をあげてしまった。

　運び屋にとってステアクラストとは喉のどから手が出るほど欲しいものだ。

　物ぶつ騒そうなご時世の今、盗賊から荷を守るためには武装が必要となる。今までリカルは大口の仕事の時は他の運び屋と合同で行い、傭よう兵へいを雇やとったりもした。しかし武装さえ調ととのっていれば個人で大口の依頼をこなせるし、高級品や軍備施設で扱あつかう品も請うけ負おえる。

　リカルに運び屋のノウハウを叩たたきこんだ師し匠しようも個人でステアクラストを所有する運び屋だ。つまりステアクラストは一人前の運び屋の証あかしといっても過言ではないのだ。

「あ、ぁぁあの、な、なんでこんな、いえ、このような大任を俺に？」

　興奮を隠しきれず、上うわ擦ずった声で質問をすると富裕層の男は表情を崩くずさずに言った。

「お嫌いやでしたら、他を当たりますが……どうなさいますか？」

　通常は手に入れるまで十年以上かかると言われているステアクラストをこんなお得に手に入れられる条件を出されれば、リカルの選せん択たく肢しは一つしかなかった。

「お引き受けいたします！」




　◆




　そして今に至る。

　彼の師匠が見ていたならばおそらく、いや絶対に弟で子しの軽率さに呆あきれ果てていただろう。

（上手うまい話には裏があるっていつも言ってるだろうが……）

　リカルの脳内に師匠がそんなことを言っている姿が浮かんだ。ステアクラストを得られる高こう揚ようが、リカルのその警けい戒かい心を希き薄はくにさせていたのだ。

「〈トルメニア〉までもう少しだっていうのに……！」

　リカルはコクピットの右側の画面に表示されている周辺の地図を見る。ライアスに行く前に水や食料を補給しておこうと考えてルートに組み込んでおいたのが功を奏した。

　無線からの救きゆう援えん信号は既に出しており、しばらくしたら都市の入り口と言える〈外周壁へき〉に常じよう駐ちゆうしてる保安隊のステアクラストが助けに来てくれる。それまで逃げ切れば、リカルは助かる。

　問題なのは後方にいるステアクラストが本気で仕し掛かけてくるのと、保安隊の到とう着ちやくどちらが早いかということなのだが、リカルの脳内では最悪のケースが想像されている。

（ステアクラストは壊こわされ、荷物は奪うばわれた挙あげ句く……殺される！）

　そんなことが頭に過よぎるとほぼ同時に後方の二体が動く。

　今までの威嚇射撃を止やめ、赤いステアクラストが近接戦せん闘とうを挑いどんでくる。足のローラーだけでなく、腰よう部ぶに取り付けられているスラスターで推進力を得て、一気に距きよ離りを詰つめる。

　ウードロースではどれほど頑がん張ばってもそれだけの速度は出せないだろう。それなりにあった距離が零ゼロとなり、リカルは赤いステアクラストと並走することとなる。

　こんな距離で射撃されたら、ウードロース程度の機動性で回かい避ひすることは不可能だ。

「くっ……！」

　あまりの恐怖に背筋が凍こおりつく。

　しかし、どうしたことか赤いステアクラストは攻こう撃げきしてこなかった。

『止まりなさい。そうすれば命だけは助けてあげる』

　赤いステアクラストの搭とう乗じよう者が無線でそんなことを言ってきた。てっきり攻撃されるとばかり思っていたリカルにとっては意外な提案であり、さらに意外な点に驚く。

「お、女!?」

　聞こえてきた音声は間ま違ちがいなく女性のものであった。もっと言えば、おそらく十代後半から二十代前半の若い女であるとリカルは判断する。

『聞こえないの！　止まりなさい！』

　再び命令されてリカルは正気に戻もどる。どちらを選ぶか、考えるまでもなかった。

「盗賊の言葉なんて、信じられるか！」

　姿勢安定用に付けられていた右側のスラスターを噴ふかしウードロースは左側を並走していた赤いステアクラストに体当たりをする。

『キャッ！』

　短い悲鳴が無線から聞こえてきて、リカルはすぐに無線の電源を切る。

「あと少しなんだ！　逃げ切ってくれ！」

　ウードロースに向けたのか、はたまた自分自身に言い聞かせたのかはともかく、彼はコクピットの中でそう叫さけんだ。

　赤い方は転てん倒とうし、距離が開いていく。

　次はロングレンジの攻撃手段を持つ黒いステアクラストが仕掛けてくる。

　リカルは頭の中でその対処法をいくつも考えてはみるが、相手に背中を向けている時点でこちらに圧あつ倒とう的てき不利な状じよう況きように打開策など浮かびはしない。

　ましてここには遮しや蔽へい物となる大きさの岩など存在してはいないのだ。

　──ガチッ

「──ッ！」

　──何かが来る。直感的にそう判断し、リカルは両手で持っていたコンテナを右脇わきに挟はさむように固定し、機体を右に反そらす。

（駄だ目めだ、避よけきれない！）

　回避行動はしたが、予想通りウードロースの左ひだり腕うでが肘ひじから先まで吹ふき飛とんだ。

「くっ……！」

　機体のバランスが崩れウードロースは転倒しそうになる。

　咄とつ嗟さに右肩かたに搭とう載さいされていたスラスターで姿勢を制せい御ぎよし、転倒だけは回避した。

「何が『命だけは助けてやる』だ！　あんなライフルでコクピット狙ねらいやがってッ！」

　怒いかりと恐きよう怖ふを叫んでぶちまける。

　今の射撃、リカルが予測して回避行動をとっていなければ間違いなく死んでいた。

「あー、マズイマズイマズイマズイマズイ！」

　状況は最悪だ。次に狙そ撃げきされれば回避は困難、仮に運よく避けてもコンテナが奪われる。

　どうにかしなければと、思考を加速させ対処法を考える。

「思い出せ、思い出せぇ……師匠はこんな時どんな手を使った？」

　焦あせりはするが、冷静さは保つように心こころ掛がける。

　リカルは若いとはいえ数多くの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきた猛も者さだ。師匠と行動を共にしていた時期はさらなる修羅場も経験した。今こそその経験を活かす時だ。

　過去の出来事を思い出しつつ、視線がコクピット右側の画面の周辺地図に向けられた。

「……あ」

　妙みよう案あんが浮かんだ。

　彼はすぐさま後ろのステアクラストには気づかれないように機体の右脇に固定されているコンテナをこじ開けた。そして都市が近い証である貯水池の脇を通り抜ける。

「急げ急げ急げ！」

　ウードロースの設定をいじると、すぐに目の前のディスプレイにアラートが表示される。

　──ガチッ

「──来る！」

　先ほどとまったく同じ感覚がした。機体を反転させ、移動も止める。なんと先ほどのライフルを真正面から受けようというのだ。

　黒いステアクラストの指がライフルの引き金に掛かけられていることは確認した。

　──撃うたれる。

　身構えるリカルだが、右方向から接近してくる機体があるとレーダーが警報を発する。

「え？」

　なんだと思った時にはそれはもうそこにいた。

　その両手で握にぎられた剣つるぎ型の武装の刃は部分が真っ赤に発光し、鉄すら熔とかすほどの熱量を持っている。先ほど体当たりで転倒させた赤いステアクラストが、そこにいた。

「いぃっ!?」

　あまりに予想外。

　コクピットを狙われると考え、死を予見するリカル。

　──ザンッと、荒こう野やに金属同士がぶつかり合った音が微かすかに響ひびく。

　剣型武装にウードロースの安物装そう甲こうは容易たやすく切断され、仰あお向むけに転倒してしまった。

「………………あ、あれ？」

　確かに今、ウードロースは斬きられたのだが、どうしたことかリカルは生きていた。

　正面のディスプレイを見て、機体状況を確認するとその謎なぞは解けた。

　切断されたのはウードロースの右足だったのだ。だからバランスを崩してその場に転倒してしまった、というわけである。

『そこから出てさっさと消えなさい。これ以上抵てい抗こうするならホントに殺すわよ』

　リカルが無線を切っていることを知っているからか、相手は拡声器を使ってそう言い放つ。その声は氷のように冷たく、下手へたな回答をすれば命は無いことを言外に教えていた。

「…………くっ」

　今外に出て大だい丈じよう夫ぶなのか悩なやみはしたが、そんな猶ゆう予よはないとディスプレイに表示されている〝タイムリミット〟が告げた。

　胸部ハッチが開き、冷たい外気が頰ほおを撫なでる。激しい震しん動どうで結び目が緩ゆるんでいたため頭に巻いていたバンダナがコクピットの中に落ちた。だが、拾っている暇ひまはない。

　最低限の荷物だけを抱かかえてコクピットから飛び出し、リカルは全力で走り出した。

　向かう先には人一人くらいなら隠れられるくらいの岩があり、その陰かげに逃にげ込む。




　◆




　岩の陰に隠れて姿が見えなくなったリカルから視線を外し、赤いステアクラストは動かないウードロースに視線を移す。

「まったく……とんだ手間が掛かったわ……」

『なら初めからコクピット狙えばよかったろうに』

　黒いステアクラストもウードロースの近くまでやってきた。

　赤いステアクラストの搭乗者は不ふ機き嫌げんそうな声こわ音ねで通信を返した。

「あたしたちは盗とう賊ぞくじゃないの。不必要に命を奪ったりはしてはいけないのよ」

『はっ……高こう尚しようなことで。さっさと回収して戻るぞ。保安隊が来ちまうからな』

「分かってるわよ」

　赤いステアクラストは両手に持っていた剣型武装を背中に戻し、空いた手でウードロースの右手に固定されているコンテナに手を伸のばす。

「……え」

　コンテナの異変に気づき、手を止める。黒いステアクラストの搭乗者もそれに気付く。

『……こりゃ、一いつ杯ぱい喰くわされたか』

　コンテナの蓋ふたは開けられており、中が空っぽであることが確認できた。

『逃げてる最中に中身をどっかに落としたんだ。暗いからって見落としちまったんだ』

「じゃあ、中身はどこに……？」

『そんなの本人に聞かなきゃわかんねぇよ』

　二人はすぐにリカルの隠れた岩の方を確認したが、そこには既すでに誰だれもいない。攻撃してこないことを確認し、逃げたのだろう。

『急いで捜さがすぞ。そんなに遠くには行ってない筈はずだ』

「了りよう解かい。じゃああたしは来た道を戻るから」

　女が「街の周辺を」と言おうとしたところで、二体のステアクラストが熱源を感知し、危険であると警告音をあげる。

「ナッ!?」『あの野や郎ろう！』

　二人は逃げようとはしたが間に合わず、ウードロースの自じ爆ばくによる爆ばく炎えんに包まれた。




　◆




　月明かりすらも無い夜の荒野が、ウードロースの爆ばく発はつによって明るくなる。

　その様子を安全なところまで避ひ難なんして単眼鏡で確認したリカルは肝きもを冷やしていた。

「お、俺……あんな危険なのに乗ってたのか……」

　依い頼らい人からは万が一にもコンテナが奪われそうになったら爆ばく破はしてでも処分しろと言われていたことを思い出して機転を利きかせた。だが想像以上の爆ばく薬やくの量に身み震ぶるいがしてきた。

「はぁ……こいつももう使い物にはならないな」

　そんな風に嘆たん息そくしながら、リカルは傍かたわらに転がる折れた板を見た。

　これは最新式のホバーボードで、折り畳たたんで持ち運びができるのが売りなのだが、爆発の際の風圧でバランスを崩くずし、転んだだけで折れたのだ。

「師し匠しようの言った通り、丈じよう夫ぶなものにしときゃよかったな……」

　余計な出費に落ち込み、持って来たリュックサックからバンダナを取り出す。

「ステアクラストはいきなり無くなるわ、ホバーは壊こわれるわ、バンダナは落とすわ……はぁぁぁぁぁ……。ついてないにも程がある」

　大きなため息を吐つきながら新しいバンダナを頭に巻き直した。薄うすい灰色の髪かみに青いバンダナと浅黒い肌はだはなかなか特とく徴ちよう的だった。歳はまだ一七だが、多くの修羅場を潜り抜ぬけてきているためか、実じつ年ねん齢れいよりも大人おとなびて見える。

　頭の中で今回の損害と危険性が報ほう酬しゆうに見合うかどうか計算しつつ、リカルは先ほどステアクラストに乗って走り抜けてきた〝貯水池〟まで戻ってきた。

　池を目を細めて食い入るように見ていき、明らかに不自然な物体がそこにあることを確認する。ブーツに水が入ることも構わず、リカルは貯水池へと入っていく。

「お……あったあった」

　貯水池の中には明らかに異物がある。それは明らかに人工物で、表面は白く輝かがやく楕だ円えん形をした大型のカプセルだ。何を隠そうこれこそがコンテナの中身だったのだ。

　先ほど逃げ切ることは不可能と判断したリカルが中身をコンテナから抜きだし、気休めにしかならないが、衝しよう撃げきで壊れないように貯水池に投げ入れたのだ。

　目の前のカプセルは大きく、リカル一人ではとても運べたものではない。

「保安隊が来るのを待つか……」

　再びリュックに手を突つっ込こみ、中から発はつ煙えん筒とうを三本取り出して点火する。それぞれの発煙筒からもうもうとした煙けむりが上がり、マグネシウムによる発光で遠くからでも見えるようになる。暗い夜でもこれなら確認してくれるはずだ。

　それに先ほどの爆発で保安隊が近くに来ていることもリカルは計算に入れている。

「しっかし、やっぱりデカいな……一人くらい中に入れそうだが」

　発煙筒が水に濡ぬれないように岸辺に置いてから再びカプセルの方に歩み寄る。

「なんだろうなこれ……金属？　でもそれにしては陶とう器きにも似た手て触ざわりだな」

　表面を興味深く触っていくと、側面に他とは違ちがう手触りがあることに気が付いた。

「ん？」

　それはプラスチックの手触りで、確かめる意味合いで表面を軽く撫でるように触ふれた。

　──ピッ

「……ピッ？」

　カプセルからそんな音が聞こえ、リカルは首を傾かしげる。どうやらうっかりスイッチ的な物を押したらしい。それとほぼ同時に、カプセルからガスを排はい出しゆつする音がして、ブクブクと貯水池の中が泡あわ立だっていく。

「なっ……」

　動物的本能から咄とつ嗟さに距きよ離りは取るが、驚おどろいて言葉が出ずに呆ぼう然ぜんとカプセルの変化を見守る。

　表面が微かに動いたかと思えば、貝が開くようにカプセルのハッチが開いた。ハッチはほぼ直角になるまで開いて、リカルから中身が丸見えの状態となる。

「……………………噓うそだろ」

　目を疑いたくなる。先ほどの「一人くらい中に入れそう」という発言は的まとを射ていたのだ。

　カプセルの中には、人間が入っていた。

　それもリカルより年下と思われる女の子だ。

　本で読んだ昔の船乗りの衣装に似た赤いスカーフが映はえる白い上着。下は紺こん色いろのスカートだ。

　髪は黒で、対比するかのように肌は一点の曇くもりも無いほどに白い。あまりに綺き麗れいで、リカルは一いつ瞬しゆんこれは人形ではないのかとすら考えてしまった。しかしそうじゃない。

「……──う、んん……」

　少女は身じろぎをしながら声を出し、おもむろに身を起こす。

「あ…………その……」

　少女になんと声をかけていいかわからず、リカルはただ呆然とその場で立ち尽つくしていた。少女は寝ね起おきなのかトロンとした目を手で擦こすりつつ、リカルを見る。

「あの、俺、は……」

　話を切り出そうとするが、何を言うべきかわからずにリカルは言葉を詰つまらせる。

「…………えっと、その」

　それは少女の方も同じだったらしく、リカルのことを不思議そうに見ていた。

　しかし沈ちん黙もくしたままでは何も始まらない。少女は意を決して口を開いた。

「……おはようございます」

「え…………あ、ああ。おはよう……ございます」

　事態の急な展開についていけず、素直にそうリカルは返してしまった。

　──これがリカルと姫ヒメ島シマ雪ユキの出会いである。
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　１　記き憶おくの無い少女







「あの……助けて頂き、ありがとうございます」

「ど、どういたしまして」

　筋すじ違ちがいの礼を言われた。しかし本当のことも言えず、リカルは頷うなずくしかできなかった。

　現在二人はトルメニアの貧困街にある安ホテルの一室にいた。実際はホテルとは名ばかりで、部屋には寝しん具ぐしかない。

　とはいえ、壁かべがあり、鍵かぎも付いているのだから、貧困街で寝ねている間に襲おそわれる心配がないという点では金を払はらうだけの価値がある。

　昨晩、二人は保安隊から保護を受け、簡単な事情聴ちよう取しゆの後に都市に入った。

　姫ヒメ島シマ雪ユキの身分を聞かれたときは流石さすがにリカルは焦あせったが、こんな場合の対処法は師し匠しようから習っており、パスポートをいくつか偽ぎ造ぞうしていたものの一つを使った。

　何故なぜそんなものがあるかというと、運び屋は時として法に触れるものを運ぶからだ。

　例えば盗賊に横流しするための兵器だったり、依い存ぞん性の高い麻ま薬やくだったり、そして──

（人間だったり、な……）

　状じよう況きようを簡潔に言うと、リカルは〝人身売買〟の片棒を担かつぐことになってしまったのだ。

　初めて偽造パスポートを使ったときは生きた心地ここちがしなかった。

　腕うではあるが、所しよ詮せんは独り立ちして間も無い若者でしかないリカルが単独で法に触れるものを運ぶのはこれが初めてとなる。

「えっと……ヒメシマさん？」

「その……ユキ、でいいです。名字は、あまり好きじゃなかった……気がします」

「そ、そうなんだー……」

　リカルは青い顔をユキに見せないように背を向ける。

（名字があるってことは格式の高い身分だよな？　ヒメシマなんて聞いたことはないが、語感的には極東方面の可能性が高いか……）

　この時代、名字を持つ者は富ふ裕ゆう層の人間に限られている。全人類の七割はリカルのような貧困層で、その多くは根無し草のような生活をしている。

　富裕層は昔から由ゆい緒しよある家柄であることが多く、名字やラストネームを名乗るのだ。

　そうして自分たちが〝古代〟の技術を現代に広めたとするプライドを示しているのだ。

　ステアクラストや都市の技術だって名字やラストネーム、つまり〝姓せい〟を持つ者たちによってもたらされたと言っても過言ではない。

　リカルは深呼吸をして心を落ち着かせ、ユキに向き直り、表情を窺うかがうことにする。

「えっと……ユキ……でいいんだよな？」

　リカルの言葉にユキはぎこちなくも頷いてくれる。

「リカルさんのほうが年上です、から……」

　リカルは咳せき払ばらいの後「そうか」と頷き、自分にイニシアチブがあると認識して余よ裕ゆうを持つことが出来た。

「じゃあ、ユキはあのカプセルに入る前のことは覚えているか？」

「あ、いえ……それがまったくわからないんです……」

　ユキは不安げに俯うつむきながら語り出す。

「名前以外は何にもわからなくて……でも、無理矢理閉じ込められた事だけはわかります」

　それらの発言でリカルは考えられる可能性の一つを口にしてみる。

「……薬、とかかな。記憶を一時的に消す効果がある薬が裏市場で出回ってると聞いたことはあるし……いやでも、それは投とう与よした前後だけだったような……？」

　リカルは改めてユキのことを見ながら考える。

（だがステアクラストや都市について知識が無い。俺よりも知識に乏とぼしいなら、利用価値はない。身みの代しろ金きんの要求をするにしても周辺にヒメシマなんて家は存在しない……）

　リカルは〝どうやって誘ゆう拐かいされたか〟ではなく〝どうして誘拐されたか〟という点が気になっていた。

　ここから極東までの距離を輸送する方法と、対象に日数を感じさせない方法も気にはなるが、目の前の少女にそこまでする価値があるのか、と言われると返答に困ってしまう。

（技術や身代金以外……となると…………）

　リカルの視線は自然とユキの身体からだに移る。そして顔からその下へと舐なめ回す様に視線を這はわせる。

（顔は満点。歳は一五くらいとしては……発育はかなりいいな、特に胸部……富裕層とはいえ、一体何を食ったらそこまで育つのか、男としてとても気にな──）

「──って違うだろ！」

　突とつ然ぜん叫さけびだすリカルにユキは驚いてしまう。

「ど、どうしたんですか……？」

　ユキは肩かたを微かすかに震ふるわせながらそう尋たずねる。明らかに引いていた。

「い、いや……どうしてユキが誘拐されたのか考えて、ね……」

　身体が目的、と考えていたとはとても言えず、当たり障さわりの無い返答をする。とはいえ、その線でも輸送のためにお金を掛かけ過ぎているようで現実的とは言えないだろう。

　結論を言えば、謎なぞである。

　ユキも同じ考えのようで「わかりません」と首を横に振ふった。

「でも……リカルさんのような親切な人に助けて頂いてよかったです。私、そんな危険な人たちとは怖こわくてとてもこんな風にお話しできませんから」

　ユキの何の邪じや気きも無い無む垢くな微笑ほほえみから、リカルを好意的に見ていることがわかる。

「うぐっ…………！」

　それを真正面から向けられ、リカルの中にある僅わずかばかりの良心と言えるものが痛む。

　助けるも何も、リカルはその誘拐に加担している者の一人である。

（……なんで俺のこと疑わないんだよ、こいつは…………！）

　リカルは自分でもよく解らない点でユキに対して苛いら立だちを覚えたが、どうにか押し殺す。

「リカルさんにはなんとお礼を言ったらいいか……」

「……っ！　…………い、いや……礼とか、そういうのは気にしなくていい、から」

　抑おさえ込もうとはしたが、苛立ちで声が上擦りそうになる。明らかに事実とは違ちがっているのに、それを指し摘てきできずやりきれないのだ。

　これではまるで、自分の犯罪行こう為いを正当化しているようではないか？　そんな思いが頭を過よぎり、自分自身にこれまで感じたことが無いほどの怒いかりを覚えた。

　しかしその怒りもどうにか水面下で抑え込み、冷静な思考を心こころ掛がける。

（……でも、いまさら仕事を断ることなんて…………）

　犯罪行為とはいえ目の前に転がってきたビジネスチャンス。これを逃のがせば、もう一いつ攫かく千せん金きんの仕事が受けられなくなるかもしれない。

　数多くの運び屋の中には、こういった仕事でのし上がり、自分の会社を持って貧困層を脱ぬけ出した者も少なくないと聞く。

　そして今でもこの類たぐいの仕事で荒あら稼かせぎしていることも業界では暗あん黙もくの了りよう解かいとされている。

　兎とにも角かくにも、今この世界は金かね──つまりは資本が何よりも物を言うのだ。持たざる者は生きることすら叶かなわない弱肉強食の世界。

（……それに、あの依い頼らい人の機き嫌げんを損ねてみろ。俺の首なんて簡単に切られちまう）

　リカルの脳内に、自分の生首が荒こう野やでハゲワシの餌えさにされるという恐きよう怖ふ映像が流される。

　事と次第によっては、それも現実になる。裏の仕事を回すのは大半が権力者だ。ほとんどが人の命を平気で奪うばう。敵に回せば、表を歩くことすらも儘ままならないと言える。

（俺がすべきことは、一時の感情に身を任せることではなく、冷静に状況を分ぶん析せきし、少しでも多くの稼かせぎを得ることだ。そうでなくても前金代わりのステアクラストは吹ふき飛とんだんだ。ちょっとくらい儲もうけておかないと採算がとれん！）

　仕方がない。自分が生き残るためだ。

　そんなことをリカルは自分に言い聞かせ、罪悪感に対する理論武装を施ほどこしていく。

「リカル、さん？」

　急に黙だまり込んでしまったリカルに対してユキは不安になったのか、男であるなら保護欲よくをかき立てられる表情で話しかけてくる。

　自分自身のことすらよく分からない状況で、彼女が頼たよりにできるのはリカルしかいないのだ。故ゆえにユキはリカルのことを自分のことのように心配しているのだろう。

　もっとも、リカルはユキのことではなく自分の保身しか考えていないのだが……

「いや、実は俺さ、ユキの関係者に心当たりがあるんだ」

　そんな風に安っぽい営業スマイルを顔に張り付けながらリカルは話を切り出す。

「ホントですか！」

　リカルのその発言にユキは何の疑いもなく食いついた。

「ああ、もちろん」

　噓うそである。実際は何も知らない。

　それなのにリカルは頷き、芝しば居いがかった口調で舌を回していく。

「実はさっきからヒメシマっていう名字が引っかかっててさ、今思い出したんだ」

　これも噓である。

「その名字を持つ人がこのトルメニアの隣となりにある〈ライアス〉っていう都市の市長をやってるんだよ」

　ちなみにライアスの市長の名前はケビン・ライアスといって、ライアスの基礎を築いた古代人の直系である。都市の名前は半分以上が市長の祖先の名字である。

「じゃあ、私の家族がそこにいるんですか？」

「少なくとも親しん戚せきであることは間違いない」

　噓もここまで断言すれば、もはや清すが々すがしいとすら思えるのだから不思議であろう。

「とはいえ……俺はまだ仕事の最中だからライアスには一いつ緒しよには行けないんだ」

「え…………」

　目をきらきらと輝かがやかせていたユキが見捨てられた仔こ犬いぬのような哀かなしげな表情に変わっていく。

「俺は駆かけ出しの運び屋で、下手へたに仕事を休んじゃうと明日あしたの飯だって危ないんだ。だから仕事をほっぽり出してユキを送っていくことも……できない」

「で、でも私……この辺りのこと何にもわかんないんですけど…………」

　そんなユキの言葉に本気で憐れん憫びんを感じつつ、次のセリフを述べる。

「そりゃ、可哀かわい想そうだとは思うが……すまない。俺も生きるために必死なんだ」

　その言葉は確かな真実で、ユキにというより自分に言い聞かせる気分になった。

「そんな……」

　ユキの落ち込んだ表情を観察し、良心が痛みつつも今が好機とほくそ笑むリカル。

「だけど、それ以上の報ほう酬しゆうを保証してくれるなら……俺だってライアスに行くこともやぶさかではないな」

「…………え」

　ユキはポカーンという擬ぎ音おんが聞こえてきそうな程に間の抜ぬけた表情でリカルを見る。

「報酬さえ出してくれれば送るって言ってんだよ」

「で、でも……私お金持ってなくて……」

　残念そうに俯いてそう呟つぶやくユキ。つまり、資金があれば話を受けると言っているのだ。

（かかった！）

　心の中でガッツポーズし、それをユキに気け取どられぬように注意しながらさらにユキにとって耳みみ触ざわりの良い条件を提示する。

「別に後あと払ばらいでも構わないさ。なんたって市長の親戚なら報酬も期待はできる」

「で、でも……まだそうと決まったわけでは……」

　あと一押し、とリカルは条件を出しつつ自分の要求を織り交ぜる。

「そうか？　ならそうだなぁ……その腕輪を前金にするのはどうだ？　市長がちゃんと報酬を払はらってくれたら、腕輪は返すけど？」

　無論、ライアスの市長はユキの親戚ではないのだからこの条件が満たされることは無い。

　最大限の譲じよう歩ほをしてみせ、貰もらうものをガッツリ貰う魂こん胆たんのリカルはユキの身に着けている装そう飾しよく品に興味を示していた。

　着ている服は昔リカルが読んだ本に出てきた船乗りの格好に似ていて、下は紺こん色いろのスカートだ。この辺りでは見ないが特別珍めずらしいものではない。

　しかし右手に着けられている腕輪は違ちがう。どう見ても貴金属がふんだんに使われている値打ちものだ。流石さすがにステアクラストは無理でも、ホバーボード分くらいはこれで稼げるであろうとリカルは踏ふんでいる。

「…これ、ですか？」

　ユキは自分が身に着けている腕輪をリカルに見せて確認をとる。

「そう、それそれ」

　リカルが頷うなずいて肯こう定ていする。

「…………」

　てっきりすぐに腕輪を渡わたすのかとリカルが思っていれば、ユキは表情を曇くもらせながら腕輪を見る。明らかに渡すことを渋しぶっていた。

「……どうかしたか？」

　もしかして何かまずい発言をしてしまったのではと不安になって、すぐに別の発言をいくつか考える。

「あ、いえ……これを外して良いのか迷ってしまったんです。なんだか、外してはいけないような気がして……」

「……そう、なんだ」

　腕輪を貰もらえないのでは、と考え直す。あくまでユキをライアスに運ぶのが今回の目的であり、疑われるようなことがあっては途と中ちゆうで逃にげられるなどの支障をきたす恐おそれがある。

　それでは報酬は全額受け取れず、命まで危ない。

　ここはギブアンドテイクではなく、良心でライアスに送っていくという話に変えるべきか、と脳内でその場合のシミュレーションをし始める。

「でも……これで家族に会えるのなら……」

　リカルが諦あきらめかけたその時、ユキは自分の右手に着けられている腕輪を外した。

「私を、家族のもとへ連れて行ってもらえませんか？」

　ユキは両手で腕輪を落とさないよう大事に持ちながら、リカルに差し出す。

「…………」

　リカルは無言で手を伸のばし、震ふるえる指で腕輪を摘つまみ、ユキの手から拾い上げた。

「……あぁ、俺が必ずお前を家族に会わせてやるよ」
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　朝日が差し込むも、夜の涼すずしさが残る岩場に二体のステアクラストが膝ひざを突ついていた。

　傍かたわらには金きん髪ぱつでサングラスを掛かけた身長二ｍはある大男が工具片手に嘆なげいている。

「あぁー、チクショウ、完全にイカれてやがる……メンドくせぇなァ……！」

『こっちは両手のマシンガンね。通常稼か働どうなら問題ないわ』

　赤いステアクラストのスピーカーから女性の声が響ひびき、サングラスの男はイライラした口調で自分が乗っていた黒いステアクラストを殴なぐる。

「スラスターがオシャカだ。姿勢制せい御ぎよシステムも狂くるいやがって……跳とぶこともできねぇ。……あの運び屋、次見かけたら脳ミソブチまけてやる！」

　物ぶつ騒そうなことを叫さけびつつ、男は胸のホルスターに収めていたリボルバー式の拳けん銃じゆうを抜いた。

　その時、赤いステアクラストのハッチが開き、中から若い女性──と言うよりはまだ少女と言っても差し支えのない人物が出てきた。

「街中でそれを出すのやめてよねジョン……もう少し落ち着いて行動してよ……」

　背は一六〇㎝くらいで、全体的にスレンダーな体型だ。肩かたまであるライトブラウンの髪かみに、灰色の混じった翡ひ翠すいの瞳ひとみ、そこにいるだけで気品が感じられた。

　少女は嘆たん息そくしながらジョンと呼んだ男をたしなめる。しかしそれ以上強くは言わない。少女自身、仕返ししてやりたいという気持ちは僅わずかなりとも存在しているからだ。

　その仕返しの相手とは言うまでもなく昨日ウードロースを爆ばく発はつさせた搭とう乗じよう者のことだ。

　二人はとある重要人物の〝奪だつ還かん〟が目的だったのだが、敵搭乗者の奇き策さくを前に敢あえ無く任務失敗という結果に終わった。それだけでも痛手なところにあの爆発である。

　二人のステアクラストは〈ディライヴァー〉と呼ばれる高スペックの機体だ。

　赤い方がマーク・ジアといい、近接格かく闘とうに特化しており、装そう甲こうが厚い。

　黒い方はマーク・マーキー。こちらは遠えん距きよ離り射しや撃げき戦を得意とする機体で、生憎あいにく、装甲はジアほど堅けん牢ろうではなく、件くだんの爆発によって深刻なダメージを被こうむった。

　とある事情で都市で修理をすることができない二機の損害は生半可なものではない。

「……だが、いまいち納得いかねぇ……アレーシャ　お前は何か気が付いたか？」

　ジョンはリボルバーから手を離はなし、両手を組みながら悩なやましく呻うなり出す。

「何が？」

　アレーシャはコクピットから飛び降り、ジョンの近くにある岩に座りながら問う。

「お前からの威い嚇かく射撃の避よけ方は至って普ふ通つうだった。……だが、一回だけ背中に目があるみたいに見事に避けやがったんだよ。この、俺の射撃を……な」

　ジョンはその場でライフルを構えるようなポーズを取り、イメージをより深めていく。

「奴やつの動きを完全に見切った。だからこそ、コクピットだけを撃うち抜こうとした。どう避けるかも予測はした。それでも避けられたんだよ。…………この意味、分かるか？」

　ジョンの言葉をアレーシャは鼻で笑ってやった。

「偶ぐう然ぜんよ。だいたいそんな凄すご腕うでなら、あたしの攻こう撃げきも避けたと思うわよ」

　ウードロースの片足を剣つるぎ型武装で切り落としたアレーシャからしてみれば、相手の搭乗者には大して脅きよう威いは感じられなかった。精せい々ぜい小こ聡ざとい奴、程度の認識しかしていない。

「……そうなんだよなぁ」

　そう言われ、ジョンはポーズを解いてうな垂れてしまう。

「やっぱ、俺のミスなんだろうな。俺、もう歳かなぁ……引退するべきだろうか……」

「……あなたまだ二七じゃなかった？」

「二五歳で人の成長は完全に止まる。つまり老化が始まる。俺の射撃の腕うでもどんどん老化していくにちがいない。はぁ……その内、どんどん背中が丸くなって、視界も狭せまく霞かすんで、最終的には昔射撃が凄すごかったじいさん、というお荷物的なポジションに落ち着くのだろうな」

「いくらなんでもネガティブ過ぎでしょ……」

　アウトローな見た目の割にナイーブなジョンに呆あきれつつ、アレーシャは腰こしに巻き付けていたバッグから携帯情報端末を取り出す。

「そんなことより、さっさと行きましょ。ここでできる応急処置じゃこれが限界だし」

　アレーシャの言葉に、ジョンは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを吊つり上げた。

「そんなことって………………あのなぁ、年長者に対してもう少し労いたわりってもんを覚えろ。まったく……これだからガキって奴は……」

「年ねん齢れい気にしてるけど、そのセリフが既すでにオッサンくさいわよ」

「オッサ……!?」

　アレーシャからの言葉に、硬こう直ちよくするジョンだが、すぐさま咳せき払ばらいをして動どう揺ようを隠かくす。

「ゴホンッ……今のセリフは撤てつ回かいだ。俺は何も言ってない。だからお前は何も聞いてない。アーユーオーケー？」
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　余程自分が「オッサン」呼ばわりされたことが嫌いやなのか、瞬しゆん時じに態度を改めたジョンに、アレーシャは呆れを通り越こして、その切きり替かえの速さに清すが々すがしさすら覚えるのであった。

「…………はいはい、それでいいから……さっさと行くわよ」

「おいおい、顔写真とかで対象を確認しなくていいのか？」

「数十万人いる中から一人を特定してたら逃げられちゃうじゃない」

　ジョンに端末の画面を見せるアレーシャ。

　そこには何かの位置情報が表示され、トルメニアの中を移動していることがわかる。

「腕輪の信号が生きてるうちに見つけ出して、保護するわ」

　アレーシャの言葉にジョンはやれやれとでも言いたげに肩をすくめたが、その表情はすぐに凶きよう暴ぼうな狩しゆ猟りよう者のものに変わる。

「あの野や郎ろうが対象と一いつ緒しよにいたら、俺は殺やるぜ？　邪じや魔まはすんなよ」

「好きにすれば」

　その回答にジョンは笑った。

「昨日と言ってることが随ずい分ぶんと違うじゃねぇか、えぇ？」

「あの搭乗者はあたしたちの任務の障害になる。腕はともかく頭が回る。そう判断したからには容よう赦しやなんかしない」

　アレーシャは感情のこもっていない声で淡たん々たんとそう言い放つ。

「さぁ、行くわよ」

　アレーシャとジョンは自分のホバーボードに乗り、トルメニア目指して移動を開始した。
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　ユキをライアスへ連れて行くことは決定したが、二人はいまだにトルメニアに留まっていた。こうなったのにはまず、昨日のウードロースの爆発が原因にある。

　運んでいた荷は鉱山開かい拓たく用のダイナマイトで、盗とう賊ぞくに襲しゆう撃げきされてそれが起き爆ばくしてしまったというのがリカルの筋書きで、保安隊には納得はしてもらった。

　ちなみにカプセルについてはリカルがその場で咄とつ嗟さに「富ふ裕ゆう層向けの最新式の安あん眠みんベッド」と言って切り抜ぬけ、今日出る都市間定期高速ホバークラフトで輸送する手て筈はずだ。カプセルの中は実際にベッドのような形になっていたので不ふ審しんがられたりはしなかった。

　ここまでは問題はなかったのだが、都市付近に盗賊が現れたということは問題になったため保安隊が周囲の安全を確認するまではすべての交通が停止してしまったのだ。

　夜になるまでには通常通りになっているだろうが、生憎まだお昼にすらなっておらず、ホテルではもうチェックアウトの時間となってしまった。

「私、町の中を見てみたいです」

　そんなユキの発言に、折せつ角かくだからとリカルは街中を観光して回ることにした。

「どこか行きたいところとかあるか？」

　トルメニアの全体図が描えがかれた看板の前に立ちながらリカルはそう訊たずねる。リカル自身はすでにこの都市に何度か足を運んでいて、特に目新しいと感じる物は無かった。

「……アレ、なんですか？」

「どれだ？」

「アレです、町の中央にある大きな塔とう……」

　ユキは地図ではなく、ここからでも見える巨きよ大だい建造物を見上げた。五つのビルが柱となり、大体二〇ｍ間かん隔かくで鋼鉄の厚さ二〇ｍの人工地じ盤ばんが取り付けられている。その高さはざっと千ｍは超こえており、先せん端たん部は最も早はや針先の様にしか見えない。

「ああ〝バベル〟だろ。どんな都市にもあるだろあんなもん」

　ユキとは対照的にリカルはつまらないものを見るようにバベルと呼ばれた塔を見上げた。

「バベル…………それって、旧約聖書に出てくるあのバベルの塔ですか？」

「は？　キュウヤクセイショ……なんだそれ？」

　ユキの言葉がわからないリカルに対し、ユキはバベルを見上げながら語り出す。

「私も詳くわしくは知りませんけど……人間がすべて同じ言語を話す時代に造られた、神と同じ高みに行くための塔、だったとか……」

　ユキのその言葉に、リカルはますます意味がわからないと言いたげな表情をする。

「そりゃ人間なんだから、この世界ではみんな同じ言葉しか話さないだろ？」

「……え？」

「俺達は動物の言葉も植物の言葉も理解できない、だから人間の言葉しかわからない。貧困層の子どもでも知ってる常識だろ、それ」

「……えっと……はい、そう……ですよね？」

　何か釈しやく然ぜんとしない、と言いたげな表情を見せるユキだが、リカルは特に気にせずにバベルを忌いま々いましそうに見上げた。

「神と同じ高み、ねぇ……アレを作った古代人の技術が凄いのは認めるけど、塔を空に伸ばして何がしたかったんだか……とにかく、アレはそんなに珍めずらしいものじゃないはずだが」

「そうなんですか？　私、アレに見覚えはないんですけど……？」

「……まぁ今は仕方ないか。記き憶おくが混乱してるんだろうし、説明した方がいいか？」

「はい、是ぜ非ひお願いします」

　少し面めん倒どう臭くさそうに顔をしかめたが、リカルはバベルについての説明を始める。

「まず構造だが、見ての通り五つのビルが柱になって、それぞれの人工地盤を支えてる。一番広い第二区画の人工地盤は端はしから端まで五〇〇ｍで、最上階は一〇〇ｍ位と聞いてる」

「へぇ……凄いんですね……人が住んでるんですか？」

　リカルは不快そうに眉をひそめるが、ユキに気づかれないようにすぐに質問に答える。

「ああ。名字持ちと正式な会社で働く連中とか……永久定住してるのは三〇〇人くらいじゃないか？　第五区画までは貧困層が間借りしてる状態だが、そこから上は完全に富裕層のための施し設せつと居住区だ。市民権の無い奴はいちいち通行料を取られるから近づかない」

　正直、この話題はリカルにとっては不快なので、話を進めることにした。

「バベルはどの都市にも存在すると言ったが、正確には『バベルのあるところに都市ができる』と言った方がいい。姓せいを持つ奴らがバベルの特とく殊しゆなシステムを制せい御ぎよすることで防ぼう御ぎよシールドを展開してくれたのが都市の始まりだ」

　都市の成り立ちについて語り出したリカルだが、ユキは不思議そうに首を傾かしげている。

「防御、シールド……？　なんでそんなものが必要なんですか？」

「………………は？」

　ユキのその発言にリカルは表情を凍こおりつかせた。

「……なぁ、ユキ……記憶喪そう失しつって、一いつ般ぱん教養についても忘れちまうものなのか？」

「す、すみません……私、本当に分からなくて……」

　リカルが呆れていることだけは理解したらしく、ユキは非常に申し訳なさそうに謝った。

「……いや、まぁしょうがないさ、ユキが悪いんじゃないんだから謝らなくてもいい。むしろ詳しく覚えてる奴の方が少ないんだからな」

　そんなフォローを入れるリカルにユキはさらに首を傾げた。

「え、でも一般教養って……だからみんな知っているのでは……？」

「ユキみたいに名字を持ってる人ならって意味だよ。このスラムにいる連中なら、そもそもバベルの機能についても詳しくは把は握あくしてない」

　リカルは「じゃあ古代史から話すか……」と顎あごに手を当てながら呟つぶやき、話す内容をまとめているのか数秒ほど考えるような仕草をする。

「えっとな……まず、昔の人類はそれこそこの世界に七十億人以上も存在していたんだ。だがその数は一気に激減し、文明は滅ほろびた」

「……どうして滅びたんですか？」

「さぁな、俺が見てきたわけではないから知らん。諸説あるが、隕いん石せき説が一番有力だ。とはいえそれすら予想の域を出ない」

　バベルを後ろ手に指し「だが、人類もただで滅びたわけじゃない」とリカルは続ける。

「生き残るためにバベルを建設し、空の彼方かなたへ新天地を求めた。ユキの言葉を借りるなら〝神と同じ高み〟ってところだろうな」

「……宇宙、ですか？」

　ユキから〝宇宙〟という単語が出た途と端たん、リカルは「へぇ」と感心したように頷うなずいた。

「よく知ってるな。その通りだ。もっとも、宇宙なんて物を信じてる奴が今はどれだけいるのかわかんねぇけどな。ちなみに俺はどうでもいい」そんな風にリカルは興味ないと吐はき捨てた。

「……バベル……シールド……隕石……」

　ユキはここまでの話を聞いてなんだか不安気な表情をしてしまっている。その狼狽うろたえは何かに対する戸と惑まどいを隠しきれていないという風にも見えた。

「どうかしたか？」

　そんなユキを心配するリカル。

「い、いえ、なんでも……続き、お願いします」

　リカルは「そうか」と頷いてそれ以上追つい及きゆうはしなかった。

「俺にはあんな塔でどうやって宇宙とやらに行くつもりだったのかわからないが、結局アレは未完成らしくてな、僅わずかな人類は地下に潜もぐって文明の滅びを免まぬかれたんだ」

「地下に……？」

「そう、ざっと数百年くらい。俺の先祖は地下で暮らして文明を発展した種族らしくてな、髪かみとか体の色素が薄うすいのはそのせいなんだ」

　リカルは灰色の髪の毛を摘つまみながらそんなことを言う。「ちなみに昔は俺も肌はだが白かった」とリカルは冗じよう談だんめかして日焼けした肌をユキに見せる。

「あと、人類が短命になったのもその時期だな。長ければ八〇年生きられた人類がみんなだいたい五〇年で寿じゆ命みようを迎むかえるようになった。だから古代の知識を持っていた老人たちは次々死んでいき、知識を受け継つぐ人間も数が激減して、姓を持つ奴やつが僅かになった」

「どうして……そんなに知識を受け継ぐ人がいなかったんですか」

「地下ではそんな知識が何の意味も持たないからさ。バベルは地上にあり、ステアクラストも当時は造る機材が地下にはなかったからな。それでも何かを契けい機きに人類はまた地上に出てきた。しかし新たな脅きよう威いが人類を襲おそう」

　ニヤリと笑い、「ただ聞くのも暇ひまだろ」とリカルはユキに問題を出した。

「当時の人類を襲った脅威とはなんだ？」

「え、そんないきなり言われても……」

「答えなら、俺の話の中に出ていたんだがな」

　意地悪そうな顔でリカルは狼狽えるユキの表情を楽しむ。

「え、えっと…………その…………」

「ん？　なんだ？」

　ユキは、恐おそる恐る答える。

「……じゅ、寿命？」

「はずれ。適当に答えるな。正解は隕石だ。古代人滅めつ亡ぼうの原因に隕石説が有力なのは、今でも隕石の脅威を人類全体が認知していることからも来ているんだ」

「隕石、降ってくるんですか!?」

「？　何を驚おどろいてるかは知らんが……数年前までは月に一回は必ず降ってたな。その度たびに都市の外にいた人間が死亡したなんて話をよく聞いた」

　そこまで話してリカルは「ンンッ」と咳せき払ばらいをする。

「喉のどが渇かわいた。近くの店に入って話そう」

「は、はい……」

　ユキは今までの話を聞いて何故か呆ぼう然ぜん自じ失しつとしている。

　近くの雰ふん囲い気きの良い喫きつ茶さ店てんに入り、リカルが飲み物を注文する。

「奢おごってやるから、好きなの頼たのめよ」

「え、えっと……でしたら…………あれ？」

　メニューを手に取ったユキは不思議そうに首を傾げた。

「次はなんだ？」

「あ、いえ…………あの、リカルさんと同じもので」

　ちなみにリカルが注文する予定の物は一番安いブラックコーヒーで、正直眠ねむ気け覚ざまし以外の効果など得られない代しろ物ものである。

「……ユキ」

「……はい」

「もしだ……違ちがったら謝る。でも、もしかしてなんだが……」

　リカルは嫌いやな予感がした。さきほどのバベルの話のリアクションから、なんとなく今の状じよう況きようを予想していたが、まさかそんなことは……、と思いつつも訊たずねてみる。

「…………読めないのか、メニュー……？」

「…………すみません」

　本当に申し訳なさそうに、今にも消え入りそうな声で謝罪するユキ。

「い、いや……謝らなくていい。薬が悪いんだ、薬が。しばらくしたら記憶が戻もどるかもしれないし、とりあえず…………甘いやつでいいか？」

「………………はぃ……ずびまぜん……」

　うっすらと目に涙なみだを浮うかべ、身を小さく丸めてしまうユキ。文字が読めない、という誰だれにでもできることが自分にはできないという状況が余程応こたえたらしい。

　リカルはそんな彼女の事を励はげまそうと、少々値の張る本物の牛乳を使ったカフェオレを注文してあげることにした。二人の注文を受けた店員は店の奥へと戻っていった。

　涙ぐむユキを目の前に、気まずい空気が流れた。

「あー……その、なんだ……ユキさ」

「うぅ……はぃ」

「気にしなくてもいいって。スラムでは文字をちゃんと読めない奴だって珍しくないし……言葉が喋しやべれるならどこでだって通じるわけだしな」

「……はぃ」

　リカルの言葉に一応は頷くが、明らかにショックの方が大きい。

「……大だい丈じよう夫ぶだって、俺が傍そばにいるんだから」

「え……」

「困ってるなら素直に困ってるって言えよ。ユキが記憶喪失なのは知ってるから、特にもう驚いたり呆あきれたりしない。なんなら俺のこと兄とでも思って貰もらって構わないぜ？」

　そんなこと言った直後、リカルは「しまった！」と思った。

（誘ゆう拐かい犯のくせに俺は何を言ってんだ？　そんなこと言える資格も立場でも無いくせに！　つか、明らかに馴なれ馴れしいだろ今の俺……！　不信感抱いだかれてないだろうな？）

　恐る恐るといった感じで、リカルはユキの方を見た。

　ユキは心配した様子も無く、ただただ無言でジーっとリカルを見ていた。

「…………」

「……黙だまられたらこっちが困るんだが？」

「あす、すみません」

　ユキは謝りながら目元に浮かんだ涙を拭ふく。どうやらそれほど不信感は持たれておらず、今ならリカバリーも効く。そう判断し、リカルは先ほどの発言を撤てつ回かいする。

「いやまぁ、俺みたいのが兄じゃ無理があるか？　すまん忘れてくれ」

　自分でも何を言ってるのだろうとリカルは思ってしまう。兄？　自分はユキを騙だましていながらよくそんなことが言えたな、と自己嫌けん悪おに陥おちいる。

「そんなことないです。私、リカルさんのような優しい人が兄だったら、嬉うれしいですよ」

　ユキは顔を少し朱しゆ色いろに染めながら忙せわしなく指を動かす。

「その、でも……リカルさんに甘えてばかりいたらご迷めい惑わくでしょうし……」

　さらに忙しなく指を動かし、俯うつむくユキ。語ご尾びも段々と小さくなっていく。

　ユキはリカルが考えていたような感情など一切抱いていなかった。真正面からリカルの言葉を聞き、素直に自分の気持ちを述べている。

（自分の事じゃなくて、俺の心配してんのかよ…………たくっ）

　そんなユキの姿を見ていたら、リカルはなんだか力が抜ぬけてしまった。ユキの頭にポンッと軽く手を置いてやる。

「……迷惑じゃないって。可愛かわいい女の子に頼たよられて、嫌がる男はいないんだぜ？」

　先ほどまでの嫌な気持ちで一いつ杯ぱいだった胸中は急に晴れやかなものとなり、純じゆん粋すいにユキを安心させてやりたいという思いで頭を撫なでてやる。

「あ…………あり、がとう……です」

　小動物のように頷くユキを見て、自然とリカルの表情に笑えみが浮かんだ。

「うん……で、さっきの続き、飲み物来てからでいいか？」

「は、はいっ」

　信しん頼らいを得るために世話は焼く。それだけのつもりだったのだが、どうもユキを相手にしていると深入りしてしまう傾けい向こうがあるな、とリカルは自己分ぶん析せきをした。これ以上の深入りは本格的にまずいので控ひかえようと自分に言い聞かせる。

　ユキの頭から手を離はなし、迂う闊かつな行動をするなと自分を戒いましめるように固く握にぎっておく。

　二人が注文した飲み物はどちらも同じガラス製のグラスに入れられて運ばれてきた。ブラックコーヒーはリカル、カフェオレはユキの前に置かれた。そしてテーブルには注文した覚えのないカップケーキも置かれる。

「これ、頼んでないんですけど？」

　リカルが店員にそう言うと、店員はリカルと違って何の嫌みもない営業スマイルで、

「こちら、カップルでご来店された方全員にお出ししているサービスです」

「カ、カップル……」

「はぁ、そうっすか」

　顔を赤くして俯くユキと特に反応は示さないリカル。

　リカルとしては単にオマケがついてきた以上の感想はないのだろう。店員が店の奥に戻っていくのを確認してから、リカルはケーキをユキの方へとやる。

「ケーキ、食べるか？」

「え……でも」

「遠えん慮りよしなくていい。俺はこういうチマチマしたのよりはガッツリしてるやつの方が好きだし……朝食まだだから、腹も減ってるだろ？」

　貧困街のホテルに朝食を出すような行き届いたサービスは存在していないのである。

「で、では……いただきます」

　ケーキを受け取ったユキの表情は少し和やわらいだ。リカルはグラスの中のコーヒーに少し口をつけながらユキを眺ながめる。

（世間知らずだが、行ぎよう儀ぎはいいし、嫌いやみなところも無い。普ふ通つうの女の子なんだよなぁ……）

　そう考えると、自分がとても汚よごれているように感じてリカルは嫌いや気けがさしてきた。そんな思いを振ふり払はらうように会話を振った。

「それじゃあさっきの続きだ。どこまで話したっけ？」

「えっと……隕いん石せきのところまでです」

「そうそう、地下から這はい出てきたのはよかったんだが、その頃ころは頻ひん繁ぱんに空から隕石が降ってきてな、とても人間が暮らしていける環かん境きようじゃなかったわけだ」

「……そんなに大きな隕石だったんですか？」

「いや、これくらいの。もう少し大きいかもな」

　そういって、リカルは自分の手をグーにしてユキに見せた。

「……ソフトボールくらい、ですか」

「ソフトボール？　……まぁなんでもいいや。とにかくそんなのが雨みたいに地表に降ってきたせいでこの辺りは人に限らず、草木も生えない不毛地帯になったわけだ」

「だから都市の外は荒こう野やになってたんですか」

「そう。そこで人類は二種類……いや、厳密には三種類に分かれた」

　リカルは「一つはそのまま地下に留まった臆おく病びような奴らだ」と吐はき捨てるように適当な説明をしてから、残り二つについて語り出す。

「一つは隕石が降らない安全地帯、通つう称しよう〈アルカディア〉に移動した者たち。そしてもう一つは古代の知識を受け継いだ姓せいを持つ者たちのもとに集つどった者たちだ。ここまで言えば、大体はわかるか？」

「えっと……名字を持っている人たちが、バベルのシールドを使って隕石から守ってくれた……という事ですか？」

「正解だ」

　ちゃんと解答できて安心したのか、ユキは安あん堵どのため息を吐つきながら胸をなで下ろす。

　そしてユキはリカルを尊敬するように見る。

「リカルさんって、博識な方なんですね」

「師し匠しようの影えい響きようかな、何かにつけては歴史、化学、数学とかその他色々教えられてな。まぁ人より知識が豊富だから、色々と世よ渡わたりは上手うまくなったさ」

「なんだか、先生の授業よりも分かりやすいです」

「そりゃどう──………………思い出したのか？」

　急にリカルが真しん剣けんな顔つきになってユキを見た。

「え？」

「今、先生の授業より分かりやすいって……記き憶おく、戻ったのか？」

「……あ」

　ユキは咄とつ嗟さに口を手で隠かくした。その反応にリカルは冷ひや汗あせがブァッと噴ふき出た。ここで記憶が戻ったらライアスに家族がいないことがばれてしまう。

　そうなれば、実力行使でユキを黙らせなければならない。

「何ででしょう？　私、先生なんて人のこと覚えてないのに……？　なんとなくそんな気がしちゃって……」

「そ、そうなんだ……」

　セーフッ！　と内心で叫さけびながらリカルは表情を元に戻す。

「どうだ？　なにか他に気になることはあるか？」

「えっとバベルのこと、もっと知りたいです」

　リカルは「なら近くまで見に行った方が早いか」と呟つぶやき、店の窓からバベルを眺めた。

「人込みは好きじゃないが……発はつ煙えん筒とうとか新しい装備も揃そろえておくには丁度いいか」

　リカルは席から立ち上がり、ユキの方を見る。

「中央広場に行こう。あそこならうまい食い物の露ろ店てんもたくさんあるからちゃんとした朝食もそこでな」







　２　迷子の「取とり扱あつかい」と「助け方」







　都市は通常高さが五〇ｍを超こえる外周壁へきで囲まれており、その中心には必ずバベルが存在していた。中心のバベルから外周壁までの距きよ離りは大体五㎞前後といったところだ。

　そのバベルの下には中央広場というスペースがある。

「バベルの中には古代文明の道具が残っていて、その中には高度な演算システムも実装されているから、天候を予測したり、他の都市と通信したり、あとは医い療りよう機器もあるから病院とかの役割もある。都市の生活水準の高さはバベルあっての物なんだ」

　二人がいるのはバベルの下にある中央広場で、見上げれば第二区画の人工地じ盤ばんが見える。

「凄すごい……色んな施し設せつがあるんですね。この建物一つでなんでもできちゃうんだ……」

　多くの人間がバベルの区画を移動するためのスパイラル・モノレールの案内図を見ながらユキは感心したようにそう呟いた。

　このモノレールはその名の通りバベルという建造物に螺ら旋せん状のレールが巻き付いているようになっている。上は最大で十区画まで、下は地下三階までレールが続いている。

「そうは言うが、実際のところ俺みたいな人間に関係あるのは地下の浄じよう水すい施設と家か畜ちくの餌えさみたいな人工肉とかの培ばい養ようプラントくらいで、他はまったく利用した記憶がない」

「病院もですか？」

　見たところリカルは手や顔に傷きず跡あとがあり、怪け我がをしたことがあるのだから案内板に表示されている第七区画の病院を利用する機会はあるのではとユキは思ったのだろう。

「そんなとこ利用した日にはその後空腹で死ぬ覚かく悟ごをするな。高いんだよ、料金が」

　いくら凄くても、使える人間が限られている。だからこそリカルはあまりバベルに対して良い顔をしないのだ。バベルは都市を守護する象しよう徴ちようであると同時に貧富の差があることを示す象徴でもあるのだから。

　スラムに物資をばら撒まくかわりに、バベルはスラムから金を巻き上げる。それもさまざまな手段で効率的に。貧民が富ふ裕ゆう層にのし上がる可能性は、絶望的とも言える。

「じゃあ……このバベルってお金持ちの人しか使わないんですよね？　だったらどうしてこんなに人が集まってるんですか？」

　ユキは不思議そうに広場の至る所にいる人々を見た。どう見てもお金持ちとは縁えん遠どおい服装の者も混じっている。

「ここが一番金の集まる場所だからな。市し場じようは金がなくちゃ成立しない。裕ゆう福ふくな消費者に買ってもらえるように、まずは近くに店を出す。そうすると客が集まってきて、儲もうけたい奴やつらは露店を出す。さらに客が集まり、露店の中にはスカウトを受けて〝上〟に店を構える者も出てくる。そんなビジネスチャンスを狙ねらって露店を出す奴が増え、客が増えを繰くり返し、今に至るわけだよ」

「へぇ…………でも、あのお店とかお金持ちの人来そうにないですよ？」

　ユキが見ているのは、いかにも安さのみ追つい求きゆうしているような外見の汚きたない店だ。

「人が増えてきたから、金持ちばかり狙う意味が薄うすれてきたんだ。一人から高額払はらってもらうより、大勢から少しずつ金を集める方が賢かしこいからな」

　リカルは視線を外し、別の露店へと向かう。

「あそこのサンドイッチが旨うまいんだ。待ってろ。知り合いだから値切ってくる」

　リカルが指し示した場所にあるのは先ほどの露店よりは見た目の良い店だった。移動もできるようで、車輪がついている。しばし店主とリカルは言葉を交わし、リカルが笑みを浮うかべた。値切りが成功したらしい。リカルは適当にサンドイッチを見み繕つくろって戻もどってくる。

「ほら、サービスでチーズまで追加してくれたぜ」

「わぁ……ありがとうございます」

　ユキは受け取ったサンドイッチを頰ほお張ばり表情を輝かがやかせる。

「これ、おいしいですね！　お肉が柔やわらかくて、レタスもシャキシャキしてますっ」

「まぁな。素材はアルカディアから輸送しているから旨いんだよ」

「アルカディア、ですか？　それって……どんなところですか？」

「大自然の広がる場所で、昔ながらの手法で肉と野菜を作ってる地方だよ。バベルの培養プラントで作った肉や野菜と違ちがって、素材そのものが旨いんだ。ほら、さっき言った隕石の降ってこない場所だから、沢たく山さん緑が広がってるんだぜ？」

「へぇ……あの、私、アルカディアのことも訊ききたいですっ」

「あぁ……アルカディアのこともね……フム……」

　言ってはなんだが、リカルはユキに対していちいち説明することに飽あきてきていた。

　自分にとっては知っていて当然のことを説明するのは、なんだかとても無意味なことのように思えてしまうからだ。

（そもそも、どうせ明日あしたには別れる相手にいちいち説明する必要があるのか？）

「ん…………あれ？」

　ユキがその場から勝手に歩き出してしまうが、リカルはそのことに気づいていない。

（とはいえ、説明を渋しぶって機き嫌げんを損ね、あまつさえ不信感を持たれるようなことになったら後で面めん倒どうなことになるな）

「ねぇ、どうしたの？　君一人？」

（なるべく簡単にまとめて話すとして……）

　リカルは相変わらず考えることに夢中でユキの行動に気付かず、アルカディアについての情報を頭の中で整理する。

「──よし」

　それが終わったのか、顔を上げた。

「じゃあアルカディアについて、だが…………」

　いざ説明しようと振ふり返る。そこには確かにユキがいるのだが、もう一人、リカルには見覚えの無い子どもがユキに抱だっこされていた。

「…………え？」

　一分にも満たない間に何が起きたのかわからず、間ま抜ぬけな顔で硬こう直ちよくしてしまうリカル。

　対してユキは困ったように抱っこした子どもの頭を撫なでる。

「リカルさん……どうしよう……この子、迷子みたいなんです」

「ひっく……えぐっ…………うえぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

　ユキに抱っこされながら泣き出した子どもを前に、リカルは開いた口が塞ふさがらない。

「…………………………………………はっ」

　しばし思考が停止していたリカルだが、数秒で我に返って現状を確認する。
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「ユキ……そのガ──子どもが迷子って……どこかから連れて来たのか？」

「はい……そこの屋台の隙すき間まで膝ひざを抱かかえていたので……」

　そう言ってユキが指を差したのは屋台と屋台の隙間にある小さな子どもしか入り込めないような場所だった。リカルは猛もう烈れつに嫌いやな予感がした。

「…………一人でか？」

「はい……可哀かわい想そうに……誰だれにも話しかけられなくて怖こわかったよね？」

　泣いている子どもをあやそうと、ユキは一いつ生しよう懸けん命めいに子どもの頭を撫でてあげるが、その一方でリカルの表情は険しくなる。

「あの、リカルさん……この子のお母さんとお父さん、捜さがしてあげましょ？」

　それが当然だと言わんばかりのユキの言葉に、リカルは胸の内側が搔かき毟むしられるような不快感を覚え、思わず顔を背そむけながら吐はき捨てる。

「駄だ目めだ。元の場所に戻して来い」

「…………え？」

　まるで捨て犬か捨て猫ねこでも扱あつかうかのように、リカルはユキの頼たのみを一いつ蹴しゆうする。

　それが信じられなくて、ユキはすぐさま感情的になって反論した。

「な、なんでですか！　こんなに小さな子どもを……可哀想って思わないんですか！」

　リカルは眉み間けんに深い皺しわを作りつつ、顔を背けながら無感情な声で語りかける。

「可哀想だって思うなら下手へたな情けは掛かけるな。それじゃそのガキは野垂れ死ぬ」

「このままにしてる方が死んじゃいますよ！　見てくださいよこの子！　裸足はだしで怪我してるんですよ！　親に会いたくて、いっぱい歩いてたんですよきっと！　どうしてそれを、そんな冷たいことが言えるんですか!?」

「俺達が何もしなくても、夜にでもなればちゃんと迎むかえが来る」

「迎えって……どうしてこの子のご両親が夜に来るってわかるんですか！」

「ッ……！」

　ユキの言葉に、リカルは奥歯を食い縛しばる。今にもその固く握にぎった拳こぶしを振りあげようとしてしまう衝しよう動どうを抑おさえ込んで、震ふるえる声で言葉を一つ一つ嚙かみ切る。

「あのさぁ、記き憶おく無くしたからって、空気読めなくなるのは駄目なんじゃねェの？　普ふ通つうさ、気づくだろ？　富裕層でもよぉ……それくらい知ってるべきだろ……マナーってもんだろ、これは、よぉ？　…………なぁ？」

「え……リカ、ルさん？」

　感情的になっていたユキだが、リカルが憤ふん怒ぬの感情にその身体からだを震わせていることに気づき、恐きよう怖ふする表情を見せた。そんな反応を見て、リカルは我に返る。

「！　ッ～～～……すまん。さっきと言ってることとやってることが矛む盾じゆんしてるな、俺」

　握った拳を解ほどき、顔を手のひらで覆おおって大きく、胸の中にため込んだ負の感情を追い出すようにため息を吐ついた。冷静になったのを自覚し、ユキに告げる。

「……その子ども、多分親に売られたんだ。だから、子どもを買うって富裕層が来るまで連れ歩くような真似まねはするな」

「………………」

　リカルの言葉を聞いた途と端たん、ユキは眼を零こぼれ落ちんばかりに大きく見開いて硬直した。

「うぇぇぇぇぇぇん、わぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　子どもはユキに抱きかかえられながら大声で泣くだけで、一向に泣き止やむ気配はない。

「……そんな、噓うそ、ですよっ、そんなの…あり得ません！」

　リカルを睨にらみつけ、感情をいっぱいに込めて叫さけぶユキ。

　対してリカルは嘆たん息そくするように軽く頭を振って肩かたをすくめた。

「何があり得ないだ。生きるために無む駄だな食い扶ぶ持ちであるガキを捨てて金を得るのは当然の選せん択たくだろ。別段珍めずらしくもない」

「だから、なんでそんな酷ひどいこと言うんですか！　まだそうだって決まったわけでもないし、そんなことあり得ません！　ちゃんとこの子の親を捜してあげましょうよ！」

　ユキのその言葉に、リカルは頑かたくなに首を縦に振ろうとはしない。

　軽けい薄はくな営業スマイルを浮かべ、大泣きしている子どもを無視する。

「ンなモン時間の無駄だって。それよりほら、観光しようぜ、観光っ」

「観光なんかより、こっちの方がよっぽど大事ですッ！」

「いいからいいから、ほら、なんだったら今日は特別に奮発してさ、バベルの中だって行ってもいいぜ？　室内プールっていうの？　スゲー楽しいらしいぜ？」

「だから、そんなことするくらいならこの子の親を捜しましょうよ！」

「──はぁ～…………」

　ユキの必死な訴うつたえに、リカルは営業スマイルすら放ほう棄きするほどに呆あきれ果てる。

「だーかーらー、どーせ見つかりはしねぇよ。日が暮れたって終わらねェ。俺たちは夕刻の定期ホバーでライアスに向かうんだぞ？　ユキは自分の親に会いたくないのかよ？」

　ユキを諭さとすように、リカルがそう告げると、ユキは顔を真っ赤にして怒おこる。

「っ～～～～～～、もういいです！　この子の親は、私一人で捜しますっ！」

　そう叫ぶなりユキは子どもを抱っこしたままリカルに背を向けてずんずんと歩き出す。

「え？　ちょ、ちょっと待てよ！」

「ついて来ないでください！」

「そんなわけにいくか！　俺はお前をライアスに送るって契けい約やくしてんだぞ！」

　自分の生き死にが懸かかっているとあって、すぐにリカルはユキの肩を摑つかんで止めようとしたが、その手はすぐさま、思い切り払われさらに──、

　──パンッ

　乾かわいた音が、中央広場に響ひびき渡わたる。とはいえ、そのくらいの音は大して珍めずらしくもなく、誰だれ一人気にも留めずに思い思いに歩いている。

「…………はい？」

　リカルは自身の頰ほおに奇き妙みような熱を覚えた。知らぬ間に横を向いていた首を正面に戻すと、涙なみだ目めで、手を振り切った姿のユキがそこにいた。

　ユキはリカルを軽けい蔑べつの感情を込めた眼まな差ざしで睨み、はっきりとその思いを言葉にする。

「貴方あなたみたいな最低な人に、そんなことされたくありませんっ！　契約はこの場で破は棄きさせてもらいますッ！」

　そう言い終えると、再び子どもを抱いたまま一人で先へ先へと歩き出してしまうユキ。

「………………えっと」

　リカルはまだ熱を感じる頰を擦こすり、それが徐じよ々じよに痛みに変わっていくのを感じた。どうやら、自分はユキに叩たたかれたのだなと、ようやく理解する。

「…………最低って…………俺が？」

　どうして自分が殴なぐられなければならないのだと、わけがわからずにリカルはしばしその場で立ち尽つくしながら、ユキの背中を見ていることしかできなかった。
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「…………なんだと？」

　ある報告を聞いて、一人の男が思わず訊き返す。

「……それは、事実なのか？」

「はい。トルメニアからこちらに例のカプセルが輸送されるという報告書が上がっています。中身は空ですが、例の運び屋らしき男と若い女が、同じホバーに予約しています」

　部下からの報告に、男は顔の前で両手を組んだ。

「まさか……一応生存率が高そうなモノを選びはしたが〈ホルトゥス〉のディライヴァーを相手に、ウードロースで本当に逃にげ切るとは……」

「トルメニアからの通信によるとウードロースは自じ爆ばくしましたがディライヴァーの部品は確認できなかったそうです。おそらく、まだ健在かと」

　部下の報告に、男はため息を吐く。

「そんなにヤワな機体ではないから、パイロットも生きているだろうな……」

「どうなさいますか？」

　部下のその問いに、男はしばし黙もつ考こうしたのち、数回頷うなずきながら顔を上げる。

「……一度は捨てたつもりだったが、どうやらアレはその若い女が起動するのに必要なようだし…………急いで保安隊を派は遣けんし、確保。あと、ホルトゥスに先を越こされぬようにトルメニアに連れん絡らくして検問も張っておくように伝えろ」

「はっ！」

「それと、高こう速そく艇ていの用意を」

「はっ…………はい？　あの……なぜ高速艇の用意を？」

　男は机に肘ひじを突きつつ、手で口元を隠かくして不敵に笑う。

「会ってみたいじゃないか。最初はカプセル越しだったが、実際にどんな少女なのか、個人的な興味が出てきた」

「は、はぁ……わかりました、では、急いで準備させますっ」

　部下は男からの命令を受け、すばやく部屋から出て行った。

　人の気配が完全に遠ざかったのを確認し、ため息を吐きながら背もたれに体重を掛ける。

「はぁ……やれやれ……一時はどうなるかと思ったが、首の皮一枚で繫つながった」

　男が机の表面を軽く指で叩くと、そこからモニターがせり上がってきた。そのモニターには一体の青いステアクラストが映し出されていた。

「ホルトゥスの目を誤ご魔ま化かす捨て石が、実はこれを動かすための大事な鍵かぎだったとは……迂う闊かつなことはするものではないですね。危うく〝私の〟大事な大事なディライヴァーが、ただの木偶でく人形になってしまうところだった」

　男はモニターに映る青いステアクラスト──ディライヴァーを眺ながめて新しい玩具おもちやを前にした子どものように目を輝かがやかせる。

「貧民層の汚きたないドブネズミに、無理してでも媚こびへつらった甲か斐いがあったというもの」

　男はそんなことを呟つぶやきながら、青いバンダナを着けた運び屋の少年のことを思い出す。

　この者こそケビン・ライアス。

　ライアスの市長であり、リカルにユキを輸送するように依い頼らいした張本人である。




　◆




　リカルは適当な建物に寄りかかり、食べかけのサンドイッチ片手にある人物を眺める。

「すみませーん、誰だれかこの子のご両親を知りませんかー？」

　大声で必死に通行人に呼びかける一人の少女。

　その腕うでには泣き疲つかれて眠ねむってしまっている子どもがいる。

　少女は子どもの親を捜そうと、通行人から必死に情報を集めているのだが、誰も少女の声に耳を貸す者はいない。

「富ふ裕ゆう層の考えることは分からねェ…………姫ヒメ島シマ雪ユキ……一体何がしたいんだ？」

　リカルは呆れ気味に、もうかれこれ小一時間はユキと子どものことを見守っている。

　さきほどアレだけ激げき怒どされたので近づくこともできず、かといって目を離はなすこともできないので、こうしてある程度の距きよ離りを置いてリカルはユキの様子を見守っているのだ。

　そして今までの観察の結果、これだけの時間を費やしても、ユキはあの子どもの親に関する情報を一切得られていない。

「すみませーん！」

　それにもかかわらず、ユキは休むことなく一いつ生しよう懸けん命めいにあの子どもの親を捜し続けている。

「…………だから、無駄だっていうのに」

　リカルはそんな言葉を届かないことを承知で口に出す。いや、出さずにはいられない。

「……どれだけ叫んだって……どれだけ泣き喚わめいたって……親なんて、来ないんだよ」
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　まるで実体験を語るように悲痛で重いリカルの言葉。

　それは道行く人々の雑ざつ踏とうに溶とけて誰の耳にも届かない。

　そんな言葉には何の意味も無いと知りつつも、リカルは自分自身に言い聞かせるために敢あえて言葉にして心情を吐はき出していく。

「俺が最低……？　馬ば鹿か言うな……俺は間ま違ちがったことなんて言ってない。みんな生きるのに必死なんだぞ……働けもしない子どもなんて、いるだけ邪じや魔まだろ。捨てて正解、捨てて当然。そうだ……俺は、間違ってない。正しいんだ……間違ってるのはアイツだ」

　痛みは引いたが、未だに妙みような熱の残る右頰をリカルはもう一度撫なでる。

　微かすかに腫はれている頰の感かん触しよくが、リカルに先ほどの光景と言葉を回かい顧こさせる。

「っ……」

　ユキに「最低」と言われたことは、別に大した問題ではない。もっと口くち汚ぎたない罵ののしりを、リカルはこれまで受けたことだってある。

　だが、リカルにとっては今までのそれらの言葉よりも、ユキのその言葉が何よりも心の奥底に深く、鋭するどく突つき刺ささってしまっていた。

「……ふざけんなよ」

　リカルは必死に子どもの親を捜さがし続けるユキを睨にらみ、聞こえないと知りつつ、いや、聞こえないと知っているからこそ語りかけるような独り言を呟く。

「そもそも、これは俺だけの考えじゃない。みんなそうじゃないか。現に、誰もお前の言葉に耳を傾かたむけてない。アレは俺の意思じゃない。世間一いつ般ぱんがそう言ってるんだよ。そうだ、だから絶対に悪くない。子どもを捨てることは、悪くない……そうだ。そうなんだよ。それは、至って普ふ通つうのことなんだ。ありふれた、よくある……出来事でしかないんだ」

　まるで言い訳のような独り言。それでもリカルはユキを睨みながら言葉を発することをやめたりはしなかった。

「さっさと諦あきらめろよ。そもそも、お前ら富裕層なんかがいるから、俺達貧びん乏ぼう人は一方的に搾さく取しゆされてるんだぞ？　そんなことする暇ひまがあったら少しは金を分けろっつぅの。人のこと最低呼ばわりしておいて、テメェのことを棚たなに上げるんじゃねぇって話だよ……！」

　自然と、サンドイッチを持つ手に力が込められていく。

　奮発して購こう入にゆうした自然の肉と新しん鮮せんな野菜の具が飛び出して足元に落ち、ブーツがマスタードで汚よごれても一切気に留めず、ただただユキを睨み続ける。

「最低なのはお前らだ……貧乏人おれたちを人間扱あつかいしないお前らこそ最低なんだ。そうだよ、俺は、被ひ害がい者しやなんだ……悪く言われたり、責められたり、まして殴られる筋合いなんてどこにも無い。悪いのは全部、富裕層なんだ……！」

「すみませーん、すみま──ケホ、ケホッ──……んんっ……すみませーん！　誰か、この子のご両親について知りませんかー！」

　何度も大声を出して喉のどが痛むらしく、ユキはせき込む。それでも叫さけぶことをやめずに、抱だき上げている子どもの親を捜し続ける。

　ずっと抱きっぱなしだから、あんな華きや奢しやな細ほそ腕うでじゃかなり辛つらいはずにもかかわらず、だ。

　そんなユキの姿を見て、リカルはますますやるせない気持ちに駆かり立てられる。

「……なんでそんな、貧乏人を人間扱いできるやつが、富裕層なんてやってんだよ。おかしいだろ、それ……理り不ふ尽じんじゃねぇか、そんなの…………って、何を言ってんだよ、俺は……そうだ、俺はあいつに怒おこる権利がある」

　リカルはそう呟いて腕を組み、自身の精神の理論武装を強化していこうとする。

「だいたい、最初はアレだけ人のことを親切だなんだともてはやしておい、て……」

　──それはただの偽にせ物ものだ。

　自分のための偽物の親切でユキを騙だましただけに過ぎない。

「いや、だからって、ユキが俺を殴る権利なんてどこにも……」

　──無い、とは言い切れない。

　真実をユキが知れば、リカルは殴られたって文句が言える立場ではない。

「お、俺はいったい、誰のことを思って、ああ言った……と」

　──誰も何も、自分のためだ。

　迷子の子どもに関わって、ユキを〝運ぶ〟ホバーに乗り遅おくれることは避さけたかったのだ。

「…………」

　そこから先は、もう何も言葉が出てこなかった。

　自分を肯こう定ていしようとしたが、無理だった。

　リカルはリカル自身のこれまでの行動とユキの行動を総合的に、かつ冷静に分ぶん析せきして、自分のことを擁よう護ごすることは不可能だと、そういう結論に辿たどり着いてしまった。

「…………なんだ、これ？」

　リカルは気持ち悪そうに口くち許もとを手で覆おおう。その顔色は、事情も知らない通行人がギョッとするほどに真っ青で、今にも倒たおれてしまうのではないかと思うほどに足が震ふるえていた。

「……ちがう、だから……俺は、間違ってない。俺は、至って普通のことをしているだけで、間違ってない。正しいんだ。そう、俺は正しい。だから……だから……」

　リカルはもう一度、ユキに視線を送る。

　必死に、ただただ必死に子どもの親を捜しているユキの姿を、リカルは見る。

「だから……間違っているのは………………」

　──ユキの方だ。

　そんな一言が、何故か口から出なかった。

「……………………クソッ」

　リカルはそう毒づいて、具も何も挟はさまっていないただのパンを口に放り込む。そして一気に吞のみ込んで、ユキの方へと足を進める。

「すみませ……ッ……なんですか？」

　リカルが近づいてきたのに気づいたユキは、まるで子どもを守るように身構える。

「アホかお前は」

「なっ……いきなり何を……！」

　急に現れたかと思えばいきなりのアホ呼ばわりに憤いきどおりを覚えるユキだが、リカルは淡たん々たんとジャケットの内側から銀色に輝く硬こう貨かを取り出した。

「何をじゃねぇよ。タダで情報得ようとか、虫が良過ぎんだよ……そこのあんた」

「あ、なんだよ？」

　リカルはいきなり道行く男に声を掛かけ、そのまま手に持っていた硬貨を手て渡わたす。

「訊ききたいことがある」

「……へぇ、なんだ？」

　不ふ機き嫌げんそうな通行人の男は硬貨を受け取った途と端たんにリカルに笑顔を見せた。

　リカルは親指で今もユキに抱だっこされながら眠っている子どもを指し示した。

「このガキの親を捜してるんだが、子どもを捜している親の情報とかないか？」

「親捜しぃ？　また酔すい狂きようなことしてんなぁ……」

　通行人は呆あきれた様子でリカルとユキを見てから、眠っている子どもの顔を覗のぞき込む。

「んー……知らねェな。だが捜すならここじゃなくてもっと南……外周壁へき近くの方がいいぜ。あそこならガキが沢たく山さんいるし、そのガキの知り合いとかもいるかもしれないぜ」

「そうか、ありがとよ」

「おう、まぁ見つかるとは思わねェが頑がん張ばりな」

　通行人がそのまま手を振ふって去って行くとリカルはすぐさまユキの方に振り返る。

「聞いてたか？　さっさと南区域の外周壁に行くぞ」

「……あ、は……はい」

「あと、ガキは起こしとけ。肝かん心じんのガキが眠ってちゃ、見つかる親も見つからねェ」

　ぶっきらぼうにそんなことを言いながら、リカルはゆっくりとした足取りで歩き出した。

「わ、わかりました……ねぇ、ほらボク、起きて？」

「ん……んんん～…………」

　起きるのを嫌いやがるように、ユキの胸に顔を埋うずめる子ども。

「…………コホンッ」

　年齢としの割には豊満なその胸に顔を埋める子ども。

　別にやましいわけでもないのだが、リカルは何となく顔を背そむけるのであった。

「わ、わわっ……ちょ、ちょっと……！」

　子どもの行動にいちいち顔を赤くして戸と惑まどっているユキ。

　どうやらあまり子どもの扱いに慣れていないらしい。

「こ、こら……そんなところ触さわっちゃ駄だ目めだって……あ……！」

「…………」

　顔を背けているリカルだが、時折聞こえてくるユキの嬌きよう声せいに居い心地ごこちの悪さを覚えた。

「……………………ちょっと貸せ」

「え、あ……」

　少し強引にリカルは子どもをユキから奪うばい取り、そのまま自身の頭上へと持って行く。

　いわゆる肩かた車ぐるま、という状態だ。

「…………ぶーっ」

　リカルの肩に乗せられ、子どもは不満そうにリカルを見た。
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「このマセガキめっ……」

　どうやら確信犯だったらしい。それは置いておいて、リカルはユキの方を振り返る。

「……これで目立つだろ。ないとは思うが、親が捜してるのならこの方が見つけやすい」

「…………」

　ユキは啞あ然ぜんと、子どもを肩に乗せているリカルを見上げた。

　とても先ほどこの子どものことを見捨てるように言っていた人間とは思えなかったからだ。

「…………時間が無いんだからさっさと行くぞ」

　ユキの視線から目を背けるように足早にその場から移動するリカル。

「…………ちゅーちゅー」

「──って、あ！　コラ、ガキ、人のバンダナにしゃぶりつくな！」

「…………ふっ」

　リカルがそう怒ど鳴なるのだが、子どもは特に泣くでもなく、むしろリカルの頭上からリカルを見下し、鼻で笑ってみせた。

「……この、ガキ……！」

　どうやら先ほど、ユキの胸を楽しんでいたところを邪魔された意い趣しゆ返がえしらしい。

　リカルは子どもを殴なぐりたい衝しよう動どうに駆かられるが、ユキの前なのでどうにか我が慢まんする。

「…………ふふっ」

　そんな光景がなんとなくおかしくて、ユキは安あん堵どしつつ笑いを零こぼしてしまう。

「…………あぁクソっ……もう好きにしろ」

　ユキのそんな表情を見ていたら、なんだか怒るのが馬ば鹿からしく思えてしまい、肩かたを落としつつ、リカルは仕方ないと諦めて子どもにバンダナをしゃぶらせることにした。

「まったく……だからガキは嫌きらいなんだ」

「似合ってますよ。リカルさんって実は子どもの相手が得意なんじゃないですか？」

　ユキのそんな茶化しに、リカルは顔をしかめて眉み間けんに深いしわを寄せる。

「やめろ、マジでやめろ。ガキの相手なんて、本当に今回限りなんだからなっ」

　表面上は明らかに嫌そうなリアクションをしてみせるリカル。

　だが、不思議とユキにはそんなリカルが、まんざらでもなさそうに見えた。

「もしかしてリカルさんって……ツンデレなんですか？」

「は？　なんだよその……ツンデレ？」

「つんでれぇー？」

　リカルと彼に肩車されている子どもが似た様な不思議がる顔をした。

「ぷふっ……」

　その様子がまたおかしくて、ユキは口元を隠かくしながら吹ふき出す。

「っ……！」

　そんな些さ細さいなユキの行動に、リカルは何故か胸が高鳴った。それを隠したくて、リカルはすぐさま口を開く。

「ぉ──おい、なんだよツンデレって？」

　多少声が裏返ったが、ユキは口元を押さえて笑いを堪こらえようとするばかりでそんなリカルの焦あせりには気が付いていなかった。

「い、いえ……何でもないです」

「そういう話の切り方が一番気になるんだよ、いいから教えろって」

「いえ、リカルさんはそのままでいてほしいので、言いません」

「は？　っておい！　勝手に先に行くな！」

　小走りで逃にげるように先へ進むユキを追いかけるリカル。

　肩車された子どもは楽しげに笑いながら、三人は通りを抜ぬけて行く。
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　中央広場から外周壁までの距きよ離りと一言で言っても、片道でなんと五㎞。

　さらに徒歩での移動で、道も目的地まで一直線というわけではなく、リカルたちが目的の場所に辿り着いた頃ころにはすでに少しだけ日が傾かたむき出していた。

「……今……大体二時くらいか？」

　リカルは空を見て、太陽の位置を確認して大体の時刻を予想する。

　時計のような高級品は、リカルは持つ余よ裕ゆうが無いのだ。

　予定としては夕刻のホバーでトルメニアからライアスに向かうこととなっている。

　貧びん乏ぼう人のリカルにとって、予約したホバーに乗れないのはそれだけでキャンセル料金が発生してしまい、死活問題に発展しかねない。

（馬でも借りれば港に間に合うか？　それでも駄目そうなら適当なビークルでも借りられればいいんだが……いや、でも今からでも港に歩いて行けば間に合うよな？）

　頭の中でそんな算段をつけるリカル。

「うー……ボクも、ボクもー」

「わぁ……確かに子どもたちが沢山いますね」

　一方、リカルの肩の上に乗る子どもはリカルの髪かみを引っ張りながらだだをこね、隣となりを歩いていたユキは建物と建物の間の空きスペースにできた広場で元気に走り回る子どもたちを眺ながめて暢のん気きにそんなことを呟つぶやいている。

「…………はぁぁぁあ」

　肩に子どもを乗せたままでは何をしても様にならない上に、迷子捜しを言い出したユキがこれだけ暢気だと、自分だけ必死になっているのが馬鹿らしくなってしまうリカルであった。

「降ろしてやってもいいが、お前ここのこと知ってるのか？　というか髪を放せ」

「んー……」

　子どもは考え込むような仕草をしながら広場を見み渡わたす。

　ちなみにリカルの髪を放す気配は今のところない。

「しらなーい」

「イテテテテテッ！　引っ張るな！　抜けちまうだろうが！」

　首と一いつ緒しよにリカルの髪を握にぎる手も振る子どもを見て、ユキは不安そうな顔を見せた。

「もしかして、ここじゃないんでしょうか……？」

　まさかまったく見けん当とう違ちがいな場所に来てしまったのではないかと不安が過よぎるユキ。

　対してリカルは首を横に振る。

「ガキの遊び場があるのはトルメニアじゃこの地区くらいだし、まだ別の広場があるはずだ」

「え……？　ここ以外にあるんですか？」

「スラムの路地なんて地元の奴やつでも完全には把は握あくしきれないほど張はり巡めぐらされてる。捜さがせば他にもガキの遊び場くらいあるはずだ…………すぅ」

「？」

　いきなり息を吸い込んだリカル。何をするのかと不思議そうに首を傾かしげるユキ。

「集まれー！　いい物やるぞー！」

　リカルが広場に響ひびき渡わたるようにそう叫さけんだ途と端たん、今まで広場の中を元気に走り回っていた子どもたちが一いつ斉せいに、まるでエサを見つけた獣のように勢いよく駆け寄よってきた。

　数秒後、リカルとユキを取り囲む子どもの包ほう囲い網もうが完成した。

「ねぇねぇー、何くれるのー？」

「おかしちょうだーい！」

「おにーちゃん、あそんでー！」

「あたしもかたぐるましてー」

　元気の良い子どもたちは疑うことも無くリカルの言葉を信じて近寄ってきていた。

「え、ちょ……きゃ！　誰だれ、今お尻しり触さわったの!?」

「変な服ー」「かわいいー」

　ユキのこの辺りでは見慣れない紺こん色いろの服に興味を示した子どもたちが一斉にたかってきて、思い思いにユキの服を触り身体からだを引っ張ろうとする。

　中にはユキのスカートまで引っ張る子どももいた。

「っ…………！」

　引っ張られたスカートから一いつ瞬しゆん白い布地が見えた瞬しゆん間かん、リカルは高速で顔を背そむけた。

（……って、何を焦ってんだよ俺は……？）

　妙みようにユキを意識している自分に気づき、リカルは額に手を当てて自己嫌けん悪おに陥おちいる。

（相手は富ふ裕ゆう層で、しかも荷物なんだぞ……？　何意識してんだよ……）

「わ、わっ……こ、こらぁ！　そんなところ引っ張っちゃ駄目でしょー！」

　ユキが声を荒あららげて子どもたちを注意するのだが、まったく効果はない。

　ユキは若じやつ干かん涙なみだ目めになりながら、リカルの方を見た。

「リ、リカルさーんっ」

「っ…………た、たくっ…………しょうがねぇな」

　涙目のユキを見て不自然な動どう悸きを覚えたが、悟さとられまいとリカルはすぐにその場で大きくパンパンと手を鳴らす。

「ほら、静まれガキどもー……静かにしないと何もあげないぞー」

　特に大きな声で注意したわけではなかったが、子どもたちはリカルの言うことをちゃんと聞いて静かになってくれた。ユキにたかっていた子どもたちもすぐさまおとなしくなる。

　あまりに見事な手て際ぎわだったので、ユキはリカルの方を見た。

「……やっぱり子どもの相手、得意ですよね？」

「っ…………」

　ニヤニヤと楽しげなユキの表情を見て、リカルは顔を逸そらした。

　理り屈くつはわからないが、この少女の笑顔をリカルは直視できなかった。

　そして今の自分がどんな表情なのかを見られたくなくて、リカルはすぐに作り笑顔を子どもたちの方に向けてユキを指さし、

「よーし、そこのおねェちゃんがみんなと遊んでくれるぞー！」

「「わ───い！」」

　リカルの言葉を皮切りにすぐさま動き出す子どもたち。

「えっ！　あ──ちょっと、そんなところ触さわっちゃ──きゃああぁぁぁ！」

「おねーちゃんおっぱいおっきー」「おねェちゃんおにやってー」

　服を引っ張る子ども、何のためらいも無く女性的な特とく徴ちようの部位に手を伸のばす子ども、それらに一斉に対処することもできず、ユキはされるがままだ。

「ぼくもー、ぼくもおねーちゃんとあそぶー」

「おう、行って良し」

　肩かた車ぐるましていた子どももその中へとリカルは何の躊躇ためらいも無く放り込む。

「え、あ、こら！　だから、わ、わわっ！　きゃぁぁあ!?」

　広場に響き渡る少女の甲かん高だかい声は、その後もしばらく続く。

　リカルはそんな子どもたちとユキから少しばかり距離を空けて、自分の顔を手で覆おおった。

「………………何やってんだ、俺は？」

　感情を隠すことには自信があったのに、ユキを前にするとそれが上手うまくできないこと。

　そして、それを隠そうとするために幼よう稚ちな手段でユキの気を逸らす自分の行動。

　今までとは違ちがう自分の馬鹿さ加減に、リカルは自己嫌悪するのであった。

「落ち着け……もっと、平常心だ。いつも通りにしろ、俺」

「あ、あのリカルさーん！　助けてくださーい！」

「あははははっ」「わーいわーい！」

　そんな感じで、リカルは普ふ段だんの落ち着きを取り戻もどすまで、助けを求めるユキも、元気よくユキで遊ぶ子どもたちもしばらく放置するのであった。

　──数分後。

「……私、汚よごされちゃいました……」

「ガキに触られた程度で大おお袈げ裟さな……」

　胸を隠すように自分の肩を抱だくユキを見て、リカルは流石さすがに放置し過ぎたかと反省する。

　しかし直接謝罪するのは何となく癪しやくだったので、無視して話を進めることにした。

「さて、まず良い物あげる前に質問だ。この中にコイツ知ってる奴はいるか？」

　リカルは足元にいた例の迷子を抱き上げて、周りに良く見えるようにする。

「だれー？」「しらねー」

　子どもたちからの回答はどれも期待外れの物だったが、リカルとしては予想通りだ。

　広場にいる子どもはこの迷子よりも一回りか二回りほど年長に見える。本来ならまだ家の中で親に甘えているような年頃ごろのこの迷子とは関わりがなくても無理はない。

「そんな……」

　ユキが残念がるような表情を見せるが、リカルは特に動じずに質問を続ける。

「よし、それじゃ次の質問な。この近くで、別の遊び場とかってあるか？　こっそり教えてくれた奴にだけ……これあげるぞー」

　少し勿もつ体たいぶるようにしてリカルがジャケットから取り出したのはなんとただの色の着いたガラス玉──何の変へん哲てつも無いビー玉だったのだ。

「リカルさん……いくらなんでもそれじゃ──」

　半なかば呆あきれたリアクションを見せたユキだったが、その予想とは全く違う現象が起きる。

「はいはいはーい！　おれしってるー！」

「わたしもしってるー！」

「ぼくも、ぼくもしってるよー！」

「………………あれ？」

　まるで餌えさを与あたえられた空腹の動物のようにとんでもない勢いでビー玉に食いついてきた子どもたちに、ユキは呆あつ気けに取られてしまう。

「よーし、それじゃ一人ずつ俺に教えてくれよ。言っておくけど、同じ場所を先に言われてたらこれはあげないからなー」

　リカルは一人一人から丁てい寧ねいに耳打ちで遊び場の情報を集めていく。

　有力な情報をくれた子どもにはビー玉をあげて、優しく頭まで撫なでてやるリカル。

　ビー玉を貰もらった子どもたちは本気で喜び、貰えなかった子どもは大泣きまでする光景が広場にはあって、そんな子どもにリカルは苦笑しつつも余ったビー玉をあげるのである。

「…………」

　そんな光景を見て、ユキは言葉が出てこなかった。

　ビー玉を使って思い思いに新しい遊びを始める子どもたちに、リカルは一声かけてやる。

「人に投げたり、飲み込んだりするなよー」

「「「はーい！」」」

　ビー玉で遊ぶ子どもたちが元気よく返事をしたことを確認し、その場を去ることにした。

　例の迷子を再び肩に乗せつつ、リカルは路地裏を歩きだす。

「あの、リカルさん……さっきのビー玉、余ってるの見せて貰っていいですか？」

「ん？　ほらよ」

「ありがとうございます」

　ユキは渡されたビー玉を空に透すかして見る。

「…………ただのビー玉、ですよね？」

　ユキの当然の言葉に、リカルは「そうだ」とぶっきらぼうに答える。

「ただのビー玉でも、スラムのガキにとってはそれが宝物になるんだよ」

「……そういうものなんですか？」

　ユキの信じられないとでも言いたげな表情を見て、リカルは少しばかり腹が立った。

「……まぁ、物が豊かな生活してたユキにはわからねェよな」

　リカルのそんな皮肉のこもった言葉に、ユキはカチンと来た。

「むっ……なんか今の言い方ヤな感じです。私だって、何もまったくわからないわけじゃないですよ？　男の子って、色々集めるのが好きだって聞いた覚えがあります」

「どこの子ども基準だよ？　記き憶おくも無いのにわかるのか？」

「え……えっと……」

「ほら見ろ、やっぱり言えねぇじゃねぇかよ」

　小こ馬ば鹿かにするように笑いながらそんなことを言うリカルに、ユキはムッと頰ほおを膨ふくらませ、ムキになってさらに考える。

「…………あ、一人知ってます！」

「……なんだと？」

　記憶が戻ったのかと思ってリカルは内心で酷ひどく焦あせり出す。一方、ユキは勝ち誇ほこったようにリカルが頭に巻いているバンダナを指し示す。

「リカルさんはバンダナ集めるのが好きですよね？」

「…………なんでそう思う？」

　どうやら違ったなと安心するも、それを気け取どられないように会話を続行する。

　ユキは得意げに、あたかも謎なぞが解けた探たん偵ていみたいに気取って語り出す。

「だって広場からこっちに来るまで、リカルさん露ろ店てんでバンダナが売られてたらその度たびにその店見てたじゃないですか？」

「……俺、見てたか？」

　リカルとしてはあまり自覚がなく、ユキに確認の意味を込めて訊たずねると、ユキは自分の目を指で軽く広げてみせる。

「はい、ガッツリと、こーんな風に目を見開いてっ」

「みてたー」

「やっぱりそうだよねー？」

「ねー」

　仲良さ気げな様子のユキと子どもを見て、リカルは鼻で笑った。

「別に俺はバンダナを集めてるわけじゃ──」

　ユキを適当にあしらおうと否定する言葉を口にしようとしたリカルだったが、

「あの露店、バンダナ売ってますね」

「──値段は？　色は？　ハンカチやスカーフと間ま違ちがえてんじゃねぇだろうな？」

　言葉を途と中ちゆうで切り、すぐさまユキの指差した方向を見るリカル。

　ちなみに、ユキが示した方向にはただ路地の壁かべがあるだけであった。

「………………」

　沈ちん黙もくするリカルの顔を、ユキがニヤニヤ笑いながら覗のぞき込む。

「…………凄すごい速さで食いつきましたよね？」

　リカルは小さく咳せき払ばらいをして、ユキに向き直った。

「…………いいだろう。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、バンダナを集めている事だけは認めてやる。だがな、俺は断じて趣しゆ味みや嗜し好こうのためにバンダナを集めているわけじゃねぇからな」

　最も早はや完全な否定は不可能と判断し、リカルは顔をしかめながらそう言った。

　ユキはリカルの頭に巻かれている青いバンダナに視線を送る。

「バンダナ、好きなんですか？　おしゃれとしてこだわりがあったりとかします？」

「別にそういうんじゃなくて……ただ非常時にはこういうのあった方が便利だろ？　怪け我がした箇か所しよの保護とか、急な手荷物を包むときとか、色々と」

「じゃあ青以外の色のも持ってるんで」「青一いつ択たくだろ、常識的に考えて」

　ユキがその質問を言いきる前に間かん髪はつ容いれずに答えたリカル。

　無論、そんな常識などどこの世界にも存在はしていない。

「……やっぱりこだわってますよね？」

「こだわってない。断じて…………でもまぁ、何も思い入れが無いかと言われれば……それは違うだろうな」

「そういうのをこだわりって言うんです。それで、やっぱりおしゃれですか、それ？」

　リカルは頭に巻いたバンダナに軽く触ふれる。

「……おしゃれとか、そんなポジティブな理由じゃないんだよ、これは」

　重々しく、まるで泣くのを堪こらえるかのようにその両目を細めながら呟つぶやくリカル。

「……リカルさん？」

　何か影かげを見せるリカルの呟きに、ユキは不安げな表情を見せた。

　一方でリカルは空を見上げ、太陽の位置が傾かたむきだしているのを確認した。

「……おっと、結構暗くなってきたな。急ぐぞ」

「は、はい」

　もしかして、今目を細めたのは空を見上げていたからなのだろうか……

　ユキはそんな風に思いながら、リカルの後ろをついていく。
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　リカルとユキはその後スラムの中にある様々な子どもの遊び場を訪ね歩きまわった。

　だが、結果は芳かんばしくない。

　すでに二〇箇所以上は回り、似た様な裏路地を歩き回った。

「…………はぁ」

　歩き回って疲つかれたのか、ユキは近くにあった手て頃ごろな大きさの瓦が礫れきを椅い子す代わりにする。

「……見つかりませんね」

「だから言ったろうが……無む駄だだって」

　残念そうな表情のユキとは対照的に、リカルは当然と言わんばかりに腕うでを組んでいる。

　やや薄うす暗ぐらく、ほんのり赤みがかってきた空を見上げる。

「そろそろホバーが出る時間だな。ビークル拾えばまだ間に合うぞ？」

　リカルがそう質問してユキの方を見た。すると、ユキはリカルを睨にらむ。

「そんなことより、この子の親捜さがしです」

　はっきりと、迷わず答えたユキをリカルは品定めするように細めた目で見てくる。

「そんなことって……お前、あんなに家族に会いたがってただろ？　富ふ裕ゆう層は正直あまり気に入らないが、そういう家族間の絆きずなの固さは……評価はしていたんだがな」

　失望の色を見せるリカルの言葉に、ユキはムッとしたような表情を見せた。

「もちろん、家族にだって会いたいですっ……でも、ここでこの子を見捨てたら、私は家族に顔向けができません」

　そう言って、ユキは再び立ち上がった。

「ほら、行こ？」

「……つかれたぁ」

　ユキが手を取ったが、子どもはそんな風に駄だ々だをこねて拒きよ否ひした。

（見たことか……一体誰だれのためにこんなことしてるかもこのガキは理解してないんだぞ）

　リカルが内心で子どもの態度に苛いら立だちを覚えるが、ユキは笑顔で子どもに話しかける。

「もう少しでお母さんに会えるから、ね、頑がん張ばろ？」

「…………ほんとう？」

「ほんとうだよ？　お姉ちゃんのこと、信じて」

「…………わかった」

　子どもが渋しぶ々しぶ頷うなずいたのを見て、ユキは更さらに笑顔を輝かがやかせて子どもの頭を撫でてあげた。

「ありがとね」

　ユキは再び子どもを抱だき上げる。本来なら腕も疲れているのだろうが、裸足はだしで怪我をしている子どもを歩かせるわけにはいかないと判断したのだろう。

　そしてユキは神しん妙みような面おも持もちでリカルの方に向き直り、頭を下げた。

「リカルさん、折せつ角かくホバーを予約してもらいましたけど……依い頼らいの方はキャンセルさせてください。腕うで輪わの方はそのままお詫わびということで……」

「は？　待て……正気か？　お前一人でライアスに行けると本気で思ってるのか？」

「それは……わかりません」

「わからないじゃないだろ……不可能だ。ガキの親捜しの情報すら満足に集められなかったお前がそんなことできるわけないだろっ」

　語気を強めて訴うつたえかけるが、ユキは自身の意見を曲げなかった。

「そう……かもしれません。でも……きっとなんとかなりますよ」

「なんとかって…………」

　論理的でも計画的でもない、あまりに漠ばく然ぜんとした直感による判断にリカルは開いた口が塞ふさがらないのが自分でもわかった。そんなリカルに対して、ユキはもう一度頭を下げる。

「あと……『最低』なんて言ってすみませんでした」

「……な、なんだよ急に？」

「リカルさん、最初はこの子のこと見捨てようとしてました。それが最低なのは変わりませんけど……考えてみればリカルさんにはこの子を助ける義理も義務もありません。仁義にもとるとは思いますけど、それはあくまでも私の考えですから、責めることは筋すじ違ちがいです」

「……謝罪した割に言葉の端はし々ばしにトゲがあるぞ？」

「だってリカルさんのそういうところはものすっごく駄だ目めだと思いますからっ」

　ハッキリとそう言い切るユキだが、その後ですぐにリカルに微笑ほほえみかける。

「だけど……それでも、リカルさんはお金まで払はらって、何だかんだ言いつつもここまで手伝ってくれました。そもそもそこまで言ってくれたのって、私のことを案じてくれたからでしょ？　そんな優しい人を責めることは、絶対に間違ってますから」

　ユキの言葉に息を吞のむリカル。

「……優しい？　……俺が」

「はい。それに……リカルさん、その子を見捨てるって言った時、手を力ちから一いつ杯ぱいに握にぎってたじゃないですか？　本当は……リカルさんもそんなことはしたくなかったんでしょ？」

「…………手を、俺が？」

　リカルは言われるがままその視線を自分の手に向けた。その手は今も無意識のうちにしっかりと握り拳こぶしを作っていた。

　それを自覚した途と端たんに掌てのひらから痛みを感じた。開くと、爪つめがめり込んで軽く出血した痕あとがそこにあった。自分のそんな行動が信じられずに、掌を見つめて啞あ然ぜんとするリカル。

「それじゃ……リカルさん、短い間でしたけど、お世話になりました」

　そんな風に挨あい拶さつするなり、ユキは本当に一人でスラムの路地を歩いていってしまった。

　今の世の中のことが右も左もわからないのに。

　自分の名前以外の記憶が無くて、不安で堪たまらない筈はずなのに。

　文字だって読めず、泣き出しそうになっていた筈なのに。

「……なんだよ、それ」

　リカルは自分の懐ふところにしまっておいたユキから受け取った腕輪に触れた。

　この腕輪を渡わたす際、不安そうな顔をしていたことだってリカルは知っている。

「……おかしいだろ……これ、絶対におかしいだろうが」

　本当はユキは誰かに頼たよりたくて堪らない筈なのに、なんで子どもに頼られるようなことをしているのか？

「つ、付き合ってらんねぇ…………そうだ、そもそもこんな危ない橋を渡らなくたって俺にはもっと安全に稼かせぐ方法だってあるんだ。痛い目にはもう十分に遭あった。これに懲こりて、俺は明日あしたから真ま面じ目めにコツコツと働くんだ……うん、そうだ、そうしよう」

　ユキに背を向け、逃にげるようにその場から早足で去っていこうとする。

　一歩一歩、確かに進んでいくリカル。

　しかしどうしたことか、一歩進む度たびにその足が重くなっていく。

「俺にはもう関係ない。俺は無駄なことはしない。俺はもう馬ば鹿かな目には遭わない」

　まるで呪じゆ文もんのように何度も繰くり返して呟くリカル。

　それでも足は鉛なまりのように、かつ泥どろの中を進んでいくように重く、鈍のろくなっていく。

「俺は…………俺は…………………………あぁぁぁぁ、もうっ、なんだよクソッ」

　振ふり返って元来た道を走っていく。

　先ほどまでは動かすのも億おつ劫くうになるほど重かった足が、羽のように軽く感じられた。

「ユキッ！」

　かなり急いで走ったため、子ども一人を抱かかえて歩くユキの背中にはすぐに追いついた。

「……リカルさん？」

　名前を呼ばれ、本当に驚おどろいた様子でユキが振り返った。

　リカルはユキの前で止まって大きく息を吐はいて呼吸を整える。そして、自分でも理解できない感情を叫さけびにしてユキにぶつける。

「これでさよならとか、馬鹿げてるにも程がある！　宿屋の宿しゆく泊はく費、カフェとサンドイッチの料金、情報聞くために通行人に支し払はらった金、ビー玉だってタダじゃねぇし、俺の財産はもうカツカツなんだよ！　たかだか腕輪一つで済むわけないだろ！」

　あまりに急に、かつ息いき継つぎも無いマシンガンの様な言葉に面喰くらったユキ。

　抱だっこされている子どももびっくりして、大きな目をさらに大きくしてしまっている。

「え……あの……でも私、もうリカルさんに渡せる物なんて何も……」

「だから……！　だから、その…………ああぁもう……！」

「ぁう？」

　リカルは髪かみを搔かき上げてから、強引にユキの手から子どもを取り上げて肩かた車ぐるまする。

「お前がなんて言おうと俺が家族のもとに連れて行く！　そこでしっかりと金は請せい求きゆうさせてもらう！　だから、勝手に一人で動くな！　俺がちゃんとこのガキの親捜さがしてやるから！」

「…………」

　今度はユキが啞然とした顔になってしまう。

　しかし、すぐにリカルが何を言っているのか理解し、笑顔を咲さき誇ほこらせた。

「リカルさん……！」

　本当は不安で堪らなかったのだろう。安心したためにその眼から大おお粒つぶの涙を零こぼすユキを前に、リカルは不覚にもドキッとしてしまい顔を背そむける。

「うっ……と、とにかくさっさと行くぞ。別に定期ホバーが出るのは今日だけじゃない……硬い椅子の自由席だったら、明日でも乗れるしな。それについては文句言うなよ」

「……はいっ」

　既すでに日は大きく傾き、空は青から茜あかね色いろへとその色を変化させていた。

　今からどんな交通手段を用いたところで、予約していたホバーには間に合わないだろう。

　キャンセル料金は決して安くはなく、金に余よ裕ゆうの無いリカルにとっては大問題であることには変わりないのだが、不思議と心の中がとても晴れやかだった。

「さて……とはいえ闇やみ雲くもに捜しても効果は薄うすい。あんまり気は乗らないし、可能性は極きよく端たんに少ないが……保安隊の屯とん所しよでも訪ねるか」

「保安隊……昨日、私たちを保護してくれた人たちですか？」

「ああ。基本は富裕層の犬だが……外周壁へき近くを警備してるのはスラム出身が多いから比ひ較かく的マシだ。仮に親が子どもを捜してるならまずそっちに通報してるだろ」

　その言葉に、ユキはまだ希望が残ってると笑顔を見せたが、すぐに首を傾かしげてしまう。

「それ一番の手て掛がかりじゃないですか……どうしてすぐ教えてくれなかったんですか？」

　ユキのその質問に、リカルの表情は曇くもる。

「…………だから、最初に言ったろ。こいつの親が捜してるとは限らない。保安隊に迷子の連れん絡らくが無いってことは、必然的に俺の予想が予想じゃなくなるんだよ」

「あ……」

　リカルの予想、それは、この迷子が親に売られてしまったのではないか、というものだ。

　それは、この現状においてユキがもっとも信じたくない事態であったが、流石さすがにもう何時間も捜し続けてまともな手掛かりが得られないとなると、否定はし切れない。

「最初に言わなかったのは……そんなことしなくても、お前が諦あきらめるだろうって思ったからだ。だがここまで来たら白黒ハッキリつけておかないと、どうにもならないだろ」

　リカルは今までで一番真しん剣けんな顔をしてユキに向かい合う。

「……ユキ、もしも俺の予想通りだったら、コイツは元いた場所に戻もどす。いいな？」

「そ、それは…………」

　言葉を濁にごしてしまうユキに、リカルはさらに顔を引き締しめ、肩かたに手を置いて語りかける。

「ユキは否定したけどな、売られなきゃ生きていけないガキも世の中にはいるんだ…………俺みたいに」

「…………え？」

　今の最後の言葉に耳を疑うユキだが、リカルが噓うそを言っている様子はまったく無い。

　その言葉があまりに衝しよう撃げき的で黙だまってしまうユキ。

　一方でリカルはそんなユキの沈ちん黙もくを自分の方針への否定と捉とらえた。

「……嫌いやならまた最低呼ばわりしてもらって構わない。俺が勝手にそうするだけだ」

「そ、そんなことは……」

「いいから……とりあえず近くの保安隊の屯所に行くぞ。それでケリがつく」

　リカルがそう言って踵きびすを返して屯所のある場所を指し示す。

「………………はい」

　どちらにしろ、迷子の親を捜すなら闇雲に捜し回るより、そちらの方がずっと効率的だ。

「……ふぁぁ……」

　一方で、肩車されている子どもは暢のん気きに大きな欠伸あくびをするのであった。




　◆




「ありがとうございます……本当に、ありがとうございますっ！」

「……あぅ……おかーさん、おかーさん……！」

　泣きじゃくる子どもを抱きしめ、その女性は何度も何度も頭を下げる。

「い、いや……別に俺は……」

「こうしてお子さんとお母さんが再会できて本当に良かったです」

　女性から礼を言われて気き恥はずかしそうに頭を搔くリカルと、我がことのように親子の再会を喜ぶユキの姿がそこにあった。

　結果から言って、リカルの予想は外れたのだ。保安隊に迷子の捜そう索さく願ねがいが出されていて、その子どもこそが今までリカルたちと一いつ緒しよにいた迷子だったのだ。

　子どもを抱きかかえ、何度も頭を下げながら去っていく母親。

　屯所にいた保安隊員はリカルたちにことの顚てん末まつを教えてくれた。

「少し前に富ふ裕ゆう層の連中がスラムでステアクラスト転ころがして、沢たく山さんの家が壊こわされたんだ。そのどさくさであの子も家に帰れずに中央広場まで母親を捜して歩き回ったんだろうな」

「そんな……どうしてそんなひどいことを……」

　隊員の言葉にショックを受けるユキだが、リカルの反応は冷ややかだ。

「……この都市の戸こ籍せき上では、スラムにいる九割が存在しないことになってる。地図上でも、本来ならここは〝存在しない居住区域〟なんだ。そのステアクラストを所有してる富裕層にとって、ここはステアクラストを使った遊び場なんだろ」

「そういうこと……あちらさんから言わせれば、ただの障害物で遊んでいただけ……何の罪にも問えないってことよ」

「だからって……ひどすぎますよ、そんなの……！」

　ユキは本気で憤いきどおっているのか、肩を震わせている。

「……俺たちも行くぞ。近場の宿でも探そうぜ。まだ一いつ泊ぱくするくらいの余裕はある」

「あ…………はい」

　ここで無む闇やみに怒おこったところで何がどうなるわけでもない。

　それに、今日はもうずっと歩きっぱなしで疲つかれていたユキにとってリカルのその提案はとても魅み力りよく的なものに見えた筈だろう。

「もう行くのかい？　お茶くらいなら出すけど？」

　保安隊員の中年の男がそんな誘さそいをするが、リカルは首を横に振る。

「その心こころ遣づかいだけで結構だ。連れもお茶飲むよりはベッドに寝ね転がりたいみたいだし」

「え、あの……私は別に……」

　ユキが首を横に振って、気き丈じように振る舞まおうとしているが、その足は小刻みに震えている。

　それを見た中年の男は「そうか」と頷うなずいた。

「引きとめて悪かったな。あと……ありがとな」

「……何だよ急に？　俺たち、アンタから礼を言われるような覚えは無いんだが？」

　男は首を横に振り、尊敬の念のこもった眼まな差ざしをリカルたちに向ける。

「正直あの子、死体で見つかるんじゃないかって諦めてた。アンタらみたいな良い奴やつらがこんなご時世にいるんなら、世の中捨てたもんじゃねェな」

「…………」

　保安隊員のそんな言葉に、リカルは胸の奥がズキリと痛んだ。自分は、あの子どもを見捨てようとしていたのだと、強く自覚しているからだ。

「いえ、困ってる人に手を差さし伸のべるのは当然のことですから」

　ユキはそんな風に笑顔で答えた。

「……行くぞ」

　居い心地ごこちが悪くなり、リカルはその場から去って行く。

「あ、リカルさん……！　えっと……失礼しますっ」

　ユキは男に一礼してから、急いでリカルの後を追った。

　二人はそのまま、夕日が沈しずんで暗くなった貧困街の路地の中へその姿を消していくのであった。







　３　崩くずれる噓うそと芽生える望み







「…………」

　暗くなった路地裏を歩きながら、ユキはリカルの背中を見た。

　──『売られなきゃ生きていけないガキも世の中にはいるんだ』

　──『俺みたいに』

　確かに、リカルがそう言った。ユキはその言葉がずっと引っかかっていたのだ。

「…………リカルさん」

「どうかしたか？」

「……リカルさんは…………あの、小さい頃ころ……その……〝そう〟だったんですか？　実際に体験したことだから、あの子も同じだって、そう考えたんですか？」

「…………ああ、そのことか」

　リカルは歩みを止め、近くの壁かべに寄り掛かかった。

「確かに……俺はガキの頃に親に売られた」

「っ……！」

　その告白を聞いた途と端たん、ユキは心臓が止まるような衝撃を受け、呼吸もできなくなった。

　リカルは淡たん々たんと、暗くなった空を見上げながら語る。

「だからあの子どもも同じだと思った……それは間ま違ちがいじゃねェけど、本当に子どもを売ることは珍めずらしくはないんだ。むしろ今回のケースがかなり稀まれなことだったんだよ」

「で、でも……そんなこと、信じられませんっ」

　その言葉にリカルは目を細めて、悲しげにユキの方を見た。

「ユキ、お前がなんて否定しようとしてもな、子どもを売る親は、ごまんといるんだ」

　そう言って、リカルは頭に巻いていたバンダナを外した。

「親の顔なんて覚えてない。俺の本当の名前だってわからない。俺が唯ゆい一いつ知っているのは、売られた当初は青いバンダナを頭に巻いていたってことだけなんだよ」

　リカルの青いバンダナ。

　本人にとってはトレードマークくらいのこだわりがある。ユキはその程度に思っていた。

　しかし、リカルは外したバンダナを握にぎり締め、憎にくしみの感情の込められた目で睨にらむ。

「……俺は、俺を売った親を見つけて殺すために、このバンダナを着け続けてる」

「…………」

　リカルのそんなどす黒い感情のこもった言葉に、ユキは何も言えなかった。

　ただ、怖こわかった。

　目の前の、優しいと思えたリカルがそんな感情を持っているということが、怖かった。

　そして、リカルはゆっくりとため息を吐ついて、脱だつ力りよくした様な表情でユキに微笑ほほえむ。

「…………なんて、一昔前は思ってたんだよ」

　急に今までの恐きよう怖ふを覚える雰ふん囲い気きが氷解し、ユキは啞あ然ぜんとしてしまう。

「…………リカル、さん？」

　急なリカルの変化に戸と惑まどいを覚えるユキ。

　リカルは手に握ったバンダナを眺ながめながら、物悲しげにまた空を見上げた。

「恨うらむの、やめたんだ。というか……『諦あきらめた』の方が正しい。それでも理由付けは必要だからさ……きっと、そう……俺を食わせることができないから、売ることで俺を生かそうとした……そう考えるようにしたんだ」

「……だから、あんなことを？」

　子どもを売ることを容認するような発言。

　ユキにとって、それは認めたくないことであるが、実際にその立場を体験したリカルの言葉を否定するようなことは、何にも知らない自分はしてはいけないと思えた。

　疲れたような、それでいて自じ虐ぎやく的な笑えみを浮うかべるリカル。

「……そうじゃなきゃ、やってらんねェよ。恨むのって、疲れるんだ。俺は……自分のことだけでもう一いつ杯ぱい一杯なんだよ。俺を売った親も、俺を買った奴も、もうどうでもいい」

「……良くないですよ、そんなの」

「いいんだよ……言っただろ？　疲れたんだって、そういうことが」

「良くないですよ！　それじゃ、リカルさんが報むくわれないじゃないですか！　いくらなんでも理り不ふ尽じん過ぎますよ、そんなの……！」

　リカルに詰つめ寄よって、一いつ生しよう懸けん命めいにその手を握るユキ。

「リカルさんはもっと怒おこるべきです！　殺すとか、そういうことしちゃ駄だ目めだと思いますけど、でもせめて、辛つらかった、嫌いやだった、悲しかった思いは閉じ込めちゃ駄目です！　ちゃんと言葉にして、思い切り伝えないと、リカルさんの心が壊れちゃいますよ！」

　一生懸命なユキの顔を見て、リカルは自分の手にあったバンダナを手て渡わたした。

「……なんでお前が泣いてんだよ？　ほれ、これで拭ふけ」

「だって、だってそんなこと……おかしいですよっ！」

　リカルのバンダナを受け取り、涙なみだを拭くユキ。まるでリカルの代わり、とでも言うように怒いかり、悲しむユキを前に、リカルは自然と笑みがこぼれ、同時に呆あきれたようなため息を吐つく。

「お前なぁ……自分のことを棚たなに上げて、よくそんなことが言えるな」

「え……」

　リカルはずっと理解できなかったユキの今日の行いについて、疑問をぶつける。

「記き憶おくなくて、字も読めなくて……お前が一番理不尽な目に遭あってるんだぞ？　なのに、どうしてお前はあの迷子のために頑がん張ばれる？　なんで俺なんかのためにそんなに怒る？」

　リカルの価値観と、現代の常識から見て、ユキの行いは完全に逸いつ脱だつしてしまっている。

　一体何がそこまでこの少女を突つき動かしているのか、リカルにはわからなかったのだ。

「どうしてって…………理由なんているんですか？」

　質問に質問で返す。普ふ段だんのリカルならこれは失礼だろというところだが、今回は違ちがった。

　ユキのその質問は、実直なまでの答えでもあったのだ。

「……待て、それじゃ……お前は、理由も無く他人のために一生懸命になってるのか？　何の得にもならず、自分が損するだけなのにお前はそんなことをしていたのか？」

「それは、みんながみんなそう、ってわけじゃないかもしれませんけど、家族や友達が困ってたら、誰だれだって手助けするじゃないですか？　たぶん、それと同じことです」

「同じって……」

　全然違うだろ、とリカルは内心で否定する。

　家族や友人、つまり日ひ頃ごろよく会う人間に対して善行を行えば、結果的には必ず自分にもプラスになる。つまりは得をするということだ。

　だが、ユキの行いは赤の他人でも困っていれば助けると言い出しかねない考え方に基もとづくものだ。そんなの一度助けて別れてしまえばもう一生会わないことの方が多いのだから、言うならば徒労だ。

　それがリカルの考えだ。

　合理的で、かつ現実的で、利己的。

　すべての物事がギブ＆テイクで推おし量はかれると信じきっている考え方だ。

　その考え方は今の世の中で最も生きやすいかもしれないが、信しん頼らいが存在しない。つまり、リカルは人の〝心〟というものを信じることができないのだ。

　一方、ユキの考え方は対照的だ。

「私は誰かが悲しい顔をしていたらそれだけで悲しくなります。できることならいつも楽しい気持ちでいたいです。だからみんなが笑ってたらいいなって、そう思うんです」

　まるで、他人の事すら自分の事のように考えるのがこの少女のスタンスだ。

　誰かが悲しい思いをしていたら、それに対して過剰に感情移入してしまうほど極端なまでのおせっかい、そして感傷的。

　──もしも自分だったら。

　そんなことをまず考えてしまうほど、他人の苦痛を真しん摯しに受け止めてしまう。

　それこそ、誰よりも人の〝心〟を信じきっているからできる、誰もが心を持っていると確信しているからこそできる考え方なのだ。

「リカルさんだって、同じでしょ？」

　──チガウッ

　優しい笑顔を向けて、そう言ってくれるユキ。そこには悪意など一切なく、言葉通りにリカルのことをそう思っているのだ。

　それが却かえって、リカルを内側から切り刻んでいく。

「リカルさんだって、必要も無いのにここまで私を手伝ってくれました」

　──ソウジャナイッ

　確かに、ここまで付き合う必要は無かったかもしれない。だが、それでも根本にあるその一つの理由が、それらすべてを、ユキの言葉を否定する。

「リカルさんは、理由も無いのに、私を助けてくれたじゃないですか？」

　──ソウジャ、ナインダッ！

　すべては自分の命と金のため。金のために誘ゆう拐かいの片棒を担かつぎ、命のためにユキを騙だます。

　──それこそがリカルの真実だ。

　胸の奥がキリキリと痛んだ。まるでゆっくりと穿せん孔こう機きが掘ほり進み、胸に穴が空いていくような虚きよ無む感かんと激情がリカルの内側で暴れ狂くるう。

　黙だまっていようと思っていた筈なのに、リカルは耐たえ切れず、胸を押さえながら口を開く。

「ユキ、違う……俺は、そんな…………そんな人間じゃないっ」

「え…………」

　苦しげに内心を吐と露ろするリカルに驚おどろくユキ。

「俺は──」

　考えるよりも先に、真実を告白しようと言葉を吐き出そうとした時だ。

「──その通り。ドブネズミと言葉を交わすなんて、品性を疑われますよ」

　急に聞こえてきた男の声。リカルは咄とつ嗟さに言葉を発するのを止やめて声のした方を振ふり返り、ユキを庇かばうように手を広げた。

「っ……！　ほ、保安隊……？　どうして……？」

　リカルの背後から状じよう況きようを見るユキ。

　声の主ぬしと思われる男の背後には、先ほど屯とん所しよで見かけた保安隊の制服を着た者たちが盾たてにプロテクター、さらには突とつ撃げき銃じゆうなどの完全武装で整列していたのだ。

　保安隊員たちはリカルたちに銃じゆう口こうを向けて待機している。そんな状況下でもリカルは冷静に相手を観察し、その制服の異様な点に気づく。

「……その腕わん章しよう……トルメニアの保安隊じゃねェな。ライアスか？」

「ほぉ……銃を向けられながらもその冷静さ……若い割には肝きもが据すわっているな」

　声の主へはそんな風にリカルのことを高評価する。

「流石さすがは〈ホルトゥス〉を撒まいたことはある。そこらのネズミより見どころあるな」

「……ホルトゥス？」

　聞き覚えの無い単語を口にする男に、リカルは困こん惑わくした。

　しかし話の内容からいって、それはあの見たことのない二機のステアクラストの事を指しているのだろうと予測できた。

「今トルメニアの保安隊は検問で忙いそがしいから、私うちの保安隊を引き連れてやって来たのさ」

　男の言葉に、リカルは訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「……私の、だと？」

「ほぅ、君はそこらのドブネズミと違ってちゃんと私の言葉を聞いているようだね……特別に私の名を教えてあげよう。私はケビン・ライアス、都市ライアスの市長をしている」

　目の前の男──ケビン・ライアスの登場に、リカルもユキも驚きよう愕がくで表情が凍こおりつく。

「なん……だと……！」

　何故なぜこの状況で市長が出てきたのか、リカルにはまったくその答えが導き出せずに困惑してしまう。一方で、ユキは別のことで困惑していた。

「……ライアスの、市長…………え？　だって、ライアスの市長は……？」

　ユキはリカルの方を見て、唇くちびるを震ふるわせる。

「リカルさん……？　ライアスの市長って……姫ヒメ島シマって名字じゃないんですか……？」

「っ……！　そ、それは…………」

　ユキの当然の質問に答えることができず、リカルは目を伏ふせた。

「ん？　話が良く見えないが……ライアスの市長は私ただ一人。〝ヒメシマ〟なんて名の人間は存在しないが？」

　ケビンのその言葉に、ユキは息を吞のむ。その表情がショックに染まっているであろうことは、リカルは見ずともわかった。

「……う、そ…………！　だ、だって……リカルさんはライアスに私の家族がいるって……！」

　取り乱すユキの姿を愉たのしむように笑いつつ、ケビンはリカルに視線を投げかけた。

「なるほど……リカルというのか、運び屋。おもしろい。私好みでなかなか知ち恵えの回る男だ。ドブネズミにしておくには少し惜おしいな……殺すつもりだったが、気が変わったぞ」

　ケビンは一歩前に出て、ニヤニヤと愉ゆ快かいそうにユキの方を見た。

「君の名前は姫島雪ユキ、間ま違ちがいないかな？」

「え……は、はい……」

「やはりな……ディライヴァーに登録されているのは間違いなく君だ」

「ディライ、ヴァー……？」

　ケビンが何を言っているのかわからずに啞あ然ぜんとしてしまうユキ。

　さらに一歩前に進み、ケビンの視線はリカルへと移る。

「君は、彼女を楽にライアスに〝運ぶ〟ために、噓うそを教えたようだね。大方……そうだね、『ライアスに君の家族がいる』……そんな感じかな？」

「っ……！」

「…………え」

　ケビンのそんな言葉に、リカルは奥歯を嚙かみしめ、ユキは顔色がより一層悪くなった。

「そ、んな……噓です。ねぇ…………リカルさん、噓、ですよね？」

　震える指でリカルのジャケットを摑つかもうとするユキ。

　対し、リカルは顔を伏せたまま、無言で──ユキの手を払はらった。

「………………」

「…………リカル、さん？」

　リカルに手を払われたことが信じられず、ユキの手はそのまま宙で停止してしまう。

「…………お、俺は…………………………………っ」

　リカルは全身を震わせ、その場から一歩前に出て、ケビンの前に立つ。

「……んん？　リカルくん、この状況でまさか、馬ば鹿かなことはしないよね？」

　ケビンがそう言ってその片かた腕うでを軽く上げた途と端たん、後ろで待機していた保安隊員たちが一いつ斉せいに持っていた銃を構えた。ケビンが腕を前に振り下ろせば、撃うち殺される。

　それに対し、リカルの震えは止まり、顔には一切の感情を殺した笑みが張り付けられた。

「──いえいえ、そんなまさかっ。そんなことよりお褒ほめに与あずかり、光栄です。私のような、若じやく輩はいの運び屋に、このような大任を任せて頂き、恐きよう悦えつ至し極ごくですっ」

　そんな風に畏かしこまったリカルを、ケビンは更さらに嘲あざわらう。

「……大変結構。世辞が言えるとはな……尻尾しつぽの振り方を心得た犬だったか」

「世辞など、とんでもございませんっ。私はただお仕事を貰もらえたことを、心より感謝しているだけです」

「くくくくっ……丁てい寧ねいな対応ながらも欲よく望ぼうに忠実……すばらしいな。ほら、受け取れ」

　ケビンはそう言って、懐ふところから何かが入った袋を取り出し、地面に投げつけた。

　そして地面にぶちまけられた袋の中身を確認して、リカルは大きく目を見開く。

「っ……き、金貨……!?」

「本来なら、貧困層が触ふれることすら叶かなわない金だが……特別に、拾ったものをお前のものにしてもいいぞ？」

「え……！」

　リカルは思わず顔を上げてケビンの顔を見た。

「どうした……？　拾わないなら、後ろにいる奴やつらにでもやってしまうが？」

「い、いえ！　ありがたく頂ちよう戴だいさせていただきます！」

　リカルはすぐさまその場で跪ひざまずいて、足元に落ちた金貨を拾おうとした。

「──グっ!?」

　その瞬しゆん間かん、リカルの頭はケビンに踏ふみつけられる。

「リ、リカルさんっ！」

　その光景を見ていたユキが思わず叫さけぶ。

「ん？　姫島雪、君はこの男に騙されていたのに……喜ぶどころか心配するのかな？」

「そ、それは……！」

「……リカル、君は私の行いに……何か不満があるのかな？」

　ケビンは愉快気に嗤わらいながら、リカルの頭を靴くつの硬いかかと部分ですり潰つぶすように丹たん念ねんに踏みつけていく。それは耐え難い苦痛のはずなのに、リカルは文句を言わない。

「……い、いいえ……！　そのようなことは……まったくありませんっ」

　跪き、頭を踏まれながらも、リカルは笑顔でそう答えた。

「……リカル、さん……」

　絶望か、はたまた失望か……ユキのリカルを見る目は明らかに変わった。

「あははは」「ダッセェ」「うわ……俺ならあれは死んでるな」

　あまりにも無様なその姿に、保安隊の者たちまでもリカルの事を嘲う。

「っ…………！（ギリッ）」

　自分を嗤う者たちへの怒いかりと、嗤われるようなことをする自分への恥はじに奥歯が軋きしむ。

　それでも、リカルは平気なフリをして足元にあったすべての金貨をかき集め、拾い集め、大事そうに自分の懐に収めた。その姿を見て、ケビンは更に嗤う。

「大した金への執しゆう着ちやくだ……ほら、特別に……これもやろう」

　そう言って、ケビンは懐から純金でできた懐かい中ちゆう時計を取り出した。

「貧困層の多くは太陽の位置で時間を測るのだろう？　君ほどの者なら、正確な時間を知ればより多くの仕事をものにできるだろう」
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　ケビンが足を退どけながらそう言ったので、リカルは顔を上げる。

「あ、ありがたき幸せですっ」

「そうか──おっと、手が滑すべった」

「──ハガッ!?」

　至し近きん距きよ離りでケビンは純金の懐中時計をリカルの顔面に叩たたきつけた。リカルは時計が直ちよく撃げきした鼻を押さえてその場にうずくまる。

　純金製の時計はそのサイズに見合わずかなりの重量で、その衝しよう撃げきで一いつ瞬しゆんだが何も見えなくなる。さらに顔を押さえた指の隙すき間まから赤い液体がポタポタと零こぼれ落ちる。

「あ…………！」

　その光景に思わずユキは声をあげるが、リカルの名前を口には出さなかった。

「もっとも……その時計はとっくに壊こわれている。それでも純金だ。売って、君に似合ったそこそこの時計を買えばいい」

「っ……は、はぃ……！」

　大量の鼻血を流しつつも、リカルは時計をしっかりと握にぎり締しめる。

　そんなリカルを見て、ケビンは楽しくてたまらないというように笑う。

「……くはははははは！　面白い！　今まで見てきた貧困層のどいつよりも面白いぞリカル君！　君、運び屋なんて辞めて道どう化けでもしてみたらどうだい？」

「……い、いえ……私は、一いつ介かいの運び屋が性しように合っていますので」

「……ほぅ……市長公認の道化なら、儲もうけは期待できるぞ？　毎日毎日、今君が得た以上の金が手に入るんだぞ？」

　金に目が眩くらみ、首を縦に振ふる。そんなことをケビンはリカルに期待したのだろうが、リカルは首を横に振った。

「…………自分は、運び屋ですので」

　その瞬間、ケビンの笑えみが消えた。

「…………ほぉ……つまり、私に逆らうと？」

「っ……そ、そのようなことはございませんっ」

「へぇ……そのようなこと、あるだろうがッ！」

　拳こぶしを固く握り締め、思い切りリカルを殴なぐる。

　リカルは歯を食い縛しばり、ただただ無言でその仕打ちに耐たえる。

「なんだ？　えぇ？　金が欲しいんだろ？　なら頷うなずけよ！　ほら、頷けってぇのっ！」

　何度も何度も、ケビンはリカルを殴り、蹴けり、叩き、踏みつける。

　リカルはその度たびに短い悲鳴をあげるが、決してその首を縦には振らなかった。

「っ…………あ……！」

　ケビンに一方的に暴行され、抵てい抗こうするさまも見せないリカル。

　最終的には全身傷だらけで、頭や顔からは血を流してその場に伏してしまう。

　一方のケビンは肩かたで息をして、徐じよ々じよに呼吸を整える。

「はぁ……はぁ……はぁ……おっと、いけないいけない。私としたことが、ついつい取り乱してしまった。それじゃ、リカル君、どうして運び屋じゃないと駄だ目めなのかな？」

　手についたリカルの血を絹のハンカチで拭ぬぐい、丸めて捨て、まるで今自分がしたことを無かったかのように、気軽にそんなことを訊たずねる。

「………………それ、は」

（……なんでだ？）

　リカルは自分でも、どうして運び屋にこんなに執しゆう着ちやくしているのかわからなかった。

　運び屋になったのだって、正直なことを言えば成り行きでしかない。

　生きるために金を集めるのなら、今ケビンが言ったように道化にでも転職すればいい。

　なのになぜ？

　自分でも、その答えがリカルは見いだせない。

　──リカルさんはもっと怒おこるべきです！

　不意に、何故か先ほどのユキの言葉が頭を過よぎる。

（なんでこんな時に……）

　──辛つらかった、嫌いやだった、悲しかった思いは閉じ込めちゃ駄目です！

（そういえば……そんな風に言ってくれた奴、今までいなかった）

　──ちゃんと言葉にして、思い切り伝えないと、リカルさんの心が壊れちゃいますよ！

（……嬉うれしかった、のか？　こんな言葉が……なんで？）

　なんで？

　そんな疑問を考える前に、リカルは答えを口にしていた。直感的に、理解したのだ。

「……家族を、捜さがすため…………伝えたい、ことが、ある……から」

　どこにあるのかも、もう思い出せない故郷。

　それでも、いつか、運び屋として世界中を回れば、いつか辿たどり着ける。

　リカルは、心のどこかでそう信じ続けていたのだ。

「っ…………！」

　リカルの消え入りそうな小さな声は、ユキにも届いていた。

　ユキは大きく目を見開き、倒たおれているリカルを見た。

　一方で、ケビンはそんなリカルを鼻で笑う。

「家族に会う？　はっ……君、家族に会いたいと願う姫島雪を騙だましておきながら、よくそんなことが口にできたねぇ？　つまらん。ああ、つまらなすぎる。焦じらした答えがそれか……ちょっと死ねよ」

　ケビンは無む慈じ悲ひに倒れているリカルを見下し、その頭を踏みつけようと足を上げた。

　そして、その足が振り下ろされようとしたとき──

「やめてくださいっ！」

　ユキは全力でケビンに向かってそう叫んだ。

「…………ん？　なんだい急に？」

　不ふ機き嫌げんなケビンの視線を受け、ユキは思わずたじろぐが、引こうとはしなかった。

「やめて……くださいっ……それじゃ、リカルさんが死んじゃいます！」

「それが、何か問題でも？」

「なんでそんなひどいことを……あなたに、人間としての心はないんですか！」

「……はぁ……それ、古代人のヒューマニズム？　古代人っていうのは、貧困層まで人間扱あつかいするのか？　めんどくさいねぇ」

　ケビンの言葉に、ユキは困こん惑わくする。

「え……な、何を……？」

（古代人……？　コイツ、何を言ってるんだ？）

　リカルもケビンの言葉に疑問を持つが、今は逆らわないのが賢けん明めいだと、口を閉じる。

「はぁ……まぁいい。興も醒さめたし……姫島雪、私と共にライアスに来てもらおう」

　リカルを跨またいでユキに接近し、手を差し出すケビン。

（……た、助かったのか？　俺？）

　助かった、というよりは助けられた、の方が正しい。リカルは、ユキに助けられたのだ。

　ユキはすぐさま自分の身体からだを守るように一歩下がる。

「貴方あなたみたいな最低な人の言うことなんて聞きませんッ！」

　ユキが示したのは、ハッキリとした拒きよ絶ぜつの意思。

　その言葉を聞き、ケビンは伸のばした手を宙に止めたまま顔の筋肉を小刻みに震ふるわせた。

「……最、低？　私が？」

　硬こう直ちよくするケビンに、ユキは続けて糾きゆう弾だんする。

「貴方のような最低な人、正直見ているだけで不快になりますッ！」

「ッ…………ずいぶんと、乱暴なことを口にするお嬢じようさんだな」

　ケビンはこめかみに青筋を浮うかべ、思い切り手を振り上げる。

　──バチンッ！

「ッ……！」

　倒れて気絶したフリを装よそおうリカルの胸に痛みが走る。自分が殴られたわけではない。

　ユキが、ケビンに思い切り顔を殴られた光景を目にしただけだ。

「うっ……！」

　ユキは殴られた箇か所しよを押さえてその場に倒れ込む。

「まったく……古代人はみな、高度な文明の中で生活していたと聞くが……どうやら君はその中でも低レベルな存在だったらしいな、姫島雪」

　ユキを殴った手を新しい高価な絹のハンカチで拭ふき、またその場で捨てるケビン。

「っ…………！」

　ユキはその場で顔を上げ、倒れたままながらもケビンを睨にらむ。

「……気に入らない目だ…………なッ！」

「キャッ──グゥゥ……！」

　甲かん高だかい悲鳴のすぐ後に聞こえてきたくぐもった声。

　ケビンに思い切り腹を蹴られ、苦しそうに呻うめくユキを見て、リカルは倒れたまま土を握り締める。

（なんで……なんでこんなに痛いてェンだよ……！）

　ユキが殴られ、苦しむ姿を見ていると、先ほどまで自分がケビンに与あたえられていた苦痛など何でもないと感じてしまうほどの痛みが胸に走る。

　それが何を意味するのか、リカルにはわからない。

　まったくわからないが、今すぐにでもユキを苦しめるケビンをぶっ飛ばしてやりたい。

　そんな考えが頭を過よぎる。

（冷静になれ……冷静になれ……そうだ、俺はユキと別に何にも関係なんて無いんだ）

「あ、くっ……！」

（関係ない、関係ない、関係ない……！）

　苦しそうに呻くユキを見て、リカルは自分に必死にそう言い聞かせる。

（俺がアイツを助ける利益も、理由も、どこにも無いんだ、だから俺がユキを助ける必要なんて──）

　──だけど、それは助けない理由でもない。

　頭の中で、そんな、まるで優しく問いかけるような声が聞こえた。

　それが誰だれの声であるか、リカル自身が一番良く知っている。

「……………！」

　それでも、リカルはその声に従うことはできなかった。この一七年間ずっとやってきた行いを、今いま更さら変えることなんて無理だろ、リカルは諦あきらめた。

　そんな時、ケビンはユキの顔を摑つかんで強制的に自分の方を向かせていた。

「──姫島雪、君にチャンスをあげよう。君が、より良い人間としての品格を持っているのかを確かめさせてくれ」

「っ…………な、にを……？」

　苦しそうなユキの顔を無理矢理に固定し、ケビンは倒れているリカルの方に向けた。

「あそこに倒れているクズがいる。これに罰ばつを与えるのは……高貴な人間の仕事だ。姫島雪、君は……あのクズに騙されていたのだろ？」

「………………」

　ユキは何も答えず、目線をそっとリカルから背ける。

「──踏ふめ」

「──ッ」

　ケビンの言葉に、ユキは大きく目を見開く。

（…………殺されるよりは、遥はるかにマシか）

　一方のリカルは目を閉じて気絶したフリを続行する。この状じよう況きようでならこれが正解。

　他には何もできないのだから、おとなしく流れに身を任せようというのだ。

（…………少なくとも、ユキくらいの甘ちゃんなら、俺を殺すほど蹴る心配もない筈はず）

　頭の中でそんな計算をするリカル。

「ほら、早く立て」

　ケビンは腕うでを摑んで強制的にユキを立たせ、そしてリカルの方へと背中を押した。

「…………っ…………！」

　気絶しているフリをするリカルの前に来たユキが、息を吞のんだ。

（？　…………何をそんなに動どう揺ようしている？）

　ばれないようにそっと薄うす目めを開くリカル。

「っ……！」

　すると、そこに映ったユキの顔は、リカルの予想とは全く違ちがうものであった。

　自分を騙した相手を恨うらむような目でも、情けない姿を見せたことを侮ぶ蔑べつする様な目でもない。傷つき、倒れた者を心配するような目で、こちらを見ていたのだ。

（なんでそんな目で、俺を見る……？　俺は、お前を騙したんだぞ……？）

　ユキの真意がわからず、内心で困惑する。先ほど痛みを感じた胸が、ざわつく。

「どうした？　さっさとそいつの頭を踏みつけろ」

　ニヤニヤと笑いながら、ケビンはそんなことを言った。

「…………っ」

　ユキは決心した表情で、痛みが残っている腹部を押さえながら振ふり返った。

「私は、そんなことはしません」

（──ッ!!）

「…………はぁあ？」

　驚おどろき、あげそうになった声を必死に抑おさえるリカル。

　その一方でケビンはこめかみに青筋を浮かべ、引きつった表情でユキを見ていた。

「…………折せつ角かくのチャンスまで蹴けるとは…………興醒めも、いいところだな！」

　ケビンはそう言って、懐ふところから黄金に輝かがやく拳けん銃じゆうを取り出して、それをユキに向けた。

「っ……！」

　拳銃を向けられ、今まで以上の動揺を見せるユキ。

「……いいから、踏め」

「い、嫌いやです！」

　ケビンの命令を迷うことなく、すぐさま拒きよ否ひしたユキ。

「……このガキィ……いいかげんにしろよ？」

　ケビンは苛いら立だちに声をふるわせつつも、一呼吸置いてから口を開く。

「……理解に苦しむ。一応聞いておこう。何故なぜ、そんなクズを踏むことを嫌がるのかな？　足が汚よごれるからか？　上等な靴くつでもないようだが？」

（そうだ、さっさと踏めよ！　それでこの場は丸く収まるんだぞ！）

　リカルは無意識のうちに、本気でユキのことを心配していた。自分が被ひ害がいを受けるというのに、それ以上にユキの今の身の安全の方を重視していたのだ。

　一方のユキは向けられた銃じゆう口こうに恐きよう怖ふを感じつつも、気き丈じようにケビンを睨んだ。

「クズは、貴方の方です！」

（バカ、何を……！）

　ユキの発言に、リカルは絶句する。

「…………」

　再び沈ちん黙もくしてしまうケビンに、ユキは恐怖を打ち払はらって、

「私は、貴方のようにはなりたくない！　人を人として見られない、貴方の方が、一番最低のクズよっ！」

　全力で、声をうわずらせながら叫さけぶユキに、リカルは驚きを隠かくせない。

（なんで、お前……！　そんなことを！　状況がわかってないのか！）

　気絶するフリも忘れて目を大きく開くリカル。

　だが、その場にいる誰もがユキに釘くぎ付づけで、誰もリカルが起きていることに気がつかない。

「…………言いたいことは、それだけか？」

　ケビンの声は、先ほどとうって変わって穏おだやかだ。故ゆえに、非常に不気味だ。

「……まぁいい。死にさえしなければ問題は無いんだ……用が済んだら、そこのクズよりも惨みじめに殺してやる」

　ケビンの指が黄金の拳銃の引き金に掛かけられた。

　それを見た瞬しゆん間かんに、リカルの頭に声が聞こえてきた。

　──ヤメロ！

「…………！」

　ユキは次に来るであろう痛みに耐たえるように、その場で目を閉じてしまう。

　──イヤダ！

「気絶なんてさせてやらん……手足を一本一本、急所を外して撃って、苦しめてやる」

　──ダメダ！

（動くな動くな動くな動くな動くな動くな動くな動くな動くな！！！！！！！！）

　頭の中に響ひびき渡わたる声を打ち消すように自分に言い聞かせ続けるリカル。

「まずは、一発目──」

　そして、ケビンが引き金を引く指に力を込めた。




　──パンッ!!




　乾かわいた音が響き渡り、その場が沈黙に包まれた。

「………………？」

　銃じゆう声せいが聞こえたのに、いつまで経たっても想定していた痛みを感じず、ゆっくりと閉じていた目を開くユキ。

「………………」

　視界には、啞あ然ぜんとした表情のケビンの顔が入ってきた。

　そして、すぐにユキは自分の前に両手を広げて立つ人物がいることに気づく。

「……リカルさん？」

　そこに立っていたのは、間ま違ちがいなくリカルであった。

「な、なんで……？」

　何故自分の前に立っているのか？

　何が起きているのかさっぱりわからないながら、そこにいるのが本当に本物のリカルであるのか確かめようとユキは手を伸のばし、ゆっくりとリカルの肩かたに手を置く。

　たったそれだけだ。

　たったそれだけで、リカルは地に伏ふした。

「…………え？」

　まるで、糸の切れた操り人形のように倒たおれたリカル。

　何が起きたのかわからずに硬こう直ちよくしてしまうユキ。

「……リカル、さん？　リカルさん？」

　その場で膝ひざを突つき、倒れたリカルを起こそうと肩を揺ゆらす。

　しかしリカルはピクリとも反応しない。完全に意識が無い。

「……は、はは。何をしたかと思えば…………馬ば鹿かなクズだ。自分から撃うたれに来たぞ」

　ケビンが倒れているリカルのことをそう笑った。その言葉を聞いた瞬間にユキは理解した。

　彼は、自分の代わりに撃たれたのだ、と。

「……あ、あぁぁあああ…………きゃあぁぁぁぁぁぁぁああああぁぁあぁぁ！」

　その場で頭を抱かかえ、甲かん高だかい悲鳴をあげるユキ。

　絹を裂さくような声は今までの痛みに耐える悲鳴よりも悲痛な声であった。

「ああぁぁぁぁああ、あ────…………」

　精神的なショックがあまりに大きかったのか、ユキは意識を失い、その場で倒れ、リカルの上に覆おおいかぶさった。

　そんな光景を見て、ケビンは大きなため息を吐ついて拳銃を収めた。

「………………興醒めだ。おい、その女を連れて行け。トルメニアの保安隊が来る前にこの場から撤てつ収しゆうするぞ」

「は、はっ」

　保安隊員がすぐさま意識の無いユキを担ぎ、その場から移動する。

　ケビンは倒れたリカルの前を通り過ぎようとしたが、その足を止め、横目で視線を送る。

「……一体何がしたかったんだか…………わけのわからないガキだ」

　そう言って、リカルを放置したままケビンたちはその場から去って行くのであった。




　◆




　親という存在は昔の彼にとっては憎ぞう悪おの対象でしかなかった。なんせその親は彼を売ってお金を得たのだから。いくらの金で売られたのか彼自身は知らないが、おそらく大した額ではなかっただろう。

　その後、彼は生きていくために〝奪うばう側〟になるしかなかった。幸い──いや、不幸なことに彼には〝奪う行こう為い〟を行う才能があり、若くしてその頭角を現していった。

　彼のやってきたことは至ってシンプルで、かつ取り返しのつかないものだった。

　彼は〝命〟を奪うことをこなしてきた。

　自分の命のために他人の命を奪うという極めて野や蛮ばんな行為で、彼は頂点に立っていた。

　それでも彼は搾さく取しゆされる側で、その行為を止やめることができずに幼少期を過ごしてきた。

　──いつか、殺す。

　そんな思いを胸に、彼は青いバンダナを頭に巻き続けた。

　仕事をこなす度たびにバンダナは赤黒く変色し、その度に新しい青いバンダナを頭に巻き直していた。いつしか、それが彼の目印にもなって、裏では名の通った暗殺者となった。

　そんなある日、彼はまた一つ奪う役目をすることとなった。大したものではない。今まで数多くこなしてきた中にも同じことはあった。

　ただ知り過ぎた人物を消すだけの簡単で、彼にとっては朝飯前の仕事でしかない。

　だがこの任務で彼はそれまでの生き方から解放されることとなる。

　端たん的てきに言うと、返り討うちにあったのだ。

　その標的はこれまで彼が出会ってきた者の中で最も強く、最も優しい人物であった。

　殺されることを覚かく悟ごした彼を、その人物はあろうことか〝弟で子し〟として育てた。相手を殺さず倒す手段を教え、ありとあらゆる知識を叩たたきこみ、彼に人としての生き方を説といた。

　──その日から彼は、トレードマークになっていたバンダナを外した。

　それから彼は多くの人を見た。中には自分の親と同じく、自分の子供を売った親もいた。

　最初は殺したいほどその人間が憎にくかった。だが、その親の悲しそうな顔を、彼は見た。

　本当は一いつ緒しよに居たかった。でも、それではこの子が飢うえ死じにする。

　そんな訴うつたえを聞いて、彼の心は揺らいだ。

　──もしかしたら、自分の親も……

　そんな風に考えた途と端たん、彼の中に存在していた親への憎悪は、愛情へと変移した。

　しかし、もしかしたらただ金のためだったかもしれない。

　いや、もしかしたら自分を生かす為だったかもしれない。

　そんな答えの無い悩なやみに彼は数年間苦しみ続け、やがて、辛つらくて、忘れることにした。

　それでも、今でも、彼はまだ、心のどこかで故郷を探している。

　どこにあるかもわからない故郷。

　それを彼は探し続ける。

　だから、彼はまたバンダナをその頭に巻くことにした。

　──家族に会いたい。

　ただその一心で、藁わらにもすがる思いで、彼は唯ゆい一いつの手がかりであるバンダナを巻いた。

　そして彼は〝運び屋〟となった。

　彼はようやく、気がついたのだ。

　今まで、ただ何となく無意識のままに選んだその道が、自分にとってどんな意味があるのか、彼は気づいたのだ。

　そして、それを気づかせてくれたのは……誰だったか？

　──ユキ。

　自分を優しいと言って、自分の代わりに怒おこって、泣いてくれた優しい少女。

　──なのに俺は、なんてことを……

　ユキの絶望した声を聞いた。ユキの茫ぼう然ぜんとした顔を見た。

　──俺がそうしたんだ。俺が騙だました。なのに、なんで……

　それでもユキは、自分にまた微笑ほほえんでくれた。

『とりあえず腕うで輪わだけでも回収させてもらうか。死体には必要ねェもんだろ』

　不意に聞こえてきた声が、彼を現実へと引き戻もどす。

　奪われてはいけない何かが、誰かに持って行かれそうになる。

「あ、っ……！」

　彼はそれを守るために、無理矢理に意識を覚かく醒せいさせた。




　◆




　二人の男女が、日の沈しずみ切ったスラムの路地を歩いていた。

　ジョンとアレーシャだ。都市の入り口に張られた検問を抜ぬけるのに今に至るまで時間を要してしまったのだ。

「……こっち、ね」

「おいおい……もう三時間以上同じ場所だぞ？　宿屋でもないのにか……？」

　携けい帯たい情報端たん末まつを持って、何かの反応を追うアレーシャの後ろを、ジョンが歩く。

「そんなこと私に訊きかないでよ…………ここね」

　アレーシャは、反応の示されている路地に来た。

「どれ……どんな奴やつが出てくるかな……？」

　夜なのにサングラスをかけたジョンはその懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出し、それを構えながらもう一方の手に持っていたライトでその路地を照らす。

「…………あん？」

　ジョンが見つけたのは、見覚えのある格好で倒れている少年の姿だった。

「おい……コイツ、あの時の運び屋じゃねぇのか？」

「え……噓うそ……だって反応は確かに……」

　アレーシャは持っていた端末のディスプレイを確認してみるが、その反応はどう見てもあの倒れている少年から発せられていた。

　サングラスの位置を指で軽く直してから、ジョンは少年のもとへと歩み寄った。

「状じよう況きようから見て、カプセルの中身は一緒じゃない……そして、口くち封ふうじで殺されたってところかな？　はぁー……検問を苦労して抜けて、待ってたのはこんな死体かよ……」

　ジョンはそんなことを言いながら、少年を足でひっくり返す。

「ちょ、ちょっと……死体だからってそんな粗そ雑ざつな扱あつかいは……」

　倫りん理り的観点からアレーシャがジョンのことを止めようとしたが、ジョンはイラついた様子で爪つま先さきで軽く少年を蹴けった。

「アホか、コイツのおかげでこっちは損害受けたんだぞ？　このまま腹に銃じゆう弾だん撃うち込まれないだけありがたがってほしいとこだぜ」

　そう呟つぶやいて、ジョンはライトで少年の顔を照らす。

「……まだずいぶん若いな。アレーシャ、テメェより年下っぽいぜ？」

「……っ……それがなんだっていうのよ」

　ジョンは少年の顔をよく照らし、その場にしゃがみ込んで、顔をよく見る。灰色の髪かみに、日焼けして浅黒い肌はだであることがよくわかる。

　それらを見て、これは間ま違ちがいなくあの時のウードロースの搭とう乗じよう者だとジョンは確信した。

「いや、なかなか笑えるじゃねェかよ。特別な俺たちを出し抜いた野や郎ろうがこんな場所で野垂れ死ぬなんてなぁ。それがガキとくれば、帰ったら後ろ指差されること確定だぜ？」

　ジョンのそんな言葉に、アレーシャは不ふ愉ゆ快かいそうに眉み間けんにしわを寄せた。

「……あたしはそいつに確かな一いち撃げきを与あたえたけど、そっちは老眼で射しや撃げきを外したんだから、一緒にしないでよ」

「ろっ……老眼……ッ！　ちょっと待て！　今のは聞き捨てならねェぞ！　撤てつ回かいしろ！」

　その場で立ち上がって全力で抗こう議ぎするジョンだが、アレーシャは呆れた様子だ。

「今自分で言ったじゃない。あなたは……『こんな場所で野垂れ死ぬ子ども』に出し抜かれるような老眼スナイパーなのよ」

「ゴハッ……！　バ、馬鹿なことを……言うんじゃねェ……！　そんな、この俺が老眼だなんてあるわけねぇじゃねえか……！」

「声震ふるわせて言ってもなんの説得力も無いわよ？」

「くっ……！」

　ジョンがこの少年に射撃を躱かわわされたというのは事実なので、強く否定することもできない。しかし、それでもジョンはアレーシャから「老眼」と言われたくなかった。

　ジョンは少年の方に向き直り、何を考えたか仰ぎよう々ぎようしく胸の前で十字を切る。

「……惜おしい奴を亡くしたぜ。ああ、奴は立派だったさ」

「初対面でしょうが」

「昨日の敵はなんとやら、だ。まぁ、そんなわけで俺はコイツが立派で腕うでの立つガキだったと胸に刻んでおくぜ。黙もく禱とう」

「バッカじゃないの……」

　口ではそんなことを言いつつも、アレーシャも少年を見て小さく十字を切って目を閉じ、少年の冥めい福ふくを祈いのった。

　この少年のことを、アレーシャが何か知っているわけではないが、それでも若くして死んでしまったことを憐あわれんでいるのだろう。

「よし、黙禱終わりッ」

　ジョンは五秒にも満たない黙禱を終え、「さてと」と少年のジャケットに視線を向けた。

「とりあえず腕輪だけでも回収させてもらうか。死体には必要ねェもんだろ」

　そう言って、ジョンは拳銃をしまい、少年のジャケットに手を伸のばそうとした。

　その時だ。

「あ、っ……！」

　少年の身体からだが微かすかに身じろいだ。

　──ガシッ

「ッ！」

　今まで動かなかった少年の腕が動き、ジョンの腕を摑つかんだのだ。

「さわ、るな……！」

　震えた小声であるが、はっきりと、少年──リカルはその意思を声にして口から発する。

「コイツ……生きてる？」

「ジョンっ！　離はなれて！」

　アレーシャが懐から武器を取り出そうとしたが、ジョンが手を上げて制する。

「チョイ待て。生きてるならむしろ好都合だ。おいガキ、カプセルの中身はどこだ？」

　リカルはジョンの腕を突き返し、ゆっくりと起き上がる。まだ意識が朦もう朧ろうとしているのか、リカルはしばし呆ぼう然ぜんとジョンの顔を眺ながめていたが、すぐに周囲を見回した。

「……ユキ……？　……………っ!?　あいつら、ユキを……──ゴホ、ゲホッ！」

　リカルはその場でせき込み、胸を押さえて膝ひざを突ついた。

　そんなリカルを見おろしてからジョンはサングラスの内側で眉まゆをひそめる。

「ユキ？　…………おいアレーシャ、ユキって名前でヒットする対象捜さがせ」

「わ、わかったわ」

　アレーシャは情報端末を操作して、ジョンの指示通りにする。

　一方でリカルは胸を押さえながら、もう一方の手で地面を叩く。

「っ……くそっ……上手うまく防いだのに、気絶したのか、俺……！」

　そう言いながら、リカルは右の胸ポケット──ちょうどジャケットに撃うたれて穴の開いている箇所からユキから騙し取った腕輪を取り出す。

　リカルはあの一いつ瞬しゆん、銃弾の弾だん道どうを〝見切り〟、正確に胸ポケットにあった腕輪に銃弾を当てることで直ちよく撃げきを免まぬかれたのだ。

　だが、あまりの衝しよう撃げきに意識が飛び、今の今まで気を失っていた。

「テメェそれは……おい、それを着けていた奴はどうした？」

　ジョンはリカルの持つ腕輪に手を伸ばすが、リカルはすぐにその手を払はらう。

「これに触さわるな！」

　リカルはボロボロながらも殺気を込めた目でジョンを睨にらみつける。

　その気き迫はくに、ジョンも迂う闊かつに手を伸ばすのは止やめて、懐から無言で拳銃を取り出した。

「…………答えろ、その腕輪を、どうしてテメェが持っている？」

「っ……………………ホルトゥスってお前らか？」

　リカルのその質問に、ジョンは微かに息を吞のんだ。

「……質問に質問で返すんじゃねェよ、頭悪いのか？　風穴開けて、血行を良くしてやろうか？　あぁ？」

　リカルの眉間に拳銃を押し当てたジョンだが、リカルの目に怯おびえの色は無い。

「……お前らは、ユキをどうするつもりだ？」

「だから、こっちが質問してんだよ……テメェは言葉がわかん──」

「そっちが先に答えなければ舌を嚙かみ切る」

　リカルはジョンの言葉を遮さえぎり、そんなことを言って自分の舌を出した。それを見てジョンが鼻で笑う。

「やれるもんならやってみろよ」

　どうせやるわけが無い。そう高たかを括くくったジョンの表情を見て、リカルは無言で、

「──ッ」

　血が出るほどに強く、自分の舌を嚙んだ。

　リカルの口から流れ落ちる血を見て、ジョンの表情は凍こおりつく。

「っ………………テメェ、イカれてやがるな……」

　こいつは本気だ。ジョンはそれを理解し、リカルに向けていた銃を下げた。

　リカルは先せん端たんから赤い液体を垂れ流す舌を戻もどし、口の中一いつ杯ぱいに広がる鉄の味を嚙みしめながら、ジョンを睨み続ける。

「どうとでも言え。お前らはユキを捜さがしてる。そして、ユキがどこにいるのかまでは知らない。俺に死なれたらお前らが困る。冷静に状況判断した結果だ。さっさと答えろ」

　淡たん々たんとそんなことを言うリカルに、ジョンは寒気を覚える。

「自分の命で相手を脅おどすとか……マジでイカれてやがるな…………しかたねぇ、教えてやる。俺達ホルトゥスの目的は〝同どう朋ほうの保護〟だ。少なくとも、テメェみてぇな奴と一いつ緒しよにいるよりは遥はるかにマシで安全な暮らしができるようになるんだよ」

　──同朋。

　その単語を聞いた途と端たんにリカルは先ほどケビンの発した奇き怪かいな言葉を思い出す。

「……古代人って、どういう意味だ？　お前らの言う同朋って、それのことなのか？」

「っ…………」

　明らかにジョンの表情が変わった。

「……冥めい土どの土産みやげに随ずい分ぶんと色々教わったみたいだな……食えないガキだ。そうだ、俺たちは古代人とテメェらが呼ぶほどの過去から来た人間……コールドスリープでこの糞くそっ垂たれな時代に目覚めた人間だよ」

「っ…………コールド、スリープ…………過去から、目覚めた？」

　普ふ通つうなら、到とう底てい信じられない。

　だが、それならば色々と納得できる点がリカルにはあった。

　この時代のことを何も知らない。文字も読めない。

　記き憶おく喪そう失しつでもそこまで忘れているのはおかしいと思っていたが、そうではなかったのだ。

　ユキはそれらを初めから〝知らなかった〟だけだったというなら、合が点てんがいく。

「あった……ユキ・ヒメシマ！　２０７３年にコールドスリープに入った日本人よ！」

　ジョンに、アレーシャが調べた情報を報しらせる。

「そうか……日本人か……この辺りでは目立ちやすいな。ほれ、知りたいことを教えたんだ。さっさと居場所を教えろ」

　ジョンが拳銃を向けながら促うながすが、リカルは無視して視線をアレーシャに向けていた。

「その声……アンタ、あの赤いステアクラストの搭乗者だな？」

「え…………それが、何よ？」

「……で、アンタが黒い奴の搭乗者か」

「しつけェな……いい加減にしねぇと本当に撃ち殺すぞ！」

　苛いら立だちながら、リカルの眉間に銃を押し付けるジョン。

「…………」

　リカルは懐ふところに左手を入れる。それを見てジョンの引き金に掛かける指に力がくわわる。

「武器じゃない」

　そう言って、リカルが取り出したのは、金貨と、純金製の懐かい中ちゆう時計だった。

　それらをゆっくりと前に置き、そして、その場でリカルは額を地面に擦こすり付けた。

　いわゆる土下座だ。

「…………え？」

「…………おい、何のつもりだ？　命いのち乞ごいか？」

　リカルのその行動に、アレーシャもジョンも動どう揺ようしてしまう。

　なぜ、この少年はこんなことをしているのか？

「……これが俺の全財産だ。足りないなら、後で必ず工く面めんする。だから……ユキを助けるために、手を貸してくれ」

　リカルのそんな訴うつたえに、アレーシャは混乱が隠かくせない。

「助けるって……なんで？」

「……テメェとそのユキ・ヒメシマはどういう関係なんだ？　会ったのは普通に考えて昨日が初めてだろ。なんでそんなことをする？」

　二人の当然の質問に、リカルは声を震ふるわせて答えた。

「…………そんなの……そんなの俺だってわかんねぇよ」

「……わかんねぇだ？　ふざけんじゃねぇよ。何が目的だ？」

　ジョンが土下座するリカルを警けい戒かいするが、リカルの言葉は変わらなかった。

「自分でも、本当にわけがわからねェンだよっ！　誰だれかに頭下げるのだって、本当は大っ嫌きらいだし、そんなことしなきゃいけない自分も嫌いだ！」

　土下座したまま、リカルは叫さけび続ける。

「それだけじゃない！　アイツの所為せいで金も時間も損したし、殴なぐられるし蹴けられるし、銃にだって撃たれて、踏ふんだり蹴ったりの目に遭あった！」

　リカルは顔を上げ、必死な表情で二人に訴える。

「だけど、仕方ないだろ！　身体からだが勝手に動いたんだよ！　助けたいって、思っちまったんだよッ！　こんな俺なんかに、合わせる顔はないって、わかってるけど……！」

　もう一度頭を下げ、リカルは腹の底から声を張り上げた。

「お願いします！　どうかアイツに……ユキに謝る機会を俺にくださいッ！」







　４　適性の搭とう乗じよう者







「…………うっ…ぅん……」

　ゆっくりと、重い瞼まぶたを開くと、清潔感のある白い天てん井じようが視界に入ってきた。

「……？　ここ……どこ……？」

　見覚えの無い天井。

　鉛なまりのように重い身体をどうにか動かして、ユキは起き上がる。

　自分がどうしてここにいるのか、よく頭を働かせて思い出してみる。

「………………あぁ、そっか……何も思い出せないんだっけ」

　そもそも自分の名前以外は何もわからない状じよう況きようだった、と思い出して思考を中断しようとしたとき、不意に彼女の視界に綺き麗れいに折り畳たたまれた青いバンダナが入ってきた。

「…………リカルさん？」

　その青いバンダナから連想される少年の名前を口にした途と端たん、彼女の頭に、その少年が力なく倒たおれていく映像がフラッシュバックした。

「あ、あぁぁあ……リカル、さん……リカルさん……！」

　頭を搔かきむしるようにして、彼女は取り乱す。

『起きたようだね』

「っ……その声……！」

　ユキは今まで自分が眠ねむっていたベッドから立ち上がり、傍かたわらにあった棚たなの上の青いバンダナを握にぎり締しめた。まるでそれがお守りのように、大事そうに握る。

　声の主はケビン・ライアス。

　その声は天井から聞こえてくる。周囲は鏡張りの壁かべとなっているが、おそらくどれか一つはマジックミラーで、そこからこちらを見ているのだろうとユキは考えた。

　そこに映る自分の姿を見ると、病院などで見られる白く清潔な検査着になっていた。

「っ……！」

　咄とつ嗟さに自分の身体を抱だきしめるユキ。まさか、自分が眠っている間に何かされたのではないかと考え、気持ち悪さに全身に鳥とり肌はだが立った。

『断っておくが君を着き替がえさせたのは私ではなく女性スタッフだ。君の貞てい操そうの無事は確実だよ。あんな汚よごれたままというのは、私が耐たえられないからね』

「……そ、そうですか」

　安心できる状況ではないが、その点に対してユキは安あん堵どした。

『姫ヒメ島シマ雪ユキ、三日ぶりに目覚めた気分はどうかな？』

「み……三日……？」

　そんなに眠っていたのかと知り、驚おどろきを隠せないユキ。

『疲ひ労ろう、という点もあるが、主おもな原因は精神面だろうね……まさかあのドブネズミが君にそこまで影えい響きようを与あたえるとは……おかげで実験が長引いた』

　ケビンの言う「ドブネズミ」が誰だれを指しているのかわかり、ユキは怒いかりに肩かたを震わせた。

「……リカルさんを、悪く言わないでください！」

　ユキの叫びに、天井から聞こえるケビンの声は明らかに落らく胆たんの色を見せる。

『はぁ……我々の正規の先祖である古代人が、まさかこんなだとは幻げん滅めつだな』

「……なんなんですか！　古代人とか、なんで私を攫さらうんです！」

『まだ記き憶おくが戻ってないのか？　おいおい……それでディライヴァーを起動できるのか？』

　呆あきれ気味のケビンの声に、ユキは苛いら立だちを覚える。

「だから、なんですかそれ！　貴方あなたは私の過去を知ってるんですか？　ディライヴァーっていったい何のことですか！」

　ユキのそんな発言に、スピーカーの向こうでケビンが押し黙だまった。

『…………やれやれ……どうやら、私の口から教えてやらないとわからないようだね。君は、今が西せい暦れき何年なのかわかるかな？』

「え……西暦……たしか……にせん…………あれ？」

　西暦を訊きかれても、答えられない自分にユキは啞然とする。

『……それもわからないとは、随ずい分ぶんと粗そ末まつなコールドスリープだったようだね。まぁいい。そもそも現代に西暦などというものは、存在しない』

「……西暦が、存在しない？」

『君だってとっくにわかっているだろ。ここは、君の知っている時代じゃないと』

「………………」

　ユキはケビンのその言葉に、何も答えることができなかった。

　バベル、都市、隕いん石せき、ステアクラスト。

　どれもユキにとっては拭ぬぐい切れないほどの違い和わ感かんを覚えさせるものであった。

『君は、今からざっと六〇〇年以上の過去からコールドスリープの後のちに目覚めた少女──我々が〝古代人〟と呼ぶほどの過去からやって来た人間だ』

「……過去」

『そうだ。君の故郷である日本と呼ばれた島国は、もうこの世界には存在していない』

「ッッ……！」

　まるで、頭を金かな槌づちで殴なぐられたような衝しよう撃げきに襲おそわれ、ユキの視界は一いつ瞬しゆん真っ暗になる。

　立っていることもできず、ベッドに腰こし掛かけてどうにか倒れることだけは回かい避ひした。

　記憶は無い。だが、確かにケビンの口にした国の名前をユキは知っていた。

「……日本が……ない？　そんな……噓うそ……だって…………！」

　肩を震わせ、青い顔のまま放心状態になるユキ。

『……腑ふに落ちんな。こんな脆ぜい弱じやくな少女が、ディライヴァーの搭乗者に選ばれるなど』

　ケビンはユキの様子を見てそう呟つぶやくが、もはやその声はユキには届いていない。

『まぁいい、すぐに着替えたまえ。洗った君の服をすぐに届けさせる』

　そこまで言って、ケビンの声は天井から聞こえなくなった。

　ユキは体を震わせ、その手に青いバンダナを握り締めたままベッドに伏ふした。

「う、うぅ……リカルさん……リカル、さん……！」

　いくらその名を呼んでも無意味だと知りつつも、ユキはリカルの名を呟いていた。




　◆




　ライアスは南北を高さ一〇〇ｍを超こえる断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに挟はさまれ、東西にはバベルの防ぼう御ぎよシールドに加え、盗とう賊ぞくなどの襲しゆう撃げきに対する強固な防衛システムを持った鉄てつ壁ぺきの要よう塞さい都市だ。

　総合的にトルメニアと違ちがって交易に乏とぼしくはあるが、その軍事技術はこの大陸屈くつ指しの先進都市。今まで数多くの性能の高いステアクラストを送り出してきた。故ゆえに向上心のある技術者は大たい抵てい集まってくる。

　交易は閉じた都市だが、その実国際色豊かな都市という二面性を持ち合わせる。

　そんなライアスであるが、やはりスラムというものは存在している。

　そんなスラムの一角で、空に向かって伸のびるバベルを見上げる少年がいた。

「…………」

　灰色がかった髪かみに日に焼けた肌はだ、トレードマークだった青いバンダナを今は頭に巻いていない。そう、リカルは今、ライアスのスラムにやってきていたのだ。

「おい、ガキ。サボってんじゃねぇぞ」

「……わかってる」

　ジョンの声に、リカルは近くにあった台車を押して鉄の塊かたまりを運うん搬ぱんする。

「それにしても……偽ぎ装そうのためとはいえ、ここまでする必要あったの？」

　アレーシャが見上げた方向には、量産型ステアクラストの代表のウードロースがあった。

　しかし、その脚きやく部ぶの装そう甲こうは取り外され、そこから別の赤い装甲が露ろ出しゆつしている。

　これは都市ライアスに無事に潜せん入にゆうするために、本物のウードロースの装甲を、アレーシャの乗るディライヴァー、マーク・ジアの機体に無理矢理張り付けて偽装したものだ。

　今は偽装用の装甲を剝はがし、作戦の下準備に取り掛かかっているというわけだ。

　無理矢理、と言ったが、本物のウードロースの装甲を用い、場所によっては溶よう接せつしたりもしているので一目見ただけでは本物との見分けがつかない。

　これらの部品は、すべてリカルの手持ちの金品で用意したものだ。

「俺に文句言うんじゃねェよ。ガキに言えガキに」

　黙もく々もくと装甲を剝がす作業をしているリカルは、投げやりな態度を取るジョンを一瞬だけ睨にらんでから、仏ぶつ頂ちよう面づらになって作業しながら語りだす。

「ライアスは軍事技術先進都市だ。中途半端な偽装は怪あやしまれるだけだし、かといって、未知のステアクラストで乗り込んで注目されたら行動しづらくなるだろ」

「あー、はいはい……テメェが正しい正しい。だとよ、アレーシャ、わかったか？」

「なんであなたが一番偉えらそうなのよ……ていうか、リカルにばっかり働かせないで、あなたも何かしなさいよ」

　アレーシャは先ほどから寝ねそべってタバコを吸うジョンを睨む。

　二人から蔑さげすみの視線を受けるジョンだが、そんなもの、どこ吹ふく風とでもいうように堂々とふんぞり返っていた。

「俺はこれから、テメェらにはわからねェ神経と集中力を使う作業を行うんだよ。そのためにこうして今は精神統一してんだ。これも立派な作業だ」

　ジョンのそんな言葉に、アレーシャは笑顔のままこめかみに微かすかに青筋を浮うかべた。

「あらー？　あたしは前に『俺たちはスポーツ選手じゃねぇ、兵士だ。本番になったら一瞬でスイッチ入れろ』……とか、カッコつけながら言ってるの聞いた覚えがあるのだけど、気のせいだったかしらねー？」

　ジョンは一瞬バツが悪そうに顔をしかめ、寝そべっていた上体を起こした。そしてリカルには聞こえないように声量を落として喋しやべる。

「別にいいじゃねェかよ。俺の分もそこのガキが働いてんだから」

「………………」

　リカルは先ほどから黙々とバーナーなどを駆く使しし、ジアからウードロースの装甲を取り払はらう作業を続けている。

「情けないとは思わないの？　物資もすべてリカルに用意させて、自分はプランしか考えていないとか」

「いや、まったく」

　即そく答とうするジョンにアレーシャは再び苛いら立だちを覚えた。

「あなた、人として、年長者として物もの凄すごく恥はずかしいわよ……」

　アレーシャからのそんな言葉をタバコをふかしながらジョンは聞き流し、横目でリカルを見てから小声でアレーシャに話しかける。

「すぐに作業を終わらせたら、予定の時間より早くあのガキが動くぞ」

「……どういうことよ？」

　ジョンが急に小声になり、それに反応してアレーシャも小声で訊たずねた。

「さっきからあのガキ、ユキ・ヒメシマが捕つかまっているバベルの方を見てやがる。大人おとなびてはいるが、根本はガキだ。可能ならすぐにでも動くんだよ、ああいう手合いは」

　ジョンはそう言ってから、日が傾かたむきつつもまだ明るい空を見上げた。

「マーキーでの射しや撃げきをより有効に活用するなら、闇やみ夜よに紛まぎれるのが一番だ。その方が成功率が上がる。チャンスは一回きりなんだから、より成功率が高いに越こしたことはねェ。だから予定時刻まであのガキを絶対に動かすわけにはいかねェンだよ」

「…………ちゃんと考えての行動だっていうの？」

「当然だ、大人舐なめんな」

「……確かに、それも一理あるわね」

　説得力のあるジョンの言葉に、アレーシャは感心する。

「というわけで俺は寝る。時間になったら起こせ」

　タバコの火を消して、その場で再び寝転がるジョン。

「…………」

　感心して損したと、アレーシャは冷たい眼まな差ざしをジョンに送った。もしかしたら今のはすべてサボるための口実だったのでは？　という考えすら浮かぶ。

「…………はぁ」

　アレーシャは近くに置いてあったクーラーボックスからパッキングされた飲料水を取り出して、今も作業を続けるリカルの方に歩み寄る。

「ほら、ちょっとは休きゆう憩けいしたら？」

「ん……ああ、サンキュ」

　差し出された水を受け取り、リカルは運んでいた台車から一いつ旦たん手を離はなす。

　バーナーを使用する作業は汗あせを大量にかく。その量から見てかなりの水分を失っていた。

　リカル自身、かなり渇かわきを感じていた様子で、飲み口から一気に水を吸い出し、喉のどを鳴らして飲み込んでいく。
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「──プハァ……ふぅ……あー、水が美味うまい」

「進み具合はどう？」

　リカルはウードロースの装甲が張り付けられているジアを見上げて全体の進行状じよう況きようを確認してから口を開く。

「これなら予定までには終わる。まぁ……アイツが手伝えばもっと早く終わるんだがな」

　リカルはそう、恨うらみがましく豪ごう快かいなイビキを立てているジョンを睨む。

「……クソ……早くユキをあそこから救い出さなきゃいけないってのに……！」

「…………」

　リカルの態度を見て、アレーシャは先ほどのジョンの考えが的を射ていることを知る。

「……あたしがこんなことを言うのもなんだけど、本当にそれでいいの？　仮にユキ・ヒメシマを救い出しても……貴方あなたは…………」

　不安気にリカルを見るアレーシャ。

　対してリカルは揺ゆるぎ無い眼差しでバベルを見る。

「構わない。そういう〝契けい約やく〟も既すでに承知している」

　リカルは即答してから、自分の胸元を指に力を込めて押さえつける。

「こんなことしたって、俺にとっては損する以外何も残らないけど……それでも俺は」

　リカルはライアスのバベルを見上げたまま、その意思を言葉に変えた。

「俺は……ユキに謝りたい。それで何がどうなるわけでもないけど、そうしたいんだ」




　◆




「…………なに、これ？」

　元の服に着き替がえ、ポケットに青いバンダナを入れたユキは、両手を手て錠じようで繫つながれていた。

　そして保安隊員に囲まれながら連れてこられたのはバベルの地下にあるステアクラストの専用格納庫であった。

　周辺には所ところ狭せましとステアクラストが陳ちん列れつされているのだが、その中に一つだけ形の異なる青い機体が存在していた。

　蒼そう穹きゆうと同じ色の光こう沢たくのある装甲、背中から腰よう部ぶにかけて取り付けられている大型のスラスター以外は特に目立った装備が無く、全体的に華きや奢しやな印象を受ける機体だが、不思議と弱々しさは微み塵じんも感じられない。

　ユキの言葉に、ケビンは呆あきれている。

「はぁ……これは元々君のディライヴァーだろ？　まぁ、今は私の物だがな……」

「わ、私の……これが……？」

　ユキは青いディライヴァーを見上げ、ジッとその姿を見つめる。

　だが、まったくわからない。ユキはこの青いディライヴァーが自分の物だと言われてもまったく実感がわいてこなかった。

「ちがう……これ、私のなんかじゃない……」

　震ふるえながら、首を横に振ふって否定するユキ。

　ケビンはそんなユキの言葉にため息を吐つきつつ、ディライヴァーの脚部に触ふれる。

「当然だ、もうこれは私の物なのだからな。とはいえ……どうやらパイロット認証が必要らしくてね、今の我々の技術ではどうやってもそれを解除できない。せいぜいハッチを開けるくらいで、それ以上は無理だった」

　青いディライヴァーの胸部。

　そこは、まるで主あるじの帰りを待っているかのようにハッチが開いたままになっていた。

「さて、と……」

　ケビンは懐ふところから黄金の拳けん銃じゆうを取り出す。

「っ…………！」

　ケビンの手にある拳銃を見て、自然とユキは体が強こわ張ばった。

　リカルを撃うった拳銃が今、自分に銃じゆう口こうを向けているのだ。

「さぁ、コレに乗って、パイロット認証を解除してもらおうか、姫島雪」

「そ、そんなこと言われても……私、そんなことできませんっ」

　ただやり方を知らないという意味でユキはそう言ったのだが、ケビンはそれを勘かん違ちがいし、拒きよ否ひしたのだと思って激げき昂こうする。

「君に選せん択たく権など無いっ。早く、この機体を私専用にするのだからなっ！」

　ユキは目に涙なみだを溜ためながら首を横に振る。

「で、でも……私はそんなこと──」

　──パンッ!!

　格納庫に響ひびいた銃じゆう声せい。

　ケビンがそのトリガーを引いたのだ。

「──あ、が…………？」

　ユキの隣となりにいた、保安隊員が撃たれた胸を押さえて倒たおれる。

「あ、ひっ……き、きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁ！」

　目の前で人が撃たれた。そのショックのあまりに悲鳴をあげるユキ。

　そんな悲鳴を無視し、ケビンはその銃口を、ユキの反対隣にいた保安隊員に向けた。

　ユキの周囲にいた保安隊員は何が起きたのかわからずに、ガタガタと震えだす。

「私は気が短い……君を殺さないように、代わりにそこの木偶でくを殺していく……あと三人か……君が私の〝お願い〟を拒否できる回数は、それだけだ」

「な、なんで……この人たちは関係ないじゃないですかっ！　殺すことなんて……！」

「ああ、関係ない。だからいくら殺しても問題は無い」

「そ、そんな……っ！」

　ケビンのあまりの言葉に、ユキは絶句する。

　リカルも冷れい酷こくな事は言った。だが、その分彼はその事実に苦しんでもいた。

　しかし、眼の前のこの男は違ちがう。

　本気で、本当に、心の底から思ったことを口に出している。

「さぁ……早く、私の言うとおりにしろ」

　そう言って、ケビンはその引き金に掛けた指に力をこめようとする。

「…………っ、わ、わかりました」

　本来、ユキはケビンの手下であるこの男たちを助ける義理などありはしない。

　それでも、ユキは目の前で困っている人を放っておけなかったのだ。

　そんなユキの優しさと覚かく悟ごも知らず、ケビンは満面の笑えみを浮かべながら銃を下げた。

「その返事を待っていた。さぁ、ディライヴァーに乗りなさい」

「…………はい」

　抵てい抗こうすれば、ここにいる人たちが殺される。

　そうとわかっているからユキは黙だまって、やり方もわからないまま青いディライヴァーの胸部コクピットへと足を踏ふみ入れた。

「手錠は外してやるが……下手へたなことはするなよ？」

「……はい」

　コクピットのすぐ外で、ケビンは黄金の拳銃をユキに向けた。

「…………えっと…………」

　実際にコクピットに座り、ユキは戸と惑まどう。

　何をどうすればいいのか、勝手がこれっぽっちもわからないのだ。

　それでも、一応パソコンの使い方程度は知っていたユキは、電源と思われるお約束のマークの入ったボタンに触れてみた。

　──ピーッ！

「え？」

　ボタンを押し切る前に鳴なり響いた電子音に、肩かたを撥はねさせて驚おどろくユキ。

　ボタンに触れた瞬しゆん間かんに、それ自体が光った。おそらく指し紋もん認証したのだろう。

「おぉぉ！　やはりか！　やはり動き出したか！」

　ケビンは稼か働どうした機器を見て、子どものように大声を出してはしゃぎだす。

『搭とう乗じよう者・姫島雪ヲ確認、搭乗者データ、ノ初期化ヲ、開始シマス』

「？　なんだ、おい……このコンピュータは何て言った？」

「え……えっと……？」

　ユキは電子音声の内容がわかったのだが、ケビンは何を言ったのかわからない様子だ。

　それによって、ユキは驚きの事態に今いま更さらながら気づく。

（あ、あれ……今の日本語…………え？　それじゃ、私……今まで日本語じゃなくて、別の言葉で喋しやべってた？）

『一㎞圏けん内ないニ、腕うで輪わノ存在、確認──ジジジジッ──新タナ、被ひ験けん体たい、トシテ、搭乗者登録、開始──ガガ──ナノマシン注入』

「え……？」

　このノイズ混じりの電子音声の言っていることが何を指しているのか、ユキにはわからなかったが、なんとなく、漠ばく然ぜんとした感覚ではあるが、なぜだか取り返しのつかないことをしてしまった、そんな感情を、ユキはこの時に覚えたのだった。




　◆




　時刻は深夜。

　スラム街の中でも特に人が多く、それでいてどこか怪あやしげな雰ふん囲い気きのある場所があった。

「おい、本当にこの先にいるんだよな？」

「もっちろんですよっ。仕入れたばかりの……〝極上品〟ですよぉ」

　そんな場所に、ニヤニヤと厭いやらしい笑みを浮うかべた二人の保安隊の男がいて、その二人の先には灰色の髪かみをした少年が揉もみ手でで言葉の最後だけをわざと強調して言った。

　そんな言葉を聞いて、男二人の表情はますます厭らしさが増していく。

「ついてるなァ……しっかし……仕入れたばかりってことは初物だよな？」

「ああ。最近はもうこの辺りは全部食っちまったし……新しいの欲しかったんだよなァ」

「どうぞ、こちらですよ」

　愉ゆ快かい気に下げ賤せんな会話をする保安隊員に背を向け、灰色の髪の少年は路地裏へ入っていく。

　人の多かった区画から人ひと気けのない路地裏を進んでいく三人。

「……おい、本当にこの先に女がいるんだろうな？」

　保安隊員の一人がそんな質問をすると、少年は不敵な笑みを浮かべて答えた。

「お疑いでしたら……引き返してもらっても構いませんよ？」

　少年のその言葉に、もう一人の保安隊員が同意する。

「そうだそうだ、嫌いやなら帰れよ。俺一人で初物をしっぽり堪たん能のうするからなっ」

　口角を吊つり上げ、歯を見せて笑う男に、疑いをかけていた男は眉まゆをひそめた。

「冗じよう談だんじゃねぇ。一応の確認だ、確認。ここで逃のがすような馬ば鹿かはしねぇよ」

　そう言って、そこから先は男たちは黙って少年の後をついて行く。

「つきましたよ、あちらにいるのが……お二人のお相手をします」

「おっ……これはなかなか美人だな」

「おお、そうだな……まぁ、ちょっとばかし胸が小さいがな」

「…………（イラッ）」

　男たちの言葉に、路地裏の先で待ち構えていた少女は顔の表情を引きつらせた。

　しかし、少女は気品のある微笑ほほえみを保ち、「小さい」発言をした男へと歩み寄っていく。

「おっ……まずは俺からか？」

「…………ええ……──アンタの方を殴なぐりたいと思ったからね」

「……は？　──ゴハッ!!」

　少女──アレーシャは至し近きん距きよ離りでその肘ひじを男の腹にめり込ませ、一いち撃げきで意識を奪うばう。

「な、なにしやがるこのア────ギッ!?」

　もう一人の保安隊員がアレーシャに対して殴りかかろうとしたとき、少年──リカルが後ろから男の首を服の襟えりを利用して締しめ上げる。

「アンタらに怨うらみは無い。命までは奪わないから、安心しろよ」

「が、ぐ！　────あ……」

　意識が完全に飛んだのか、締め上げられた男は完全に動かなくなった。

「……よし」

　リカルはそう呟つぶやいて男を離はなし、意識の無いうちに服を脱ぬがせ、拘こう束そくする。

「……鮮あざやかな手て際ぎわね」

「師し匠しように絞しめ技わざを教えられてな。それより、ほらアレーシャも着き替がえろよ」

　保安隊の服を着込んだリカルは、もう一人の脱がせた服をアレーシャに渡わたす。

「はぁ……こんな奴やつらの服に袖そでを通すなんて……身が汚けがされる思いだわ」

　アレーシャはそんなことを呟いてリカルから手渡された制服を見てため息を吐つく。

　先ほどの会話からわかるように、二人がいるのは男が性的欲よつ求きゆうを発散するための施し設せつが多く並ぶ区画なのだ。そこにやって来た保安隊員を連れ込み、服を奪ったわけだ。

『アレーシャ……下らないこと言ってないでさっさと着ろ』

　二人の耳につけられた小型のイヤホンから、呆あきれたジョンの声が聞こえてくる。

「でも……」

『ガタガタ言うな。バベルに潜せん入にゆうするなら、保安隊員に変装するのが一番だ』

「……わかったわよ」

　不満そうながらも制服を持ってアレーシャは路地の曲がり角に姿を消した。

　ちなみに、今このライアスの中にいるのはリカルとアレーシャの二人だけ。

　ジョンはバックアップとして黒いディライヴァー、マーク・マーキーに乗って、南側の崖がけの上からライフルを構えてこちらを見ている。

「確認だ。まず俺とアレーシャでバベル内に侵しん入にゆうし、警備室の一つを制圧、その後ユキの居場所を見つけ次し第だい、グラサン、アンタが狙そ撃げきでライアスの保安隊を混乱させる。その隙すきに俺たちがユキをつれてバベル内から脱だつ出しゆつし、スラムに隠かくしたジアで都市の外へ……これでいいな？」

『策というほど凝こったもんではないが、そんなもんだ。言うのは容易たやすいが、お前らが警備室を制圧できるかがあやしいな』

　ジョンの疑うような声に、リカルの代わりにアレーシャが答えた。

「その心配ならいらないわ……コイツ、体術ならたぶんあなたと互ご角かくよ」

　そう言って、アレーシャが保安隊の制服に着替えて出てきた。

　肩まである髪は後ろでまとめ、その上から保安隊用の帽ぼう子しを被かぶれば特に目立たない。

　リカルはアレーシャの変装に怪しい点が無いかを確かめる。

「問題は無さそうだな」

「そう……？　やっぱり男の服を女のあたしが着るのって不自然じゃない？」

「小こ柄がらな男ってことにしておけばいいさ」

　二人がそう会話していると、通信機の向こうから笑い声がした。

『くはははっ……安心しろアレーシャ。お前、遠目から見れば野や郎ろうみたいに起き伏ふくの少ねぇ身体からだなんだからバレりゃしねぇよ』

「黙れ、セクハラおやじ」

『おやじ……ッ!?』

　アレーシャの言葉に絶句したのか、通信機の向こうから何も聞こえなくなる。

「……頼たのむからさ、真ま面じ目めにやってくれよ」

　そんな二人のやり取りを聞いていたリカルは呆れ気味に嘆たん息そくするのであった。

「わかってるわよ……移動を開始するわよ」

　アレーシャは保安隊の帽子を深く被って顔を見られないようにして路地から出ていく。

　リカルも同様に帽子を深く被って顔を隠すようにして、アレーシャについて行く。

　そして二人は保安隊員に成りすまし、バベルへと向かう。

　──ライアス・バベル第六区画。

　貧困層の者が入れる第五区画よりも上で、本来ならいちいち入るのに通行料がかかる。

　そんな場所であるが、作戦通り二人は無事に潜入をしてみせた。

「上手うまく潜入できたな……」

「……そうね」

　人目の無い場所に移動してから、二人は今後の方針について考える。

「さて……保安隊の見張ってる警備室の制圧か……流石さすがに徒と手しゆ空くう拳けんじゃ厳しいわね」

「だったら、まずは保安隊の装備を拝借しようぜ。銃じゆうがあるだけでかなり楽になる」

「そうね。そうしましょうか」

　互たがいに次の行動を確認し、実行に移そうとした時だった。

「……ん？」

「？　……どうしたのよ？」

　急にリカルがその表情を変えたのを見て、アレーシャがそう訊たずねる。

「いや……なんか、動いてるっていうか……」

　リカルは懐ふところを漁あさって何かを取り出す。それはリカルがユキから受け取った腕輪であった。

　その腕輪は小刻みに振しん動どうしていて、よく見ると中心部分が赤く点てん滅めつしている。

「？　なんだ……これ？」

　リカルは腕輪の変化に首を傾かしげ、何が原因でこうなったのか確かめることにした。

　一方、アレーシャはその腕輪の反応を見て驚きよう愕がくしていた。

「だ、駄だ目め！　すぐに腕輪を捨ててっ！」

「え？」

　いきなりそんなことを言われて思わず動きが止まるリカル。

　アレーシャの叫さけびも虚むなしく、リカルの人差し指が、腕輪の内側に触ふれたその瞬しゆん間かんだった。

　──プシュッ！

「痛ッ!?」

　何かに刺さされたような感覚を覚え、驚おどろきのあまりにリカルは腕輪を落とした。

　腕輪を落としたリカルの左手──人差し指の先では玉のように血がふくらみ、やがてそれは筋となってリカルの腕うでを伝っていく。

「な、なんだ？　何が起きた？」

　わけもわからず、出血した箇か所しよを押さえて困こん惑わくするリカル。

　対してアレーシャはすぐにリカルの手を摑つかんだ。

「うそっ……なんでこんな時に……！」

　顔を青くしながら、アレーシャは力ちから一いつ杯ぱいにリカルの手首を両手でつかむ。

「ちょ、いたたたたっ！　血流止まる、血流止まるっ！」

　左手首から上の感覚が徐じよ々じよに無くなっていき、みるみるその色も土つち気け色になっていく。

「死ぬよりマシでしょ！」

　かなり切せつ迫ぱくした様子のアレーシャだが、わけのわからないリカルは苛いら立だちがつのる。

「な、何を言ってんだよ、痛ェから放せっての！」

「──あ！」

　強引にアレーシャの手を振ふり解ほどくリカル。

　その瞬間、リカルは自身の手に血流が戻もどってくるのを感じた。

「はぁ……たくっ……いきなりなんだよ？」

　リカルは左手を擦こすりながら、アレーシャを白い目で見た。

「…………平気、なの？」

「はぁ……だからいきなりなん──」

　──ガチッ

「なん──だ、あ…………」

　勝手に自分の中で危険を知らせるスイッチが入った。運び屋になる前に、生き残るために鍛きたえ上げられた直感が、自身の体に危険が迫せまっていることをリカルに報しらせる。

「……が、あ……！」

　──ドクンッ

　まるで頭に心臓が移動したかのような、ハッキリとした鼓こ動どうの音が聞こえる。

「ちょっと、やっぱり駄目なんじゃない！」

　アレーシャが駆かけ寄ってリカルに叫ぶが、当のリカルにはそれがまったく聞こえない。

　──ドクンッ、ドクンッ

　鼓動が激しくなり、呼吸がまともにできなくて苦しくなる。

「あ、がああぁぁぁぁぁああぁぁあぁぁぁああああっ！」

　全身に激しい痛みが走り、堪たまらずリカルは絶ぜつ叫きようしながらその場でのたうち回る。

　まるで全身の内側から血管、神経、ありとあらゆるものに沿って、細長いチューブが無理矢理に差し込まれていくような感覚。

　内側から肉が裂さけるような激痛と、異物を挿そう入にゆうされたような不快感が同時に襲おそい掛かかる。

「はあぁぁぁ、あ、ぐぅぅぅぅうぅぅぅ！」

『おい、どうした？　何があった？』

　通信機から聞こえてきたジョンの声に、アレーシャはすぐに状じよう況きようを報告。

「ユキ・ヒメシマの腕うで輪わが反応したの！　あの子、ディライヴァーの搭とう乗じよう者だったの！」

『なんだと！　まさか、ナノマシンがガキに打たれたのか!!』

「そうみたいだけど……！　おかしいの！　一いつ瞬しゆん適合したのかと思ったら、これまで見たこともないように激しく苦しみだして……！」

『は？　適性が無いなら、一瞬で死ぬはずじゃなかったか？』

「そんなの知らないわよ！」

　アレーシャは通信機に向かって絶叫しながら暴れるリカルを押さえつける。

　──ドクンドクンドクンドクンドクンッ！！！！！！

　心臓の鼓動が一つずつ刻まれるたびに、全身が破は裂れつしてしまうのではないかと思ってしまうほどの痛みが、リカルを蝕むしばみ、苦しめる。

「が、あ……ぐっ──ぎっ!?」

「ちょっと！　意識をしっかり持って！」

　首を搔かき毟むしりそうになったリカルだが、すぐにアレーシャが手を押さえつけてくれた。

　──ドドドドドドドドドドドドドドッ！！！！！！！！

　心臓の鼓動があり得ないほどに加速し、頭の中に鳴なり響ひびく。

　身体は激しく痙けい攣れんし、身体中から脂あぶら汗あせが滲にじみ出る。

「く、あ────」

　そして、急にリカルは身体の痛みが引いていく感覚に襲われ、同時に、その意識が肉体から明確に離れていくのがわかった。




　◆




『──ガガッ──測定完かん了りよう、適正ヲＡ＋、ト認定……現段階ヲ以もつテ、当機ハ、搭乗者、ヲ、固定、スル──待機モード、ニ、移行、ス…………ル──プツンッ』

　電子音声は停止し、同時に、稼か働どうしていたすべてのコンピュータが停止してしまった。

「……え？　な、なんで……？」

　何が起きたのかわからず、ユキはひとまずもう一度電源と思われるボタンを押してみる。

「……どうしたのかな？」

　拳けん銃じゆうを構えたケビンが首を傾げながらユキを見る。

「あ、あれ……なんで？　なんで……！」

　ユキは顔を青くしながら何度も電源と思われるボタンを押したり、他のレバーやペダルを動かしてみたりするが、先ほどのように青いディライヴァーが反応を示すことは無い。

「……う、動かない……やっぱり、動かない……」

「…………あ？」

　ユキの呟つぶやきを聞き、ケビンはその額に青筋を浮うかべた。

「…………君、ちょっとその席を私に空けなさい」

「……は、はい」

　口調こそ丁てい寧ねいだが、ケビンは明らかに怒おこっている。

　ユキは急いでコクピットから出て席をケビンに譲ゆずった。

　ケビンはディライヴァーの中に入り、手当たり次第に機器を動かしてみる。

　しかし、やはり青いディライヴァーはうんともすんとも反応を示さない。

「………………」

　ケビンは無言でコクピットから出て、外で待っているユキを見た。

「っ……！」

　ケビンから睨にらまれた瞬間、ユキは恐きよう怖ふした。蛇へびに睨まれた蛙かえる、まさにそんな心境だった。

　ケビンのユキを見る目は、まるで仇かたきを見るような目であった。

「おい、取り押さえろ」

「「はっ！」」

　ケビンの命令に、すぐさま保安隊員がユキの腕を摑んで拘こう束そくしてきた。

「なっ、は、放して！」

　ユキは抵てい抗こうするが、大人おとなの男数人に摑まれては少女の細ほそ腕うでで振り払はらうことはできない。

　憤ふん怒ぬの形相のケビンは拳銃を片手にユキに近づいてきて、その拳銃をユキに突つきつけた。

「おまえ……私のディライヴァーに何をした！」

　ユキは震ふるえながらも精せい一いつ杯ぱいに事実を叫んだ。

「わ、私は何もしてない……！　言われた通り、やろうとしただけで……！」

　ユキだって何が起きたのかわからない。しかしケビンの怒いかりはそれで収まるはずがない。

「噓うそをつくなぁ！」

　──バチンッ！

「ッ！」

　ケビンは思い切りユキの顔を叩たたき、ユキの頰ほおは真っ赤に腫はれあがる。

「動かせ！　早く私のディライヴァーを動かせっ！」

「だか、ら……私はそんなやり方知りません！」

　涙なみだ目めになって必死に訴うつたえる。

「ッ～～～、この糞くそガキがぁぁぁぁぁぁぁ！」

　拳銃を構えるケビン。今度は本気で自分を撃うつ気だと、ユキは判断した。

　ここで自分は殺されるのか？

　そう思った時、ユキの脳のう裏りには一人の少年の顔が浮かんだ。

（──助け、て……）

　恐怖に混乱し、その少年がこの場にいないとわかりきっているのに、ユキは口を開く。

「──助けて……」

　ユキがその言葉を口にした瞬間だった。

　──ギンッ！

　突とつ如じよ、ケビンの背後から閃せん光こうが放たれた。

「……は？」

　拳銃を構えたまま振り返るケビン。

　──ギギギギギッ！

　膝ひざを突ついたポーズで固定されていた青いディライヴァー。

　今まで何の反応も示さなかった頭部のメインカメラ部分が光を放ち、手足を固定していたアームもお構いなしで立ち上がり、破は壊かいする。

　そして、胸部ハッチを開いたまま、青いディライヴァーは完全に立ち上がった。

　その姿を見たケビンは、大きく目を見開きながら、口元をつり上げた。

「…………う、動いた？　私の、私のディライヴァーが……動いている！」

　感動したように、ユキに向けた銃を下げて、ディライヴァーに近づいていく。

「は、ははは！　理由はわからんが、とにかく私を乗せるんだディライヴァー！　お前は私のものだ！」

『────ジジッ、ガガガッ』

　青いディライヴァーはその頭部を動かし、自分の足元にいるケビンを見た。

「ステアクラストが……勝手に動いた？」

「ケビン様、危険です！」

　部下たちが何かを言っているが、ケビンには何も聞こえていない。

　ただ目の前の青いディライヴァーに夢中になっている。

「さぁ、私を乗せるんだ、ディライヴァー」

『…………──スナ』

　青いディライヴァーは電子音声を発する。しかも今度はケビンにも理解できる言葉でだ。

『──ユキ、ニ…………手ヲ、出スナ』

「……………は？」

　まるで人間のようにその意思を言語として発したことにケビンは驚おどろきのあまり硬こう直ちよくする。

　青いディライヴァーはその右みぎ腕うでを振ふり上げ、ケビンに向けてその拳こぶしを振り下ろす。

「ナッ!?」

　咄とつ嗟さに横に跳とんだケビン。

　信じがたいことに、人の乗っていないステアクラストが襲い掛かってきた。

「う、うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　情けない悲鳴をあげながら、ケビンは青いディライヴァーから離れていく。

　その事実に、周囲にいた保安隊員や技術者たちは啞あ然ぜんとしてしまう。

「ひ、ひぃ！」「うわぁ！」

　ケビンに襲い掛かったディライヴァーの姿を見て、ユキを拘束していた保安隊員たちはすぐさま逃にげていく。

　一方、ユキは拳銃を向けられた時点で腰こしが抜ぬけていたためにその場に座り込み、啞然とした表情で青いディライヴァーを見上げていた。

「…………なに？」

　ゆっくりと、青いディライヴァーはユキの方へ歩み寄る。

　そしてユキの前で両膝を突き、まるでユキを守るよう、かつ潰つぶさないように覆おおい被かぶさってくる。さながら亀かめのようにユキを守るために身体を丸めたのだ。

　周囲をディライヴァーの胴どう体たいで覆われ、頭部の光を見てユキは訊たずねた。

「…………誰だれなの？　どうして、私の名前を知っているの……」

　ポケットにしまっていたバンダナをそっと握にぎるユキ。

　現実的に考えてあり得ない。そのはずなのに、ユキはそう問わずにはいられなかった。

『…………ユキ……待ッテ、ロヨ』

　確かにそう言って、青いディライヴァーの光が消え、その稼働を停止する。




　◆




「────ユキィ！」

　リカルは勢いよく、叫さけびながらその場で跳び起きた。

「キャッ!?」

　あまりに突とつ然ぜんだったので、アレーシャは甲かん高だかい声を出して驚く。

「っ……！　あ、あれ？　ユキ！　ユキ！　どこにいるんだ！」

　リカルは周囲を見回し、何故か自分の両手や服の内側まで確認しながらユキの名を呼ぶ。

「ちょっと落ち着きなさいよ……というか、ユキ・ヒメシマがあんたの服の中に入るほど小さいわけないでしょ……それより平気なの、あんた？」

「え……何が？」

「何がって……アレだけ喚わめき散らした挙あげ句く気絶しておいてよくそんなこと言えるわね」

　アレーシャはそう言いながらリカルの顔色を見る。

「ちょっと動かないで」

「え、ん？　なんだ？」

　アレーシャはリカルの頭を両手で固定し、その眼を覗のぞき込む。

　そして、リカルの眼球の奥に、微かすかに光こう沢たくを放つ存在があることを確認した。

「……やっぱり……あなた、適性があったのね」

「は？　なんだよいきなり……？」

「……あなた、さっき腕うで輪わから打ち込まれたナノマシンが適合してディライヴァーの搭とう乗じよう者になっちゃったのよ」

　アレーシャの手にはリカルがユキから預かった腕輪があった。

　それを見つつ、リカルはアレーシャの口にした単語を反はん芻すうする。

「ディライヴァー……ディライヴァー…………………あっ！」

　何かを思い出したかのように、リカルはすぐさま立ち上がる。

「それだ！　そのディライヴァーが格納庫にあって、ユキもそこにいたんだ！」

「……どういうこと？」

　何を言っているのかわからずに首を傾かしげるアレーシャにリカルは必死に訴うつたえる。

「いや、だから！　さっきまで俺、格納庫にいたんだよ！」

「いやいや、あなたさっきまでずっとここで気絶してたわよ？」

「いやいやいや、そうだけどそうじゃなくて……確かに俺格納庫にいて、デッカくなってて、俺の事をケビンの野や郎ろうが『ディライヴァー』って呼んで、ユキが小さくなってて!!」

『落ち着けガキども、そして「いやいや」やかましいぞコラっ』

　イヤホンから聞こえてきたジョンの声は冷静にリカルに問いただす。

『とりあえず、ガキ……ディライヴァーとユキ・ヒメシマは格納庫にいるのか？』

　リカルは力強く頷うなずきながら断言する。

「間ま違ちがいない」

『……なるほどな。なら、地下に向かった方がいいかもな。バベルでステアクラストのある場所なんてそこくらいだろうし』

「ちょっと、本気で言ってるの？」

　アレーシャは当然のようにジョンの提案に異を唱える。リカルのわけのわからないそんな言葉を信じるなど、尋じん常じようではない。

『だが、このライアスにディライヴァーがあるのは確実だ。ユキ・ヒメシマもそこにいる可能性は極めて高いぞ』

「っ……た、確かにそうだけど……」

『わかったならジアを取りに行け。ガキ、テメェはそのディライヴァーを奪うばってユキ・ヒメシマと一いつ緒しよに脱だつ出しゆつしろ』

「は？　奪うって、なんでだ？」

　ユキを助けるならまだしも、どうしてディライヴァーまで奪うのかわからないリカルは思わずそんな質問をしてしまう。

『もうテメェが搭乗者になっちまったんだから責任持て。男だろ』

「はぁ……まったく……ほら、これ。ちゃんと腕うでに着けときなさいよ」

　ジョンはどことなく落らく胆たんの色のこもった言葉を残して通信を切り、アレーシャもため息を吐つきながら腕輪をリカルに渡わたした。

「え？　……なんで？」

「なんでも、よ。その腕輪があれば、もうディライヴァーは自由に動かせるから」

「あ、ああ……」

　よくわからないまま、リカルは腕輪を受け取って左手首に着ける。

「あたしはジアを使って格納庫に突とつ入にゆうする。その混乱に乗じてあなたがユキ・ヒメシマを保護してディライヴァーで脱出する。連れん絡らくするまで待機よ。いいわね？　待機、よ」

「わ、わかった……こいつらのパスなら地下エレベータで直通だから、通信くるまで大人おとなしくこの区画で待機してるよ」

「そう……ちゃんと待機してなさいよ？」

　リカルにそう何度も念を押してから、ユキは走って去って行く。

「いきなり搭乗者って言われてもな…………っ！」

　なんとなく腕輪を眺ながめていたリカル。

　その瞬しゆん間かんに頭の中にあるイメージが流れ込んできた。

　──四方を囲んでくるウードロース。

　──恐きよう怖ふし、震ふるえているユキ。

　何の脈みやく絡らくも無く、そんな光景が頭を過よぎる。

　そして、それらはやけに現実味を帯びているようにリカルには思えてならない。

「……どうやら、おとなしく待機してるってわけにはいかないみたいだな」

　リカルはその場から走り出し、迷うことなく地下直通のエレベータを目指すのであった。
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「早く持ち上げろ！」

　ケビンの怒ど鳴なり声が格納庫に響ひびく。

　ウードロース四機が、亀かめのように丸まった青いディライヴァーを動かそうとしていた。

「いいか！　私のディライヴァーに傷をつければ、お前らの一いち族ぞく郎ろう党とう皆殺しにしてやるからな！　時間は掛かけるな！　早くコクピットを開放しろ！」

　無茶苦茶な注文を飛ばすケビン。

　本来ならディライヴァーをひっくり返して終わりだが、ケビンがあれではそうすることもできず、四機のウードロースでゆっくりと持ち上げる、という手法が取られる。

「あ、あぁ……！」

　ユキは怯おびえながらディライヴァーの下で震ふるえる。

　ようやく危険から逃のがれられたと思ったらすぐにこれなのだから無理はない。

「誰だれか……誰か、助けて……！」

　ポケットから取り出した青いバンダナを握にぎり締しめ、祈いのるように助けを乞こう。

　しかし、先ほどのように青いディライヴァーが勝手に動き出す、ということは無い。

　そして、とうとう四機のウードロースが青いディライヴァーを包囲し、その指がディライヴァーの手足を摑つかんだ。

『よし、同時に、ゆっくりと持ち上げるぞ』

『『『了りよう解かい』』』

　隊長が乗るウードロースが指示を出し、それに他の三機が従う。

　そして、ゆっくりと、三〇㎝ほどディライヴァーが浮うき上がる。

「っ…………！」

　先ほどの脅きよう威いがまた近づいてくる。その事実にユキは全身が震えだす。

　さらにディライヴァーが持ち上げられた。今度はざっと六〇㎝ほど。

　そこからさらに持ち上げられた時には、ディライヴァーの両りよう腕うでの下を潜くぐり抜ぬけ、ケビンがユキの前に姿を現し、銃を向けてきた。

「さて……ずいぶんと舐なめた真似まねをしてくれたね……姫ヒメ島シマ雪ユキ」

「な、なにを……？」

　ケビンの言っている意味がわからずに怯えて震えるユキ。

　銃じゆう口こうをユキに向けたまま、ケビンは殺意を込めた視線を送った。

「決まっているだろ……！　無人のディライヴァーで私を襲おそうように設定したのは、君なのだろ？　味なマネをしてくれる。おとなしい顔してやることがえげつないねぇ……」

　どうやら、ケビンは先ほどディライヴァーが自分を潰つぶそうとしたのはユキの差し金だと思っているらしい。

　事実は違ちがうが、言ったところでこの男は信じないとユキは頰ほおの痛みと共に実感している。

「どちらにしろ、ディライヴァーが動くとわかれば君は用済みだ……ここで死ぬといい」

　撃げき鉄てつを引いて、ユキの頭部に狙ねらいを定さだめるケビン。

　──ピーッ

　その時、何の前まえ触ぶれも無く地下格納庫のエレベータの扉とびらが開き、かなり慌あわてた様子の帽ぼう子しを深く被かぶった保安隊員が出てきた。

「ケ、ケビン様！　大変です！」

「あ？　これから楽しいって時に……一体なんだ！」

　苛いら立だちながら叫さけぶケビン。

　その保安隊員はある程度近くまで駆かけ寄ってくると、敬礼をしながら叫んだ。

「し、侵しん入にゆう者です！　ホルトゥスと思われる赤いステアクラストが、確認されました！」

　その隊員の報告に、ケビンだけでなく、他の者たち全員に動どう揺ようが走る。

「なんだと……!?」「何時いつの間に……！」

　ケビンは舌打ちして周囲を見回す。

「保安隊、出しゆつ撃げきしろ！　捕ほ獲かくが無理なら破は壊かいして構わん！」

　ケビンの指示に、今まで待機していた保安隊が、ステアクラストのもとへ向かう。

「まったく……肝かん心じんな時に邪じや魔まに入ってくる連中だ……！」

　ケビンは苛立ちながらそう呟つぶやき、敬礼したままの保安隊員を睨にらんだ。

「貴様も、さっさと自分のステアクラストで出撃しろ！」

「はっ！　かしこまりました！　では、失礼して」

　保安隊員はおもむろに、まるでそれが当然と言わんばかりに青いディライヴァーの手の下を潜り抜けてユキやケビンと同じところまで入ってきた。

「……おい、何をしている？」

「──何って、そりゃ……俺が何しに来たかなんて、決まってる」

　保安隊員は帽子を捨て、好戦的な笑えみを浮かべたその顔を晒さらす。

「なっ……！　な、なんでお前が……！」

　そこに現れた少年の顔を見て驚きよう愕がくするケビン。

「……あ、あ…………」

　そして、ユキはそこに現れたものの顔を見て嬉うれしさのあまりに涙なみだを流した。

「リカルさんっ！」

　ユキから名を呼ばれ、保安隊員の格好をしたリカルは優しく微笑ほほえみかける。

「ユキ、助けに来たぜ」

「こ、この──ドブネズミがぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　至し近きん距きよ離りでリカルに拳けん銃じゆうを向けようとするケビン。

　だが、それはあまりに遅おそすぎた。

「距離を考えろ。ここは俺の間合いだ」

　左手しゆ刀とうでリカルはケビンの拳銃を叩たたき落とし、右拳こぶしをしっかりと握にぎり締める。

「オラッ！」

　力強く踏ふみ込こみ、流れるような体たい捌さばきで拳を放つリカル。

　拳は的確にケビンの正中線を捉とらえ、ケビンを吹ふき飛とばしてしまう。

『え？　ケビン様!!』

　ステアクラストに乗ってディライヴァーを持ち上げていた保安隊員は驚おどろきの声をあげる。

　他のステアクラストに乗り込もうとしていた隊員たちも同様だ。

　本来ならケビンのことを守り、異変にすぐに対応すべきだったのだが、さっきのリカルの報告でステアクラストに乗ろうとしていたがために完全にケビンから意識が逸それていた。

「よーし、ちょっとスッキリッ」

　リカルはケビンを殴なぐった手をプラプラと揺ゆらし、すぐにユキの前に立つ。

「立てるか？」

　リカルから手を差し伸のべられるユキだが、気まずそうに首を横に振ふる。

「え……あ、その……腰こしが……抜けちゃって……」

　ユキが涙目でそう言うと、リカルはしばし黙もつ考こうし、ユキに謝罪する。

「そうか、なら………………ちょっと、ごめんな」

「え、わ、わわっ……！」

　リカルは素早くユキを抱だきかかえ、軽い身のこなしで開きっぱなしになっていたディライヴァーの胸部ハッチの中へと飛び込む。

　リカルがコクピットの中に飛び込んだ途と端たん、ハッチは自動的にしまった。

　リカルは座席に座り、ユキを抱きしめたままシートベルトで身体からだを固定する。

「えっ……あ、ああの……！」

　リカルとかなり密着した状じよう況きように顔を赤くして戸と惑まどうユキ。それと同じくらい、表情は変わっていないのだがどことなく強こわ張ばった顔のままリカルの顔も赤くなっていた。
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「今はその……我が慢まんしてくれ。その、できるだけ俺も意識はしないようにするから………………苦しいだろうけど、我慢してくれよ」

　リカルが「緊きん急きゆう事態だからな」と付け足すと、ユキは顔を赤くしたまま頷うなずく。

「あ、はい……じゃなくて、どうしてここに？　リカルさん、確かにあの時……！」

　ユキがその言葉の先を告げる前に、コクピット内に別の音が響ひびく。

　──ピーッ

　電子音が響き渡わたり、すべてのモニターが灯ともる。

「え……？」

　先ほどまでまったく動かなかったはずのディライヴァーが反応を示し、ユキは驚きを隠かくせずにリカルの事を見た。リカルは自分の左手に着けた腕うで輪わを一いち瞥べつする。

「アイツらの言った通りか。……ユキ、話は後だ。まずは脱だつ出しゆつだ」

「は、はい…………ッ、リカルさん、後ろ！」

「ん？」

　ユキに指し摘てきされて振り返ろうとするリカル。

　だが、その前にシートの真後ろから伸びてきたアームがリカルの首を固定した。

　──バチンッ！

「アガッ!?」

　まるでスタンガンでも押し当てられたような痛みに思わず悲鳴をあげるリカル。

「リカルさん！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ……ちょっとびっくりしただけで……まぁ、結構痛いけど」

　リカルが首に手を回すと、首の後ろ半分が機械で固定されてしまっていた。

　可動式なのか、動きは制限されないし、別段窮きゆう屈くつでもない。

「なんなんだこれ……？　普ふ通つうのステアクラストにこんなもんはないはずなのに……」

　そんな疑問を持っている間に、コクピットが激しく揺れる。

「っ……こいつらっ！」

　機体を摑んでいた四機のウードロースがディライヴァーをひっくり返そうとしていたのだ。どうやら、強引にハッチを開けようとしているらしい。

「好き勝手にやらせるかよ！」

　リカルは目の前にあった操そう縦じゆう桿かんを握り締め、フットペダルを踏みしめる。すると、ディライヴァーの腰よう部ぶに取り付けられていたスラスターが青白い炎ほのおを噴ふき出した。

　その勢いでウードロースの捕ほ縛ばくを振り切り、一気にその場から跳とび上がると、格納庫にいたすべての人間の視線が、青いディライヴァーに釘くぎ付づけになる。天てん井じようスレスレまで跳び上がった青いディライヴァーは空中で一回転し、そのまま見事に着地をして、振り返る。

「……こいつは……！」

　今の機動、普通のステアクラストでは到とう底てい不可能な動きだ。それを難なく行ってみせたこの青いディライヴァーにリカルは驚愕を隠せない。

『動くな、お前は完全に包囲されているぞ！』

　青いディライヴァーの集音マイクが、外部からそんな音声を拾った。先ほど捕縛を振り切られたウードロースが、青いディライヴァーを取り囲むように移動している。

「……リカルさん……」

　ユキが不安そうに見上げてくる。至近距離で上うわ目め遣づかいの組み合わせ、リカルは場ば違ちがいにも胸が高鳴った。密着していることでバレないかと不安に思いつつも、平静を装よそおう。

「ゴホッ…………はっ……問題ねェよ、この程度」

「……え？」

　ユキの予想に反し、リカルは微笑みながら軽い口調でそう言い切った。

「『信じろ』とか、俺に言う資格は無いけどさ……それでも俺は絶対にお前をここから連れ出して外に〝運ぶ〟んだ。それが俺の仕事だ。安心しろ、腕うでは確かだぜ？」

　リカルは、経験に裏打ちされた自信をもってそう断言した。それを見た瞬しゆん間かん、ユキの中にあった不安は消えていく。そして、リカルの胸元にそっと手を添そえた。

「ユキ……？」

「信じます……私、リカルさんなら何とかしてくれるって……信じます」

「…………ああっ！」

　ユキから信じると言われた瞬間、リカルは身体からだの底から力がみなぎってくるのを感じた。

「しっかり摑つかまってろよ！　派手に暴れるぞッ！」

「はいっ！」

　迎げい撃げき態勢に入る青いディライヴァー。

　それを見てリカルに殴られた箇か所しよを押さえていたケビンは絶句した。

「そんな……馬ば鹿かな……！」

　今まで自分がどうやっても動かせなかった青いディライヴァーが、今まさに動いている。

　それも、ケビンが『ドブネズミ』と見下したリカルの手で、だ。

「っ～～～～!!　すぐにあのネズミをコクピットから引き摺ずり出せ！　多少の損傷も構わんから、さっさとやれ！」

　顔を真っ赤にして叫ぶケビン。

　それに応じ、既すでに稼か働どうしていた四機のウードロースが脚きやく部ぶのローラーを使って青いディライヴァーに接近を試こころみる。

「来たか──武器、武器は……！」

　リカルは青いディライヴァーの装備を確認してみる。

　しかし、その結果はあまりにもこの状況では頼たよりない物であった。

「な、何だこりゃ……！　この機体、武器が付いてねェ！　ウードロースだってナイフくらいは付いてるのに……！」

「リカルさん！　前、前ッ！」

　ショックを受けている暇ひまは無く、ユキの声で接近してくるウードロースに意識を向け直す。

「あー、もう！　ぶっ壊こわれるなよディライヴァー！」

　多少の損傷覚かく悟ごで、リカルは仕方なくその腕を前に突つき出すように動かす。

　パンチ、と言えば聞こえはいいが、生憎あいにくステアクラストにはそんなコマンドは無く、武器を装備しないとまともな攻こう撃げきのモーションは行えない。つまり、青いディライヴァーは本当にただ〝腕を前に突き出す〟だけしかしない──はずだった。

　迫せまりくる先頭のウードロースに、ディライヴァーはまずその機体の頭部の付け根を左手刀で破壊し、その後ろから迫る二体目のウードロースは握り締しめていた右手で、的確に頭部を潰つぶす鋭するどい突きを放った。

　すると、そのまま二機のウードロースは倒たおれ、完全に動かなくなる。

　青いディライヴァーは徒と手しゆ空くう拳けんで二機のウードロースを破は壊かいした。

「な、なんだとっ！」

　ケビンは青いディライヴァーの見せた動きに驚きよう愕がくする。

「そ、そんな！」「なんだあの動き！　本当にステアクラストか！」

　その様子を見ていた後方に続くはずだった残り二機のウードロースの搭とう乗じよう者たちは動きを止めて、青いディライヴァーに恐おそれ慄おののいていた。

「…………あれ？」

　搭乗者であるリカル自身も、ディライヴァーのその動きに驚きが隠せない。

　これは明らかに人間の武術の動きで、普通のステアクラストはこんなことはできない。

　より具体的に言えば、これはリカルが知っている武術の基本動作でもある。

「…………まさか」

　ふと、あることを思い浮うかべながらリカルは操縦桿を動かしてみた。

　これはただ、脚あしを動かすというモーションしかしないはずなのだが……

　青いディライヴァーはその場で見事なまでに綺き麗れいな回し蹴げりをくり出す。

　その回し蹴りは空を切ったが、結果的にリカルに確信を与あたえる一いち撃げきとなる。

「…………もしかしてコイツ…………俺の動きをトレースしてるのか？」

　本来のステアクラストは、あらかじめ決められたコマンドを搭乗者が選ぶというだけで自由に動くわけではなく、戦せん闘とうに於おいては銃じゆう撃げき戦せんがメインとなる。基本、動いて、トリガーを引くだけだからだ。

　稀まれに近接武器を扱あつかうこともあるが、基本的にはそれは振り回すだけで、人間の様な武術の動きを行うことはできないとされている。

　だが、この青いディライヴァーは違ちがう。

　リカルが自身の身体に刻み込んだ技術を、かなり高いクオリティーで再現する。

「……勝てる！　これなら、武器が無くても勝てるぞ！」

　体術に関しては人一倍自信のあるリカル。それをこの機体が再現できるとわかった途端に勝機が見いだせた。

　青いディライヴァーが脚部のローラーを回転させ、動きを止めていたウードロースに迫る。

　敵はその腰に収納していたナイフを取り出し、ただそれを前に突き出してくる。

「遅おそい遅い！　欠伸あくびが出るぜ！」

　ナイフを上体を動かすだけの最低限の動きでかわし、そのまま間合いを詰つめる。

　青いディライヴァーはその足をウードロースの背後に踏ふみ込み、相手の上半身を押して重心を崩くずしにかかる。

「おらぁ！」

　青いディライヴァーの力に対してウードロースは抵てい抗こうすらできず、完全に重心を崩す。

　固い格納庫の床ゆかに叩たたき付けられたウードロースは、自身の重量をその安っぽい装そう甲こうで支え切ることもできず、更さらにその衝しよう撃げきで手足が簡単にもげてしまった。

『う、うおぉぉぉぉぉお！』

　男の雄お叫たけびが格納庫に響く。

　残った一機のウードロースがナイフを突き出したままローラーを使って接近してくる。

　他の三機のウードロースのリーダーで、その拡声器のスイッチは入れっぱなしのようだ。

「当たるか」

　突とつ進しんをかわし、青いディライヴァーはウードロースを上回る速度で後ろに回り込む。脚部にあった姿勢制せい御ぎよ用のスラスターを噴ふん出しゆつさせ、勢いを付けたローキックを放った。

『うわぁぁぁ！』

　人間で言えば膝ひざ裏を蹴られたようなもので、ウードロースは為なす術すべ無く前のめりに倒れた。それだけでなく、脆もろい関節部分をとんでもない勢いで蹴られては一ひと溜たまりも無く、そのウードロースの脚あしは膝から下が呆あつ気けなくもげてしまう。

　四体のウードロースを青いディライヴァーは易やす々やすと戦闘不能に陥おとしいれた。

「……す、凄すごい……」

　コクピットにいるユキはそんな感想を零こぼした。圧あつ倒とう的てき不利な状じよう況きようが、一気に覆くつがえったのだ。

　この青いディライヴァーの性能もあるだろうが、リカルの武術もかなりのものである。だからこそ、これほど楽に四機のウードロースを制圧できたのだから。

「よし、このまま脱だつ出しゆつをして──ッ！」

　──ガチッ

　リカルの危機を感じる本能が働き、操縦桿を動かさずとも、青いディライヴァーは腰部のスラスターを噴出させて素早く横に跳んだ。

　──ドガガガガガガガガがガガガッ!!

　先ほどまでディライヴァーが立っていた位置を無数の弾だん丸がんが飛んでいった。

　それが銃じゆう撃げきであることはすぐさま理解したが、あまりの火力と連射にリカルは舌を巻く。

「──ガトリングだとッ!?」

　すぐさま銃弾の放たれた方向に機体を向け、身構えるディライヴァー。

　そこに立っていたのは、金色に塗と装そうされたボディのステアクラスト。

　──サーペント。

　ウードロースのようなコストパフォーマンスの良さしか利点のない粗そ悪あくな機体と違って、高い機動性を有するステアクラストだ。

　かなりカスタマイズされていて、普ふ通つうのサーペントよりも高性能なのは一目でわかった。

　その両手で持って固定された対ＳステアＣクラスト用ガトリング砲ほうの銃じゆう口こうからは硝しよう煙えんが立ち昇のぼっている。

　リカルは拡声器のスイッチを入れ、金色のサーペントに話しかける。

『その色使い……ケビン・ライアス、アンタ趣しゆ味み悪すぎるぜ』

　リカルのそんな声に対して、金色のサーペントも拡声器を使って応答した。

『黙だまれドブネズミがっ！　私のディライヴァーに、誰だれの許可を得て乗っている！』

『少なくとも、テメェの許可は必要ないな。だいたいそんなガトリングぶっ放したらこのディライヴァーがぶっ壊れるぞ？　それでいいのかよ？』

　相手はこの機体を無傷で確保したいはず。

　故ゆえに、戦闘はかなり有利に運べると、リカルは踏んでいたのだが……

『だったら動かずに黙って的になれぇぇぇぇぇぇ─────！』

　ケビンは容よう赦しやなくトリガーを引き、ガトリング砲の砲身が回転を始めた。

『おいおいおいおいっ！』

　すぐさま腰よう部ぶのスラスターを噴出させて高速移動を開始する青いディライヴァー。

　すると、先ほどまでディライヴァーがいた位置に銃弾が放たれ、装甲を僅わずかに掠かすめた。

　拡声器のスイッチを切って、リカルは顔を青くして叫さけんだ。

「なんだアイツっ！　本当に撃うってきたし、言ってること滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ！」

「あの人は初めからこちらの話を聞く気なんてありません！」

　身を以て経験したユキがそんなことを叫ぶ。

『逃にげんじゃねェよォ！　当たらねぇだろうがぁぁぁぁぁぁ！』

　リカルは左右に大きく動き、格納庫にあったウードロースを遮しや蔽へい物にしたりするが、ケビンは容赦なくガトリングを撃ちまくる。

　そこから放たれる銃弾はウードロースの装甲を容易たやすく貫かん通つうしてしまい、壁かべとしての役目を果たしてはくれない。

「馬鹿だ！　アイツ絶対馬鹿だ！　自分の軍隊のステアクラストどんどん壊してる！」

　しかしその馬鹿もこの状況ではリカルにとって最悪だった。

　ここは敵の戦力の保存されている場所で、相手は自由に動けない。

　そんなアドバンテージが消えさり、しかも相手はとんでもない火力を誇ほこる武器を持つ。

　いくら青いディライヴァーがリカルの動きをトレースすることができても、アレだけの武器を回かい避ひすることは普通に考えて不可能だ。

『このドブネズミが、市長の私に逆らうんじゃねェ！　テメェらは黙だまってキーキー鳴いて媚こび売ってればいいんだよ！　そういう奴やつを踏み潰すのがとんでもなく楽しいんだ！　黙って踏み潰されてろよこのドブネズミィィィィィィ────！！！！！！』

　狂きよう乱らんしたままガトリング砲を連射し続けるケビン。

「この野や郎ろう……人が黙ってれば好き勝手言いやがって……！」

　怒いかりを覚えつつも、回避に専念する。迂う闊かつに攻せめれば蜂はちの巣すになるのは目に見えている。

（弾たま切れになったところを狙ねらって一撃を叩きこむしかない……！）

　それまでは我が慢まんし相手の攻撃をスラスターを稼働させて避よけ続けるしかない。

　格納庫内はケビンのガトリングで破壊されて爆ばく砕さいしたステアクラストによって火事となり、警報が鳴り響ひびき、天てん井じようからはスプリンクラーの水が豪ごう雨うのように降ってくる。

　そんな中で動き続ける青いディライヴァーのスラスターの炎ほのおが尾おを引き、雷らい雲うんの中で閃ひらめく雷かみなりのようにも見えた。

　普通のステアクラストではとっくにあのガトリング砲に撃たれてしまうだろうが、青いディライヴァーはサーペントすらも遥かに上回る機動性を発揮して、格納庫の中を所ところ狭せましと動き回り、すべての弾丸を回避していく。

（もう少し、もう少し……！）

　ガトリング砲に付けられたベルト状に繫つなげられた弾だん倉そうの長さが減っていく。

　アレが無くなった時、ガトリング砲は弾切れとなる。それこそがリカルの勝機。

　そう考え、自然と操そう縦じゆう桿かんを握にぎる手に力がこもる。

　再び迫せまる銃弾をディライヴァーが左方向に回避しようとした、その時だ。

「っ！　リカルさん、そっちは駄だ目めッ！」

「は？」

　いきなりユキがそんなことを叫んだため、集中力が切れ、リカルは操縦を中断した。

　目の前にガトリング砲の弾丸が迫る。

　──ガチッ

　命の危機を報しらせるスイッチが入り、その光景がスローモーションで見えた。

（あの時と、同じ──！）

　ケビンに黄金の拳けん銃じゆうで撃たれた時、リカルはその光景がスローモーションに見えた。だからこそ、上手うまく弾丸を胸ポケットにしまっていた腕うで輪わに当てて弾はじくことができた。

　しかし、いくらスローモーションで見えたところで、拳銃とガトリングでは話が違う。

　そもそも、生身の肉体でも完全に回避ができないのに、ステアクラストで見て、機体を操縦する動きを間に入れたうえで真正面から迫る弾を避けることなど、不可能だ。

　──〝普通なら〟

　冷静な思考が、無理だ無理だ、不可能だ、と何度も叫ぶ。

　しかし、リカルの中にある本能は、まったく耳を貸さない。リカルの理性ではなく、本能に青いディライヴァーは呼応し、ローラーを展開して横ではなく、前へと進みだす。

「──かわせ」

　自然と、その言葉が口から出た。

　小刻みに手首が震ふるえるように操縦桿を動かし、脚あしのペダルを壊こわれてしまうのではないかと思うほど連続で踏みしめるリカル。

　目の前に自分を殺そうと迫り来る凶きよう弾だん。

　青いディライヴァーはその全身の姿勢制御用の小型スラスターも全開にし、前へ前へと腰部のメインスラスターでさらに加速する。

『──は？』

　ガトリングによって壁のような弾だん幕まくを張っているはずなのに、青いディライヴァーは一発も当たることなく金色のサーペントに迫る。

　──避けている。

　青いディライヴァーは、音速よりも速く放たれたすべての弾丸を回避して前進している。

　そして、青いディライヴァーは、金色のサーペントの目の前。

　互たがいの胴どう体たいが今にも触ふれ合いそうな距きよ離りで急停止した。

『……あ、あ…………！』

　目の前の現実を受け入れることができず、口を金魚のように開けながら放心するケビン。

　リカルは不敵な笑えみを浮うかべ、拡声器のスイッチを入れ直した。

『よくも好き勝手やってくれたな……腐くされ外げ道どうめ』

　青いディライヴァーの両手が、サーペントを抱だきしめるようにホールドした。

『な、なにをする……！　放せ、私を放せぇ!!』

　金色のサーペントがディライヴァーのホールドを脱ぬけ出そうと抵てい抗こうするが、明らかに機体の持っている馬力が違ちがう。

　サーペントがディライヴァーのホールドから脱け出せる要素は微み塵じんも無かった。

『今までユキを散々痛めつけた分、キッチリ返させてもらうぞ！』

　青いディライヴァーがメインスラスターを全開にし、勢いよく格納庫の天井に向かう。そのままサーペントを持ち上げ、天井にその頭部を激げき突とつさせた。

『ギャ────』

　今の衝撃で頭部が潰つぶれ、拡声器も壊れたのか、ケビンの声が聞こえなくなる。

『──オマケだ！』

　宙に浮いたままディライヴァーはサーペントをひっくり返し、頭を下にして落下する。

　結果、サーペントはその頭部から格納庫の床ゆかに叩たたき付けられ、衝しよう撃げきを受けた上半身とディライヴァーの手で固定された下半身とに分断されてしまった。

　金色のサーペントは、最も早はや見る影かげも無いほどのスクラップに変へん貌ぼうし、動く気配はなくなったのである。

「…………ぷっはぁぁぁ」

　リカルは安あん堵どのため息を吐ついた。

「……あ、そうだユキ、さっきどうして急に駄目って言ったんだ？」

「え？　あ……その……」

　結果的にケビンを倒たおせたからよかったものの、今のは死んでいてもおかしくなかった。

　ユキは言いづらそうに、先ほどリカルが回避する予定だったコースの先を見た。

「あの……あのまま回避していたら……あそこの人たちをこの踏ふみ潰しちゃうんじゃないかって…………思って…………」

「え……？」

　リカルもその方向を確認してみる。

　そこには見たところ非常用の階段があり、多くの保安隊員や技術者たちが逃のがれようと殺さつ到とうしていたのだ。

　確かに、あのままリカルがその方向にディライヴァーを動かしていたらあの者たちの多くを踏み潰していただろう。

　その光景を想像するとあまりにもスプラッタで、流石さすがのリカルも背筋が寒くなった。

　人の死に慣れているリカルだが、だからと言ってグロい物への耐たい性せいが強いわけではない。

「ごめん、なさい……私……リカルさんの邪じや魔ま……をしちゃって……」

　本当に申し訳なさそうに俯うつむくユキを見て、リカルは首を横に振ふる。

「…………いいって別に。お前の方が正しい。自分たちが生き残るために、誰かを犠ぎ牲せいにするのは間ま違ちがっている……それがユキの考え方なんだろ？」

「…………は、い……………」

　俯きながらも、確かに頷うなずいたユキを見て、リカルは満足気に頷いた。

「それでいいんだって。そんなユキだからこそ、俺は……ここまで助けに来たんだ」

　少し照れながらそんなことを言うリカル。

「…………………………………」

「……………………？　ユキ、おい……どうした？」

　待ってもユキが何も言ってこない。何か様子がおかしい。

　直感的にそう判断したリカルは一度ユキの顔を覗のぞき込んでみた。

「…………ユキ、いったいどうし────ッ?!」

「……はぁ……はぁ」

　ユキの顔を見てリカルは絶句した。

　白磁のような肌はだをしていたユキの顔が、見る影も無い土つち気け色で、呼吸は弱々しい。

「お、おい……！　この症しよう状じよう…………まさか酔よったのか……？」

　今のユキの症状は乗のり物もの酔よいだ。

　しかも一いつ般ぱん的な乗り物に乗った時の比ではない。

　銃じゆう撃げきを回避するためとはいえ、アレだけ縦じゆう横おう無む尽じんに高速移動をした挙あげ句く、最後は上下方向の激しい動き。気持ち悪くなっても無理はない。

　──ビーッ、ビーッ！

「ッ！」

　突然コクピットに響き渡わたる警報に、すぐに顔を上げるリカル。

「っ……こんな時に……！」

　目の前の状じよう況きようを見て、リカルも顔色が悪くなり、表情をしかめる。

「……くそっ……流石にこの数は厳しいな……」

　見てみると、まだ無事だったウードロースが突とつ撃げき銃じゆうを構えて正面に展開していたのだ。

　最初は白兵戦で捕つかまえようとしていたが、今となってはケビンがガトリングを撃うったこともあって容よう赦しやなく銃を使うことにしたようだ。

「…………ユキ、聞こえるか？」

「はぁ……はぁ…………は、い」

　弱々しいが、ユキは確かに反応を示した。

「……まだ戦せん闘とうが続くけど…………大だい丈じよう夫ぶか？」

「……私は……だ、いじょう……ぶ…………ですから、気にしないで、ください」

　弱々しくも笑えみを浮かべてユキはそう言った。明らかなやせ我慢だ。

「…………わかった」

　しかし、そうとわかっていてもリカルはその言葉を信じ込むしかない。

　この状況、先ほど以上に激しい機動を用いなければリカルに勝機は無いのだから。

「やるっきゃ、ないか……！」

　青いディライヴァーはその場で格かく闘とう家かのように構えた。

『全体、構え！』

　隊列の中にいる隊長と思おぼしきものの声に呼応し、すべてのウードロースが一いつ斉せいに突撃銃を青いディライヴァーに向けて構えた。

『全機、射しや撃げきかい──』

　ウードロースの部隊が、突撃銃のトリガーを引こうとした、その時だ。

　──ドオォォォォォンッ！

　地上へと繫つながる格納庫のステアクラスト専用出入口のシャッターが突つき破やぶられ、そこから赤いステアクラストが姿を見せる。

『──まったく、待機してろってあれほど言ったでしょ！』

　リカルの耳に着けられた通信機から怒ど鳴なり声が聞こえてくる。

「アレーシャ！」

　そこから出て来たのは、赤いディライヴァー、マーク・ジアであった。

『なっ……撃て、撃てェ！』

　唐突な二機目のディライヴァーの出現に戸と惑まどい、部隊の隊長がそう叫さけんだ。

　そして部隊の半分がそれぞれのディライヴァーに向けて射撃を開始する。

「っ──この程度なら！」

　弾たまの速度はガトリング砲ほうよりも遅おそく、リカルは敵の射撃を必要最低限の動作で回かい避ひする。

　一方のジアは、回避などすることなく、堂々と前進する。

　突撃銃の銃じゆう弾だんはジアの装そう甲こうに呆あつ気けなく弾はじかれ、傷一つつけられない。

『鬱うつ陶とうしいのよ！』

　ジアは剣つるぎ型武装を流れるような体たい捌さばきで振ふり抜き、赤熱の刃やいばで敵機の装甲を抵抗無く切り捨てた。

　──剣けん術じゆつの達人の様な動き。

　それがリカルから見たジアの動きの感想だった。武術の心得のあるリカルには、よりその事実がはっきりとわかった。

「……スゲェ……やっぱり、アイツのディライヴァーも……！」

　自分と同じ、搭とう乗じよう者の動きをトレースする能力がある。

　他の機体の動きを見て、リカルはその性能の凄すごさを改めて実感した。

「っ……そうだ、それより……！」

　リカルは耳に着けられた通信機と同じ通信のチャンネルをこの機体の通信機にも打ち込んだ。

　すると、通信用の画面に、怒いかりの表情を見せているアレーシャの顔が映った。

『まったく……一体何をやってるのよ！　いくら通信しても出ないと思ったら、地下格納庫が騒さわがしいし…………って、ちょっと、その子、どうしたのよ？』

　リカルに文句を言おうとしたアレーシャだったが、今にも死にそうな顔をしているユキの姿を確認して驚きよう愕がくした。

「この子がお前らの捜さがしてたユキだ！　ステアクラストに乗り慣れてないし、この機体の激しい動きで酔っちまったんだ！」

　どういう状じよう況きようか端たん的てきにアレーシャに報告すると、アレーシャは訝いぶかしげにユキを見た。

『酔うって、その子が？　でも、その機体の本来の搭乗者ってその子の筈はず……』

　アレーシャのそんな言葉に、リカルは急せかす気持ちが先行して思わず怒鳴ってしまう。

「そんなことどうでもいい！　このままじゃユキがあぶねェ！　ステアクラスト乗りならわかるだろッ！」

　乗り物酔いは安静にしていれば後こう遺い症しようも残らないため軽視されるものだが、無理をし続ければ危険だ。特に、嘔おう吐となどした場合は危険だ。吐と瀉しや物が気管を塞ふさいで呼吸困難に陥おちいったり、脱だつ水すい症しよう状じようになったりするなど、時として死に至るものなのだ。

　リカルの迫はく力りよくに気け圧おされ、アレーシャは頷いた。

『わ、わかったわよ……ついて来て、そこから直接地上に出られるから』

　そう言ってアレーシャが指し示したのはジアで破は壊かいしたシャッターの奥に続く道だった。

「ユキ、待ってろ！　もうすぐ地上だからな！」

　リカルはユキにそう言い聞かせ、青いディライヴァーを走らせた。
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「急げ、急ぐんだ！」

　保安隊の者たちが、金色のサーペントの潰つぶれたハッチを機械でこじ開けた。

「くっ……うっ……！」

　中からは頭から出血したケビン・ライアスが出てきた。

「ケビン様、よくご無事──ブッ！」

　心配して駆かけ寄ってきた隊員を、ケビンは思い切り殴なぐり飛とばす。

「保安隊は──貴様らはいったい何をやっているんだ！　貴重なディライヴァーを奪うばわれ……さらにはホルトゥスの侵しん入にゆうを許すだと？　ふざけるのも大たい概がいにしろッ！」

　その怒りは、あまりにも理り不ふ尽じんなものであった。

　自分自身も失敗しておいて、その責任を保安隊に丸投げするなど、あまりに不条理である。だが、そのことを周りにいる者たちは誰だれも指し摘てきはしない。

　下手へたに逆らえば、この男に殺されることを知っているからだ。

「クソッ……クソッ……！　…………ふぅぅう……はぁ……」

　深呼吸をして、冷静になろうと努つとめる。いつまでも済んだことを悔くいていてもしょうがない。

　むしろこの状況をどう切り抜ぬけるべきかケビンは考える。相手の目的はどうあれ、この都市には二体のディライヴァーがいるという事実には間ま違ちがいない。

「…………よし」

　そうとなればケビンの決断は早かった。

「すぐに外周壁へきに都市内すべての電力を回せ！　バベル内からもだ！　第一〇区画より下の電力も例外なく使え！」

　その命令が何を示しているのかを理解し、保安隊員たちの中に激しい動どう揺ようが走る。

「なっ……ま、待ってください！　〈シールド〉を展開するつもりですか？　第七区画には一般用の病院が──電力が落ちれば、命の危険な者もいるんですよ！」

「知るか！　私のディライヴァーを失う方が損害が大きい！」

「で、ですがあそこには多くの人間が──あっ」

　保安隊員の口に、黄金の拳けん銃じゆうが押し込まれた。

「……さっさとやれ」

「────っ、は、はひっ！」

　保安隊員が頷いたのを確認し、ケビンは保安隊員の涎よだれが付いた拳銃をゴミのように投げ捨てて上部階層直通のエレベータに向かう。

「このライアスから……私から逃にげられると思うなよ……ディライヴァー……！」
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　都市の中を疾しつ走そうする二機のディライヴァー。

　脚部ローラーだけでなく、腰よう部ぶのスラスターで、他のステアクラストの追つい随ずいを許さない。

　一方で行く手を阻はばむように、ウードロースの部隊が展開して銃撃をしてくる。

『無む駄だよ！』

　先頭を行くジアはその弾だん丸がんをものともせずに直進し、前方のステアクラストの壁かべをその剣型兵装の一いち撃げきで紙のようにあっさりと突き破る。

「邪じや魔まだッ！」

　破壊されたウードロースの手から零こぼれ落ちた突撃銃。

　リカルはその銃を青いディライヴァーに拾わせ、ローラーでの移動を保ったまま反転し、背中を見せている敵部隊を撃つ。その全弾だんを惜おしむことなく撃ちまくり、その甲か斐いもあって追つい撃げきしてきようとしたウードロース部隊をすべて撃げき破はしてしまう。

『へぇ……なかなかやるじゃない』

　追撃が無いと判断し、青いディライヴァーは弾切れとなった突撃銃を捨てて機体の向きを前方に戻もどした。そしてリカルは冷れい徹てつな声を通信機に向けた。

「無む駄だ口ぐち叩たたいてる暇ひまあったらもっと速く、かつ安全に進めッ」

　そんなリカルの言葉に、アレーシャはあからさまに不快という表情を見せた。

『……アンタ、感じ悪すぎ』

「文句なら後でいくらでも聞いてやる！　今はユキがあぶねェンだよ！」

　すぐそばでユキが衰すい弱じやくしていく様を見ているのはリカルにとって気が気でなかった。

『まず落ち着きなさいよ。その子、色白だから特に悪く見えるけど、乗のり物もの酔よいで死ぬことなんて滅めつ多たにないんだから』

「だけど……！」

　アレーシャはこの事態を甘く見ているような気がして、リカルは腹が立った。

　しかし、アレーシャも決して事態を楽観視しているわけではない。

『一番近くにいるアンタがそれじゃそのユキちゃん、不安になっちゃうわよ？』

「っ…………！」

　アレーシャの言葉に、リカルは我に返った。

　確かに、今もユキはこんなに苦しんでいるのに、弱よわ音ね一つ吐はかない。

　それは、単にユキがリカルを信用し、邪魔しないようにしているからだ。

　だというのに、リカルはその想いも汲くめずに情けなく慌あわてふためいていた。

「……すまない」

　先ほどの自分を恥はじ、そしてその怒りをぶつけてしまったアレーシャにリカルは詫わびた。

　リカルが謝罪したことで、アレーシャは快こころよく先ほどまでのことを許す。

『いいのよ。それだけあなたがその子のことを大切に想ってるってことなんだから』

「……ありがとう…………よし、ユキ、もうすぐ外に出られるからな！」

　先ほど格納庫でケビンが暴れてくれたことがここにきて功を奏した。

　追撃部隊の数は少ないし、待ち伏ぶせをされている様子も無い。

『跳とぶわよ！』

「おうッ！」

　元々はジアに乗って脱だつ出しゆつする予定だったので、ステアクラストで五〇ｍも高さのある外周壁を飛び越こえると言われても特に驚おどろきはしなかった。

　普ふ通つうのステアクラストではスラスターを使ってもせいぜい二〇ｍ程度しか跳ちよう躍やくすることができないとされているが、リカルはこの青いディライヴァーの強力なスラスターを体感しているために、優にその高度を突とつ破ぱできるという確信があった。

　青いディライヴァーとジアはその場でジャンプするために高速機動で使っていたスラスターを一時停止し、その噴ふん出しゆつ方向を地面へと向けた。

　二体とも目的の地点まで到とう達たつする。ジアがスラスターの向きを背後から下へ向けてジャンプの体勢に入った。リカルも同様にジャンプの体勢に入ろうとするが……

　──ガチッ

「ッ!?　──止まれッ！」

『え？』

　ジャンプの直前、リカルは命の危険を感じ取った。それとまったく同じタイミングで、都市の中から人工の光が消え去った。

　この闇やみの中では本来見えない筈はずのバベルの先せん端たんが光を放ち、その瞬しゆん間かんにリカルたちが飛び越えようとした外周壁が高さ一〇〇ｍに達するほどの光の障しよう壁へきで覆おおわれた。

『防ぼう御ぎよシールド……ッ!?』

　隕いん石せきの雨の衝しよう突とつから人類を守る強力な盾たてを前に、二人の退路は完全に断たれた。このシールドはただ物体を弾はじくだけでなく、強力な熱と電でん撃げきによって焼き尽つくす。

　あのまま二機がジャンプしていたら今いま頃ごろどうなっていたか……考えたくもなかった。

　目の前で退路を断たれ、リカルは思わずコクピット内の機器を拳こぶしで叩たたいた。

「ちくしょう……！　ここまで来たっていうのに……！」

『──ザザッ、ザッ────ふ、ハハハハハハハッ……！』

「ッ」

　突とつ如じよライアス全体に響ひびき渡わたる声に、リカルは顔をしかめる。

　どうやらバベルや都市中に設置してあるスピーカーをすべてジャックしたようだ。

『なに、この声……？』

　アレーシャは困こん惑わくした様子で周囲を見回す。

「あの野や郎ろう……やることなすことぶっ飛びすぎだろ……！」

　リカルはシールドを張った張本人とこの声の主が同一人物であることがすぐにわかった。

『調子に乗るのもここまでだぞ、ドブネズミ、そしてホルトゥス！』

　声の主はケビン・ライアス。

　シールドを張る権限は、市長にしか与あたえられていないのだから当然のことだ。

「くそ……！　ちゃんと最後にコクピットを潰しておくべきだった……！」

　金色のサーペントを撃破してすぐ後にユキの体調が悪くなり、そちらに気を回せるはずも無かったのだが、リカルはそれを行わなかったことを心の底から後こう悔かいした。

『ドブネズミ、貴様はもう何もできないだろう！　ざまぁないな！　私のディライヴァーにその汚けがらわしい身体からだで触ふれたのだ！　その無力さを嚙かみしめて死んでいくがいい！』

　都市中から聞こえてくるケビンの声に、アレーシャは不快感を覚える。

『何なのコイツ……気味悪い……』

「馬ば鹿かが権力を手に入れたっていう、典型的な例だよ……！」

　ケビンの声に毒づくリカル。

　後方を見ると、引ひき離はなしていたステアクラスト部隊が迫せまっているのがわかる。相手はリカルたちと違って貧困層の者の住宅を避よけようとはせず、道みち端ばたの石ころを蹴け飛とばす程度の動きで直進してきた。あと十数秒で包囲される。

　逃げ場はなく、敵を倒たおしたとしてもここは敵の本ほん拠きよ地ちだ。向こうの増ぞう援えんは無む尽じん蔵ぞう。

　持久戦になればこちらの機体の推すい進しん剤ざいが切れる。あの機動力抜きでは、絶望的だ。

「──クソ、クソ、クソクソクソクソクソッ！　ここまで来たっていうのに、お前らは俺たちに死ねって言うのかよ！　ふざけんじゃねェよ！」

　相手の通信のチャンネルは知らないし、コクピットの中で叫さけんだところで聞こえはしない。そうと理解していても、リカルは叫ばずにはいられない。

「俺はユキを守るって決めたんだぞ！　こんなところで、ユキを死なせて堪たまるかよ！」

　戦意をむき出しに、モニター越ごしに保安隊を睨にらむリカル。それが無駄であるとは、理解はしているが、人として、男として、止めることはできなかった。

『──青くせぇな、クソガキ』

　不意に入ってきた通信。

　そして一いつ瞬しゆん、目にも止まらぬ速さで飛来してきた何かが保安隊の先頭を走っていたサーペントを撃うち抜ぬいた。

　遅おくれて聞こえてきた爆ばく音おんにも似た銃じゆう声せいに、保安隊の動きは完全に止まる。

『だが、たまには悪くはねぇな……そういうのに乗るのも』

　通信用のモニターには、グラサンを掛かけた大男の笑えみを浮うかべた顔が映っていた。

『ジョン！』「グラサン！」

　今のはジョンの黒いディライヴァー、マーク・マーキーの狙そ撃げきであると理解した。

『二人揃そろって、本当に手のかかるガキどもだ……大人おとなも楽じゃねぇな』

　ジョンはそんなことを呟つぶやきながら、ニヒルに笑う。

『──って、なんかカッコつけてるけど今まで何してたのよ！　バベル攻こう撃げきして攪かく乱らんするのが仕事でしょ！　これまで一度もアンタの支し援えん受けた覚えないんだけど！』

　真っ先に怒ど鳴なり声をあげるアレーシャだが、当のジョンは特に悪びれた様子は無い。

『いや、なんか割と平気そうだったんでな……寝ねてた……ふぁぁあっ……』

『ア、ン、タ、ねぇぇぇぇ～～～～ッ！』

　モニターの向こうで大あくびをかますジョンに顔を真っ赤にして怒おこるアレーシャ。

『うるせぇな……ほれ、これからちゃんと仕事してやるよ』

　ジョンは二人にそんなことを言いながら狙撃を続け、さらに保安隊のステアクラスト数体を爆ばく破はすると、その場は土つち煙けむりが舞まい上がって煙えん幕まくの役割を果たす。

　急な狙撃に相手の部隊は完全に乱れ、その場で一時後退まで始める始末だ。

　狙撃を続けながら、ジョンは二人に指示を出す。

『予定は変へん更こうだ。こうなりゃバベルに乗り込んで管制部破は壊かいすんぞ！』

『……確かに、こうなっちゃもうそれしかないわね。二人とも援えん護ごを』「待て！」

　二人が動き出そうとしたのをリカルは制する。

「ユキがもう限界だ！　これ以上無理をさせたら本当に死んじまう！」

　リカルのその申告に二人は難色を示した。ユキのことは気に掛けているが、今の状じよう況きようでそれを気き遣づかう余よ裕ゆうなどないことはわかりきっているのだから。

『おいおい、流石さすがにジア一機じゃ管制部は叩けねぇぞ？　なんとか我が慢まんさせろ』

「だから、もう限界なんだ！　意識だって、まだあるかどうか……」

『……だったら何か他に手段はあるの？』

「そ、それは…………」

　アレーシャの質問にリカルはすぐに返答ができなかった。

「……リ、カ……ル……さん」

　ギュッと、弱々しくユキがリカルの服を摑つかんだ。

「ッ！　ユキ、ユキ！」

　意識を確かめるため呼びかけるが、ユキの返事はない。うわ言だったようだ。

　その姿にリカルはやるせない思いだった。もう、迷っている暇ひまはない。

「……時間をくれ」

『は？』『リカル、なにを』

　二人の言葉を無視して、意識を集中する。

　ユキの入ったコンテナを運ぶ前、さらっと見たライアス周辺の地形図を懸けん命めいに思い出す。

　そしてあの時に集められた情報を灰色の脳のう細さい胞ぼうを総動員して思考する。

（考えろ──考えろ──何か、何か手はあるはずだ……）

　このライアスに来てからのことを必死に思い出す。

「グラサン、そこから俺たちを射しや撃げきできる理由は？」

『は？　いきなりなんだ？』

「早く」

　有無を言わせないような真しん剣けんなリカルの声に、仕方なくといった様子でジョンが答える。

『……ライアスは南北が崖がけに挟はさまれてるだろ。つまり俺のいる南側にはシールド発生装置である外周壁へきが無いんだ。だから崖の頂上と、上空には数十ｍの隙すき間まができている』

「なるほど…………アレーシャ、ジアの最大跳躍高度は？」

『え？　何よ急に……？』

「いいから答えろ」

　今のリカルは感情が希き薄はくになっていて、その機械的な声に、アレーシャは素直に答える。

『……だいたい……八〇ｍが限界よ』

　リカルが「そうか」と一言述べ、青いディライヴァーの頭部カメラで南側の壁かべを眺ながめる。

「……一番低い壁でも、高さは一〇〇ｍあるか……」

　ジアの一回の跳躍ではあと二〇ｍ届かない。

「…………」

　それでもリカルは岩がん壁ぺきを舐なめるように眺め続け、何かを必死に探す。

「……？　アレは……もしかして、入り口か？」

　リカルの目に留まったのは、岩壁の比ひ較かく的てき下部にできている大きめの穴だった。

　とはいえその大きさはせいぜい直径二ｍ程度のものでしかない。

　ライアスは昔から、この南北の壁から鉱石を採さい掘くつし、それをステアクラストの材料として生産することで現在に至るまでの地位を獲かく得とくした都市だ。

　よってその壁に穴が空いていること自体は特に不自然なことでもないのだが、採掘作業はステアクラストを使って行うのだ。

　あの大きさと位置からいって確実にステアクラストを使った採掘ではない。

　恐おそらくは都市の管理の目を盗ぬすんで鉱山資源を盗もうとした者たちが掘ほった穴なのだろう。

　その穴があるのはだいたい高さ地上から二〇ｍ強。

　それを確認した途と端たん、リカルの中の思考の空白が埋うまった。

　──防御シールド

　──地形図

　──南北の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき

　──隙間

　──狙撃

　──跳ちよう躍やく力

　──盗とう掘くつの跡あと

　一見関係の無い文字の羅ら列れつだが、リカルは思考をまとめていく。

　そしてそれらからは一つの答えを導き出そうとする。

　その時、前方の敵部隊に動きがあった。

『──チッ！　一機抜けたぞ！』

　ジョンの焦あせりの声。

　狙撃をかいくぐり、ウードロース一機が青いディライヴァーに飛び掛かって来たのだ。

『リカル！』

　アレーシャが咄とつ嗟さに叫ぶ。

『──邪じや魔まするな」

　前方から敵が接近していた。それでも思考は止まらない。思考を邪魔されたくないリカルは最小限の動きで敵の突進を躱かわし、青いディライヴァーの脚きやく部ぶスラスターを併へい用ようしたキックで転てん倒とうさせた。

『…………え？』

　間近で見ていたアレーシャは目を疑った。今の動き、体術をトレースしただけではない。

　自身の体術の動きに合わせてディライヴァーのスラスターの推進力も上乗せするという、アレーシャが知る中でもかなり高度な技術だ。

　リカルはそれを、さも当然のようにやってのけたのだ。

　その一方で、リカルは答えを導き終わり、ニヤリと会心の笑えみを浮かべる。

「……見つけたぞ、脱だつ出しゆつルート」

『え？』『はぁ？』

　リカルの発言に、アレーシャもジョンも素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「時間が無い。移動しながら説明するから、俺を信じてくれ！」

　真しん摯しにそう訴うつたえるリカル。

『……了りよう解かい』

『……ふん、いいだろう。三機だけでバベル制圧するよりは現実的だろうしな』

　アレーシャとジョンが信じてくれたことにリカルは安心する。

「ユキ、もう少しだけ耐たえてくれ」

　それだけを言って、リカルのディライヴァーはスラスターを使った高速移動を始めた。

　行先は南の断崖絶壁。

　後方で移動を開始した二機のディライヴァーを追う敵部隊は、ジョンの狙撃で阻はばむ。

　ジョンがしっかりと仕事をしていることを確認し、リカルはアレーシャに通信を入れた。

「アレーシャ、少し訊ききたいんだが──」

　リカルがこれから脱出に必要な手順について簡単にアレーシャに話す。

「──ってわけだが、できるか？」

『……できるけど……ちょっとスラスターのチャージが必要ね。あと……それだけの時間をジョンだけに稼かせげるとは思えないわ……』

『だな。アレだけの数、流石に俺でも単機じゃ止めきれねぇぞ？』

　二人のその言葉を、リカルは首を横に振ふって否定する。

「止めるんじゃない。俺が走り回って敵を引き付ける」

『でもそれじゃアンタが脱出するとき──…………って、アンタ、まさか……！』

　リカルの表情を見て、アレーシャは絶句する。

『…………』

　ジョンはリカルが何を言っているのかすぐにわかり、敢あえて何も言わなかった。

　こんな作戦を考えたリカルが、自分のことを考えていないはずなどない。

　それを承知で、この作戦を口にしたのだ。

「ユキをそっちに移す。いいな？」

『…………リカル……本当に、それでいいの？』

　悲しげな表情で、アレーシャがリカルの意思を確認する。

　リカルはしばし俯うつむき、ため息を吐つきながら笑った。

「ああ。構わない。それに……やっぱ俺、謝るってのは柄がらじゃねぇしな。男らしく、黙だまって罰ばつを受けるとするよ」

『…………そう』

　ジョンがその後に数発の狙そ撃げきをし、敵部隊の動きを牽けん制せいする。その間に二機は完全に敵部隊を引き離はなし、目標のポイントにまで到とう着ちやくした。赤と青の二機が向かい合うように立ち、互たがいの腕うでを胸の前で固定して橋の役割をする。

　リカルはユキと一いつ緒しよに固定していたベルトを緩ゆるめ、ハッチを開く。新しん鮮せんな空気が蒸し暑くなっていたコクピット内の空気と入れ替かわる。

　意識のないユキを両りよう腕うでで抱だきかかえ、シートから立ち上がって外に出る。ジアのハッチが開き、そこからアレーシャが顔を出してリカルたちと対面する。

　ディライヴァーの腕を歩いて、こちらにやって来たアレーシャ。

「じゃあ、ユキを頼たのんだぞ」

「……ええ」

　リカルは抱きかかえていたユキをそっとアレーシャに渡わたす。アレーシャはユキに肩かたを貸す様な形で支え、ゆっくりとジアの腕の方に戻もどる。

　それを確認し、リカルは再びコクピットの中に戻ってハッチを閉めた。

「…………はぁ……は、はははは……なんだよくそっ」

　そして、同時にリカルは自分の肩を抱いた。

「は……ははっ…………情けねぇ……一人になった途と端たんに震ふるえだしてやんの……」

　──死ぬのは怖こわい。

　──まだ死にたくない。

　頭の中でそんな言葉を何度もリカルは叫さけんだ。

　それを理由に、リカルは今まで、ここまで生き抜ぬいてきたのだ。

「……でも、今は…………！」

　ゆっくりと、深呼吸をしながら、リカルは瞼まぶたの裏にユキの顔を思い浮うかべた。

　──自分のために怒おこって、泣いて、助けてくれた少女。

　──力も無いし、誰だれよりも弱いはずの彼女が、それでも自分の身の危険も顧かえりみず、自分の信念を曲げることはしなかった気高い意思に、リカルは強く惹ひかれた。

　そんな彼女を、この身を犠ぎ牲せいにしてでも助けたいと、本気で思えたのだ。

「……今は、ユキをこのまま死なせるほうが怖いんだっ…………」

　身体からだはまだ震えているが、それでも構わずリカルはシートに座り込む。

「…………ん？」

　ふと、座り込んだシートに妙みような感覚がしたので、手で確かめてみる。

「……これは……」

　そこにあったのは、青いバンダナであった。

　ユキが大事そうにずっと握にぎっていたのだが、どうやら落としてしまったらしい。

「……やっぱり、これが無いと締しまらないよな」

　そう言って、リカルは青いバンダナを頭に巻いた。

　最初は、復ふく讐しゆうのために巻いていた。

　次は、捜すために巻いていた。

　そして今は、自身の恐きよう怖ふを打ち払はらうためにバンダナを頭に巻く。

「…………よしッ！」

　身体の震えは完全に止まった。操そう縦じゆう桿かんを握り直し、気合を入れ直す。

『援えん護ごはしてやるから、派手に暴れてこい』

「ああ！　ケビンの奴やつに、ドブネズミでも、追い詰つめられれば反はん撃げきするって、嫌いやというほど教えてやるぜ！」

　フットペダルを踏ふみしめ、高速で元来た道を引き返していく青いディライヴァー。

　当然のように、自分から接近してくる青いディライヴァーを迎むかえ撃うつ敵てき。

「遅おせェんだよ！」

　リカルには、それらの銃じゆう弾だんはすべて止まって見えていた。

　正面から放たれる銃弾を、スラスターを巧たくみに使って回かい避ひし、敵陣じんへと突進していく。

「おおおおおぉぉぉぉおぉぉぉおッ！」

　目の前にいるのはサーペント。

　その銃をディライヴァーに向けて放ち続けているが、せいぜい装そう甲こうの表面を掠かする程度で、直ちよく撃げきする様子は無い。

　──時間を稼ぐためには、武器が必要だ。

　だからこそ、相手の武器が弾たま切れになる前に奪うばわなければならない。

（──一撃で、確実に仕留める！）

　リカルの意思に呼応するように、青いディライヴァーもその力を発揮してみせる。

　──ガチャンッ！

　右みぎ腕うでの装甲が稼か働どうし、その拳こぶしを保護するように前面に展開され、肘ひじなどの関節部に収納されていたスラスターが点火し、拳を爆ばく発はつ的てきに加速させる。

　そして、リカルの体術を再現し、青いディライヴァーのその重量が拳に乗せられた。

　速さと重さ。

　両方を兼かね備そなえた、理想的な打だ撃げきが、サーペントの正中線を抉えぐりこむように放たれる。

　──ドスンッ!!

　まるで大たい砲ほうでも放たれたような轟ごう音おんと、突とつ風ぷうのような衝しよう撃げき波はが周囲に発生する。

　青いディライヴァーの拳は、完全にサーペントの中ちゆう枢すうである胴どう体たいを貫つらぬいたのだ。

　完全に沈ちん黙もくしたサーペント。

　その腕からディライヴァーは強引に突撃銃を奪い取ると、すぐさま次の行動を開始した。

　持ち前のその機動力で敵陣の中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る。

　さらにその奪い取った銃で相手を牽制する。

『テメェは進もうとするやつを狙ねらえ！　ジアを狙撃しようとする奴は俺が仕留める！』

「任せた！」

　南の崖がけの上から狙撃を繰くり返すジョンの言葉を信じ、リカルは目の前の敵を食い止めることに全力を尽つくす。

　敵が銃を放てばそれらをすべて回避し、そんな相手に銃弾で撃ち返し、弾切れを起こせばまた銃を奪い、切れるまで撃ちまくる。

　リカルのしていることは単にそれだけだが、その強さはすべてを圧倒していた。

　空気に鉄の臭においが染しみ渡るほどの激しい戦せん闘とうが、そこで繰り広げられているのだ。
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「……凄すごい……」

　青いディライヴァーの活かつ躍やくに、アレーシャは息を吞のむ。

　ディライヴァーの性能が高いのは当然のことだが、搭とう乗じよう者の腕も侮あなどれない。

　最初はリカルの腕を大したことのないものだと思っていたアレーシャだが、とんでもない。

　初めて乗ってアレだけ戦えるのだから、もしかすると、リカルの才能はアレーシャよりも上なのかもしれない。

（……でも、あの動きはまるで……）

　リカルは当たり前のように自身が習得している体術にスラスターの推進力を加えて打撃を放っているが、それができるようになるまでアレーシャは相応の訓練を行ってきた。

　ディライヴァーを使った初めての戦いでそれをものにしたことをただの〝才能〟の一言で片づけていいのだろうか？

（まるで……以前からディライヴァーに乗る訓練をしていたみたいじゃない……）

『アレーシャ！　まだなのか！』

　通信の向こうから聞こえてきたリカルの怒ど鳴なり声。

　その声にアレーシャは我に返ってすぐにスラスターの様子をモニターで確認する。

「えっと──リカル！　チャージ完かん了りようしたわ！」

　アレーシャからのその通信に、リカルは迷わず叫ぶ。

『よし、行けッ！』

「……ありがとう」

　その身を挺ていして自分たちに活路を開いてくれたリカルに小さく礼を言い、ジアはチャージしたスラスターを点火させて飛び上がる。

　チャージした割には、そのスラスターの噴ふん出しゆつの勢いは弱く、二〇ｍほどしか飛ばなかった。だが、それでいいのだ。

　ジアの片足が、先ほどリカルが発見した穴に差し込まれ、一時的に落下が止まる。

　その瞬しゆん間かんに、最大火力で噴出したスラスター。

　スラスターの二段階噴ふん射しや。

　これを行うためにジアはそのスラスターにエネルギーをチャージする必要があったのだ。

　最大火力でのスラスターの噴射は、残りの壁かべの八〇ｍ弱を飛とび越こえるほどの跳ちよう躍やく力をジアに与あたえてくれる。

　そして、確かにジアは壁を登りきって、そこに足を着けたのだ。

「やった……！」

　成功を喜び、コクピットの中で拳を握るアレーシャ。

「……あっ……」

　だが、すぐに後方を振ふり返ると、動きを停止した青いディライヴァーを包囲するステアクラストの部隊が目に入った。

『はははははは！　ざまぁみろドブネズミ！　やはり人間様には勝てないんだよ！』

　ケビンが愉ゆ快かいとでも言いたげに笑う不快な放送が耳に入ってくる。

「リカル……！」

　アレではもう助けることができない。

　いや、そもそもリカル自身にはもう助かろうとする意思が無いのだ。

　その証しよう拠こに、青いディライヴァーは自ら突撃銃を手放した。

　通信用のディスプレイに映るリカルの顔にも、先ほどまでの覇は気きは一切感じ取れない。

　燃もえ尽きた、とでもいうかのように、そっと操縦桿から手を離はなしている。

『……流石さすがに、死ぬところは見られたくねぇから、通信切ってくれないか？』

「…………」

　単機でこの崖を飛び越えるなど、不可能だ。ジアのようにチャージの時間を取れれば行けるかもしれないが、アレではそれすら叶かなわない。リカルの命運はここで尽きたのだ。

　もう、自分たちにはどうにもできない。そう判断し、アレーシャは無言で通信を切った。

「…………うっ…………」

　そんな中、アレーシャに支えられているユキが、ゆっくりと瞼まぶたを開く。

　そして、ユキの目の前にあるモニターには、多くのステアクラスト部隊に捕つかまっている青いディライヴァーの姿があった。

「…………リカル、さん？」
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『はははははは！　ざまぁみろドブネズミ！　やはり人間様には勝てないんだよ！』

　ケビンの声が外から聞こえてくるが、最も早はやそれはどうでもいい。

「……ここまで、だな」

　ジアが崖を登りきったのを確認し、操縦桿から手を離してシートに深く座り込む。

「……流石に、死ぬところは見られたくねぇから、通信切ってくれないか？」

『『…………』』

　自分から通信を切れば話は早いのだが、なんとなく、それはしたくなかった。

　その意思をジョンもアレーシャも汲くんでくれたのか、向こうから通信を切ってくれた。

　──ガンッ！

　コクピットが大きく揺ゆれる。保安隊のステアクラストがこの青いディライヴァーを捕まえようと手足を拘こう束そくしに掛かかってくるが、リカルは何もしようとはしなかった。

「……悪いな、お前は凄い機体だけど、ここで俺と心中してくれ」

　まだ乗ってそんなに時間は経過していないが、ユキを逃のがすのに大いに貢こう献けんしてくれた青いディライヴァーに愛着がわき、リカルは感謝の言葉を述べる。

「さて……駆く動どう系けいをショートさせて残った推すい進しん剤ざいを起き爆ばくさせれば結構巻きこめるな」

　外ではステアクラスト部隊がディライヴァーを立ち上がらせようとしており、コクピットが激しく揺すられるが、気にせずに緩かん慢まんな動きでリカルは機器を操作していく。

　コクピット内に警報が鳴なり響ひびき、テンカウントが目の前のディスプレイに表示される。

「……あの時は生き残るために自じ爆ばくさせたけど……今度は、これで死ぬんだな、俺」

　リカルはディライヴァーの自爆装置を起動させ、起爆スイッチに指を掛けようとする。

　その時、今まで沈黙していた通信用のモニターが急に点灯した。

　それに対し、リカルはうんざりしたような表情を向けた。

「……おい、人の死ぬ光景見たがるとか趣しゆ味みが悪──」『リカルさん！』

　アレーシャかジョンが通信してきたかと思えば、そこに映ったのはユキの顔だった。

「……ユキ…………はぁ……まだ気持ち悪いんだろ、寝ねてろって」

　最後にユキの表情を見られて、リカルはどことなく安心した。

『何を言ってるんですか！　何やってるんですか！　早く脱だつ出しゆつしてください！』

　必死になってそう訴うつたえるユキに、リカルは苦笑しか返せなかった。

「無茶言うなって……見ての通り、完全に捕まってるんだぜ？」

　すでにディライヴァーの手足は拘束され、眼前に立つサーペントが胸部ハッチを破は壊かいしようと手を伸のばしてきた。そのため、リカルのいるコクピットが今まで以上に揺れる。

「クッ！」

『リカルさん！　お願いだから、逃にげて……！　逃げて……！』

　ユキのいるジアからは、今こうしている場面だけでなく、ディライヴァーのコクピットが破壊されている光景までもが見えていることであろう。

　なんともそれでは情けない。それに、さっきはユキが気絶していたから自じ粛しゆくしたが、リカルはユキに対して言いたいことがあるのだ。今ならちゃんと聞いてもらえるだろう。

「…………ユキ、やっぱり最後だし……ちゃんと言っておく…………俺、お前に噓うそを」

『──聞きたくないッ！』

　まるで、幼い子どものように泣きながら、ユキは大声で叫さけんだ。

『そんなこと私は聞きたくなんてないっ！』

「そんなことって……いや、俺にとってはかなり大事なことなんだが……」

　まさか拒きよ否ひされるとは思わず、戸と惑まどうリカル。

　一方でユキは自分の思いをとめどなく吐はき出し続ける。

『そんなこと、どうでもいいから！　お願いだから、一緒にいて……！　傍そばにいるって……私に、言ってくれたじゃないですか！』

「っ……」

　言った。確かに言った。リカルは、確かにその言葉をユキに言った。

　だけど……その後でユキはリカルに騙だまされていると知ったはずなのに……噓をついていた時間のことを、まさかここで持ち出されるとは思わなかった。

　でも、リカルという男の人生はここで終わるのだ。そんな脚きやく色しよくされても困る。

「俺は意い地じ汚きたなくて、卑ひ怯きようで、身勝手で……お前の傍にいられるような奴やつじゃないんだ」

『私の知ってるリカルさんは違ちがいます！　意地汚いのは一いつ生しよう懸けん命めい生きようとしてるから、卑怯なのは大事なものを守るために必死なだけ、身勝手なのは自分を凄すごく大事にしているから！　そして、本当は誰だれかを助けてあげたいって思ってるような優しい人です！』

「……………っ」

　目め頭がしらが熱くなり、顔を上げていられなくてリカルは俯うつむいた。

「…………そうか…………俺みたいな奴のこと、そんな風に思ってくれてたんだな」

　自分は、この少女に対して酷ひどいことをしたのに、彼女はそれを許してくれているのだ。

　それが、情けないと思いつつも嬉うれしくて嬉しくて、堪たまらなかった。

　そんな中、コクピットがさらに大きく揺れた。

　中に金属の軋きしむ音も聞こえてきて、もうすぐハッチが破壊されてしまうだろう。

「……そこまで言って貰もらえれば、十分だ」

『リカルさん……！　早く、そこから逃げてくださいッ！』

　服の裾すそで濡ぬれてしまった顔を拭ふき、顔を上げる。

「もう思い残すことはねェよ。俺みたいな奴でも、こうして誰かの役に立てたなら十分満足だからな」

　そう言って、今度こそ自爆スイッチに手を伸ばすリカル。

『噓うそ吐つき！』

「っ……」

　ユキからの声に、再びリカルの動きは止まる。

『満足なんてしてないでしょ！　家族に会いたいんでしょ？　伝えたいこと、ある……んでしょ？　傍にいるって、言ったんだから……ちゃんと私の傍にいてくださぃ……！」

　ユキの言葉は、最後は嗚お咽えつ交じりで良く聞こえなかった。

「…………ユキ…………」

（……ゴメンな）

　そう口を開こうとしたが、なぜか自分でも予想外のことをリカルはしていた。

　その手は操そう縦じゆう桿かんを再び摑み、俯いていた顔は上を向く。

　青いディライヴァーのアイカメラが光を灯し、頭部を上に向けた。

（っ！　……──ああ、そうか。結局俺は……）

　自分のそんな行動に驚おどろきつつも、リカルはすぐに納得する。

「──まだ、死にたくない……！」

『っ……リカルさん！』

　モニターの向こうで、ユキが笑ってくれた。

「俺は、お前の泣き顔を見るためにここに来たんじゃない！　噓吐き呼ばわりされるために、ここに来たんじゃない！　俺は、俺は──」

　フットペダルを思い切り踏ふみしめ、ディライヴァーはその場で跳とび上がろうとする。

『──何をやっている、そんなことをしても無む駄だだぞドブネズミが！』

　ケビンの嘲あざわらうような声が聞こえてきた。

（そんなことは知っている）

　手足を敵のステアクラストに摑まれ、スラスターを噴射してもその機体が跳び上がる様子は無い。この重量では、無理がある。

（そんなことはとっくに理解している）

　周囲にいたステアクラストも、ディライヴァーを逃がすまいと群がって、肩かたや頭を押さえつけようとする。これはどう考えてももう無理だ。

（そんなのは既すでに承知済みだ）

　既に全力でフットペダルを踏んでいるが、壊こわれてしまうのではないかと思うほど、リカルはその足にさらなる力を込めた。

『リカル、女の子にここまで言わせたんだから根性みせなさい！』

　アレーシャがユキの肩を支えるようにしながら、そう叫ぶ。

（好き勝手言ってくれるが、その通りだ）

『リカルさん！』

　ユキがまた自分の名前を呼んでくれた。

　それだけで、リカルは何でもできるような、そんな自信がみなぎってくる。

　とはいっても、現実は変わらない。アレーシャに叱しつ咤た激げき励れいされても物理的な力は働かないし、ユキに名を呼ばれてもリカルにこの絶望を打開する能力は都合よく開花しない。

（それでも、それでも俺は、ちゃんとユキに伝えたいことがある。だから絶対に──）

「──俺は、生きるッ！」

　リカルがコクピットの中で叫んだ。

　すると、突然コクピット内から電子音声が聞こえてきた。

『──ガガッ──搭とう乗じよう者、確認──遺伝子情報──該がい当とう無シ』

「え……？」

　聞き覚えの無い言語だった。そのはずなのに、リカルはその言葉を聞き取れた。

『──搭乗者、ノ氏名ヲ、登録──シテ──ジジジジッ──クダサイ』

「シメイ……？　名前だよな……俺はリカルだ！」

　リカルがそう叫ぶと、コンピュータから『ピーッ』という電子音が聞こえてきた。

『搭乗者リカル確認──ジジッ──……ディライヴァー〈マーク・ヴォールト〉ノ完全起動、実行シマスカ？　シマセンカ？』

「は？　……マーク……ヴォールト……それが、コレの名前か？」

　上にいる二機のディライヴァーも〝マーク〟の後に名前がついていたことを思い出す。

『実行シマスカ？　シマセンカ？』

「よくわかんねぇけど……実行だ！　ヴォールト！」

『──承認』

　電子音声がそこまで言い終えた途と端たん、リカルの座るシートの後ろから色んな機械のアームが伸びてきた。

　──バチンッ！　バチバチバチンッ！

「痛ッ!?」

　今度は首だけでなく、手や足にもスタンガンを押し当てられたような激痛が走り、全身を固定され、身動きが完全に取れなくなった。

　せいぜい手首足首で操縦桿とフットペダルを操作できる程度である。

『搭乗者ノ、保護完かん了りよう────スラスター展開』

　──ガチャンッ！

　肘ひじだけでなく、膝ひざや背中にも、姿勢制せい御ぎよとは別に収納されていたスラスターが展開される。

「っ……これならっ！」

　身動きが取れずとも、リカルはその状態でフットペダルを力ちから一いつ杯ぱいに踏みしめる。

　その途端、ヴォールトはその全身のスラスターから炎ほのおを噴ふん出しゆつさせる。

『なんだとっ!?』

　ケビンが驚きよう愕がくの声をあげた。

　身体中をステアクラストに拘こう束そくされているはずなのに、ディライヴァー──ヴォールトはその場から浮き上がった。

「はぁぁぁぁぁぁぁ！」

　スラスターを点火したまま、その場で高速回転を始めるヴォールト。

　それによって、その身に張り付いていた無数のステアクラストをすべて振ふり払はらった。

　自分を地に繫つなぎ止めていた鎖くさりから解放され、ヴォールトは上昇速度を加速させる。

「う、くっ……！」

　あまりの上昇速度が強きよう烈れつなＧとなって、リカルにのしかかる。

　──高度四〇ｍ

『リカル、目を開けなさい！　ぶつかるわよ！』

「ッ、わかって、る……ッ！」

　アレーシャの声で自分が目を瞑つぶっていたことに気が付く。どうにか目を開き、眼前の壁かべに激げき突とつしないように操縦する。

　──高度六〇ｍ

『もう少しもう少し……！』

　ユキはリカルに声をかけたわけではなかった。ただヴォールトが再び地上へと落下しないように、必死に祈いのっている姿がそこにあった。

　──高度八〇ｍ

（あと、少し…………！）

　崖がけの頂上が見えた。そこを摑つかもうと、ヴォールトは手を伸のばす。




　◆




「何をしている!!　早く撃うち落とせ!!」

　バベルの中のとある一室で、ケビンはモニターに向かってそう怒ど鳴なり声をあげていた。

　その声は通信機を経由してスピーカーに流れ、このライアス全土に響ひびき渡わたる。

　群がっていたステアクラストを振り切り、上へと跳んだヴォールトを見て、ケビンが声を荒あららげた。まさかとは思うが、頭の中にこのままにはしてはいけないという警報が鳴る。

「多少の破は損そんは構わん！　撃て、早く撃て!!」

　ケビンの声が響き渡り、それに応じるように数体のステアクラストが突とつ撃げき銃じゆうを上に向け、上空にいるヴォールトに照準を定めようとした。

　──その時だ。

　ケビンの見ているモニターの中で銃を構えたステアクラストが上方からの射しや撃げきを受け、爆散したのだ。

「なっ……！」

　何が起きたのかわからずに絶句するケビンだが、そうこうする間にもモニターに映る突撃銃を構えたステアクラストが次々と破壊されていく。

『おいおい、市長さんよぉ』

　突とつ如じよモニターのスピーカーから、聞き覚えの無い声が聞こえてきた。

　どうやら、通信に割り込まれてしまったらしい。

『ここは空気読んどけ』

　ケビンの見るモニターの画面には破壊され続けるステアクラストの映像が映っている。

「そんな、馬ば鹿かな……！」

　ケビンは尋じん常じようじゃなく取り乱した様子でモニターに近寄り画面を両手でつかんで顔が触ふれる寸前まで近づけた。

「噓うそだ……そんな、ありえない……こんなこと……ありえないッ!!」

　髪かみを搔かき上げ、ヒステリックに声を荒らげるケビン。

　モニターに映る、自身のステアクラスト部隊が破壊されていく様を嘆なげいている……

「──なんなんだ、これはッ!?」

　──のではない。

　ケビンは、地上で破壊されていくステアクラストなどではなく、もっと画面の『上』に映っているヴォールトを見て、取り乱していたのだ。

『キーキーと、ネズミみたいにやかましいぜ、テメェの声……黙だまっとけ』

　そんな声が聞こえたとき、何か光る物体がこちらに迫せまってくる光景がモニターに映った。

　この映像を中ちゆう継けいしているのは部隊の中に紛まぎれ込んでいる一体のステアクラストだが、その光に反応したのだろう、ステアクラストのメインカメラの映像が切り替かわろうとする。

　だが、その前にモニターからの映像が突如途と切ぎれてしまう。

「……………………」

　砂嵐しか映らなくなったモニターを見て、ケビンは口を開けたまま沈ちん黙もくする。

　そして、その数秒後、突如ケビンはモニターに摑み掛かかり、

「──あ、ああぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！」

　感情を剝むきだしにした雄お叫たけびと共に、モニターを思い切り床ゆかに投げつけたのだった。




　◆




　──高度九〇ｍ

　あと少しで、ヴォールトの手が岸壁の頂上に届く。

「行けぇぇぇぇぇぇえええぇぇえぇぇぇっ！！！！！！！！」

　コクピットの中でリカルは叫さけぶ。

　単機で一〇〇ｍを越こえることなんて、普ふ通つうは無理だ。いや、そもそも拘束を受けて上昇する前に負荷を掛けられたのだから、到とう達たつ高度はすでに著いちじるしく抑おさえられているかもしれない。

　それでも、ヴォールトは崖の上を目指してその手を伸ばし続ける。

　リカルがこの状じよう況きようを切り抜ぬけられるか、落ちるか……可能性は二つに一つ。

　そして結果は訪れる。

「ッ……！」

　一いつ瞬しゆん、眩まぶしい光で目を細めるがすぐにコンピュータが明度の調整をしてリカルの認識しやすい光景が見えた。

「……え？」

　一瞬、リカルは〝ソレ〟がわからなかった。だが、リカルはちゃんと知っている。

「……朝日？」

　眼前に崖があったので、本来は見られない筈はずの朝日が見えた。ディライヴァーのメインカメラが、はっきりと太陽を認識している。
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　──高度一四〇ｍ

　なんということか、この機体は、アレだけの障害があっても、それでもなおこの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを飛び越えられる力を有していたのだ。

　青い機体が朝日を浴びて輝かがやく。

　マーク・ヴォールト。

　ジアやマーキーと違ちがい、その身に一切の固有武装を持たない。

　ただ何よりも速く駆かけ、ただ何よりも遠くを目指し、ただ何よりも高みへ到達する高機動と軽量化にのみ重点を置いた機体なのだ。







　エピローグ







　ライアスの追手を完全に撒まいた頃ころには、もう太陽は真上にあった。

　三体のディライヴァーはそれぞれ岩場に姿を隠かくし、それぞれのハッチが開く。

「……生きてる」

　リガルが、ヴォールトのコクピットから顔を出す。

　身体中を妙みような機械のアームで固定された際の電気ショックの痛みがあったが今はそれが不思議と愛いとおしく感じられた。今リカルに自分が生きているということを実感させてくれている。

「リカルさん！」

　ヴォールトと並んでいるジアのコクピットからユキが顔を出した。

「ユキ……」

　その顔を見てリカルはさらに安心した。

　自分は生きている。そしてこの少女を守ることができたのだと、喜びを覚える。

　リカルがヴォールトの手足に飛び移りながら地面に降り、ユキはアレーシャが動かすジアの手で地面に降ろしてもらった。リカルはユキに歩み寄る。

「あー、その……気分は、どうだ？」

「はい……アレーシャさんが定期的にハッチを開けてくれたり、移動中も震しん動どうは少なかったので今は大だい丈じよう夫ぶです」

「そ、そうか……」

「はい……」

　リカルは頭を抱かかえたくなった。今リカルが言いたいのはそんなことではない。

　……さっきはいろいろあったが、リカルがユキを騙だましていたのは事実。

　ケジメはつけなくてはならない。ユキから嫌きらわれることを覚かく悟ごし、リカルは口を開く。

「……ユキ、ごめん……俺」

　リカルが頭を下げようとした。だが、急に身体に軽い圧あつ迫ぱく感かんを覚え、頭を下げる動作を中断させられた。ユキがリカルに抱だき付いていたのだ。

「いいんです……もう、いいんです……！」

　温かい何かがリカルの服を濡ぬらす。それが涙なみだであると理解するのに時間は要しなかった。

「リカルさんが、リカルさんが無事で……本当によかった…………！」

「……ユキ」

　自分を抱きしめてそんなことを言ってくれるユキが堪たまらなく愛おしく思えた。

　ユキを抱きしめてやりたい。

　そんな欲よつ求きゆうに駆かられ、その手を伸ばそうとしたが、視界の端はしでニヤニヤとこちらを見ているアレーシャを見て、リカルは顔をしかめ、その手をユキの背中から肩かたに移す。

「うっわぁ……情けない……男ならそこはちゃんとやりなさいよ」

「よくそんなことが言えるな……アレーシャ」

　アレーシャを睨にらみながら、リカルはユキの肩に手を置いてゆっくりと自分から引き離はなしてやる。

「あ……リカル、さん？」

　不安気な表情をするユキに、リカルは寂さみしげに微笑ほほえむ。

「……ごめんな、ユキ……どっちにしろ、俺……噓うそ吐つきになっちまいそうだ」

「え……それって、どういうことですか……？」

　リカルはジョンとアレーシャの方を見た。

「そういう契けい約やくなんだ……ユキの救出を手伝ってもらう代わりに、俺の記き憶おくを消す……ホルトゥスって組織には、そういう技術があるらしいんだ」

「っ……それって……！」

　記憶を消す技術。その言葉に、ユキは反応した。

「ああ……たぶん、ユキの記憶が無いのもそれが原因だと思う。ちゃんとした施設に行けば治るらしいから……そう深刻に考えるなよ」

　そう言って、リカルはアレーシャの方に歩み寄る。

「待ってください！　記憶を消すって……それじゃリカルさんはどうなるんですか？」

　ユキのそんな叫びに、リカルは足を止める。

「どうにも。今まで通り運び屋業をするだけ。ユキとは……ここでさよならだ」

　振ふり返ることなくそんなことを言うリカルに、ユキは絶望の表情を浮うかべる。

「…そんなことって！　だって、リカルさんあの都市から追われて、危ないですよ！」

「……かもな。まぁ、ここら辺にはいられなくなるけど……もともと運び屋って根無し草の生活だからどこでだってやっていけるさ」

「そんな……楽観的すぎますよ！　そんなのリカルさんらしくありません！」

「……かもな。でも……いいんだよ。丁度いいと思う」

「丁度いいって……何がですか？」

　リカルは優しげな微笑みを浮かべながら振り返る。

「これを機に俺の家族を本ほん腰ごし入れて捜さがしてみる。世界中旅してれば、多分見つかるだろうしな。そんで金稼かせいで、文句言って……俺を売ったことを後こう悔かいさせてやるんだ。お前らはこんな凄すごい子どもを自分から手放したんだぞーってな」

　楽しそうにそう語るリカル。

「……リカルさん……」

　ユキは依い然ぜんとして悲しげな顔をしている。

　リカルはまたユキの方に足を向け、その手をユキの頭に乗せた。

「そんな顔するな。約束も果たせないし……俺は……お前の依い頼らいを叶かなえてやれなかったけど……まぁ、アイツらと一いつ緒しよにいれば家族にも会えるさ。だからこれも、返しておかないとな」

　そう言って、リカルが左手に着けた腕うで輪わを外そうとした時だ。

「──茶番はこれで終わったか？」

　いつの間にか、拳けん銃じゆうを取り出したジョンが、その銃じゆう口こうをリカルに向けていたのだ。

「ちょ、ちょっと何やって」「黙ってろ」

　今まで黙っていたジョンの突とつ然ぜんの行動に、場の空気が重く、冷たいものへと変わった。

「…………グラサン、何のつもりだ？」

　リカルはゆっくりとジョンの方へ身体を向ける。ジョンはサングラスで顔の表情がよくわからないが、おそらくその奥の瞳ひとみはとても無機質なものであろうと考える。

「どうもこうも、事情が変わった。テメェを野放しにはできなくなったってだけの話だ」

　撃げき鉄てつを起こし、いつでも弾たまを撃うてるということをアピールするジョン。

「ホルトゥスは同どう朋ほうである古代人を保護する……これは噓うそじゃねェが、それ以上に俺たちには優先することがある。それは古代技術の中ちゆう核かくである〝ディライヴァーの収集〟だ。このままお前を逃にがして、折角のディライヴァーをお蔵入りにはさせられないんだよ」

「……新しい搭とう乗じよう者を見つければ」「駄だ目めだ」

　リカルが言い切る前にジョンは一いつ蹴しゆうする。

「ディライヴァーを動かせるのは、ナノマシンに適応した人間ただ一人……そいつが生きている限り、ディライヴァーは新しい搭乗者を選びはしない」

「…………」

　リカルは外そうと手を掛かけていた腕輪に視線を送る。

　ナノマシン──それが具体的にどのようなものであるかリカルにはわからないが、腕輪から何かを体に打ち込まれ、全身に激痛が走ったことは良く覚えている。

　あの時点でリカルは、ナノマシンに適応した、ということなのだろう。

「言っておくがディライヴァーを狙ねらってる連中は世界中にウジャウジャといるぞ。テメェはナノマシンに適応した時点でそいつらに狙われたのさ。そんな連中に、ディライヴァーの搭乗者を渡わたすなんてことは、絶対にあっちゃいけねぇのさ」

「そうなるくらいなら……殺すってか？」

「当然だ」

　断言したジョンの言葉を受け、リカルはいつでも動けるように身構えようとする。

「だが、お前にもチャンスは与あたえてやる」

「……なんだと？」

　訝いぶかしげな表情をするリカル。その時、ジョンからの射線がリカルから外れ、そして──

「ッ!?　──ユキッ！」

「え？」

　リカルは突とつ如じよその場から横に素早く跳とぶ。

　迷うことなくユキを守るように身体からだを広げ、ジョンからユキの姿が見えないようにした。

「…………ほぅ」

　ユキに銃口を向けたジョンは、リカルのそんな反応を見て口角を吊つり上げた。

　一方でリカルは殺意すら滲にじませた目でジョンを睨んだ。

「ユキに銃口向ける……これはいったいどういう了りよう見けんだ……！」

　怒いかりに肩を震ふるわせる。リカルが本気で怒おこっていることは明らかだった。

「──合格だ、テメェにヴォールトを預けてやろう」

　ジョンは笑いながら拳銃をジャケットにしまう。

「……なんだと？」

　状況がわからずに困こん惑わくするリカルに、ジョンは笑いながら、左手を軽く振った。

「あのままテメェがユキ・ヒメシマを見捨てるようなら、コイツで頭を撃ち抜ぬいていた」

　その拍ひよう子しでデリンジャーが袖そでの奥から飛び出し、ジョンの左手に握にぎられる。

「………………つまり、今のは」

　リカルの呟つぶやきに、ジョンは頷うなずいて答えた。

「テメェを試したんだよ。そして確信した。テメェはユキ・ヒメシマがいる限り絶対に俺たちを裏切れねぇってな」

「……な、なんだそりゃ……冗じよう談だんにしても、質たちが悪すぎる」

「いや、テメェがそれ以外の行動をしたら本気で撃ってたぜ、俺は？」

　さらりと恐おそろしいことを言ったジョンを警けい戒かいし、リカルはユキをさらに自分の背後に移すように立ち位置を変えた。そんなリカルを見て、ジョンは愉ゆ快かい気げに笑う。

「別にもう何もしねェよ。とりあえずガキ、お前は今後ユキ・ヒメシマ同様に俺たちと一緒に行動するんだ。いいな？」

「……記憶、消さなくていいのか？」

「言っただろ、事情が変わったんだ。これからもユキ・ヒメシマと一緒にいられるんだから素直に喜んでおけ。今から本部に通信入れるから、少し待ってろ」

　ジョンはそれだけ言ってコクピットの中に入ってしまった。

「はぁ、まったく……二人ともごめん、ひとまずは休きゆう憩けいしてて。すぐに終わるから」

　そう言ってアレーシャもジアのコクピットの中へ入って行ってしまった。

　その場に残されたのはリカルとユキの二人だけとなる。

　リカルは微び妙みような表情を見せながら、振り返ってユキの方を見た。

「リカルさん、その……ありがとうございました。守ってくれて、嬉うれしかったです」

　はにかみながらユキがそう言うと、リカルは少し顔を赤くして、頰ほおを搔かいた。

「いや……まぁ、また考える前に身体が勝手に動いたというか……なんというか……」

　ユキのこととなると、損得勘かん定じようが度外視されて勝手に身体が動く。

　そんな自分に、リカル自身が戸と惑まどっている。

「…………リカルさんは、これからも……ちゃんと私と一緒にいてくれるんですよね？」

　確認するようにそう訊たずねるユキ。

　リカルは頭を搔きながら状じよう況きようを整理し、頷いた。

「そう、なるな。……なんか、色々とややこしい事態に巻き込まれたみたいだけど」

　ディライヴァーのことと、そしてそれを狙う者たちのこと、リカルにはいまだにわからないことばかりだが、少なくともそれは確実だ。

「「…………」」

　リカルはバンダナを巻いた頭を搔き、ユキは何となく視線を彷徨さまよわせる。

　別れを告げたと思った矢先に銃口を向けられるわ、ジョンに壮そう大だいな話をされるわ、試されるわで、二人ともどうしたらいいのかわからないのだろう。

　そんなとき、リカルは口を開いてみた。

「な、なぁ」

「は、はい……なんですか？」

「…………い、いや……その、なんというか……だな」

　リカルは、照れくさそうに視線を宙に彷徨わせつつ、何度もユキを見た。

「………………あの、だから……その……な」

「………………」

「……まぁ……なんだ…………あ───……その……え────と……」

「…………………………」

「…………いや、やっぱりい」「リカルさん？」「うっ」

　発言を諦あきらめようとしたリカルだったが、ユキの不満気な表情を前にそれもできない。

「あの…………ちゃんと言ってください。ここまできて黙だまっちゃうの、失礼です」

「あ、ああ……すまん」

　一応は謝罪するが、リカルはさらに困惑する。

（……勢いで口を開いてみたが、俺はいったい何が言いたいんだ？）

　そもそも何が言いたいのかも理解していないのだから、何も言えるわけがないのである。

　──何かを伝えたい。

　そんな漠ばく然ぜんとした欲求がリカルを動かし、口を開かせたのだが、その〝何か〟がわからずに言葉が出てこない。

（考えろ俺……！　何か俺は、ユキに言いたいことがあるんだろ？　つまり、何か言い忘れてることがあるのでは………………………ハッ！）

　自分が何を言いたいのか？　そんな疑問に、リカルはある考えが浮かんだ。

「そ、そうだ……依頼だ！」

「え…………いら、い……？」

　溜ために溜めておいて出てきたリカルのそんな言葉に、ユキはハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔になったのだが、リカルは納得した様子でウンウンと頷いて気づいていない。

「そうだよ、依頼だよ依頼……俺としたことが、こんな大事なことを忘れるとは……俺もまだまだ半人前だな。成り行きもあったけど、今もこうして俺がこの腕輪を持ってるんだから、依頼は続行だよな」

　リカルはそんな風にひとりごちつつニヒルに笑うが、ユキはというと……

「…………はぁ……そうですか」

　なんだか期待外れのような、肩かた透すかしを食らったような、そんな微妙な表情である。

「だから、必ずお前を家族のもとに送り届けるよ。誰だれの手でもなく、俺自身の手でな」

　そう言って、リカルはユキに手を差し出す。

「え……あの……？」

　その手が何を意味するかわからずにユキは困惑する。

　リカルはニッと、白い歯を見せて笑顔を返した。

「運び屋のルールでな、依頼を受けたら握あく手しゆをするんだ。まだしてなかったからさ」

「…………はいっ」

　ユキはリカルの手を両手でしっかりと握り締しめてくる。
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　その手の温ぬくもりと存在を感じて、リカルは嬉しい気持ちが胸の奥から込み上げてくる。

「依頼、確かに承うけたまわった。運び屋と依頼人兼けん運ぶ対象ってことで、俺たちは一いち蓮れん托たく生しようだ。長い付き合いになるかもしれないからな、今後ともよろしくな」

「はい、私の方こそ、よろしくお願いします」

　二人はしっかりと互たがいに手を握り合う。そして、互いに無事であることを心の底から喜び合うのであった。




　◆




『そうだ。新しいディライヴァーだ』

『は？　それは本当っすか？』

『名めい称しようはヴォールト。データバンクを確認したがそんなディライヴァーは存在しないって出てやがる。とりあえず俺の権限使って開発者と正規の搭乗者を探せ』

『いやいや、データに存在しないディライヴァーのこと調べるとか無理があるっしょ。プロテクトならいくらでも破れるっすけど、無い物は探せねェっす』

『…………だったら、ディライヴァーに関係ある日本人を徹てつ底てい的てきに洗い出せ。その中にヒメシマって名字が必ずあるはずだ』

『はぁ……ヒメシマ、ねぇ……そんなのいたっけかなぁ……？』

『技術者の親類もくまなく探せ。必ずいる筈はずだ。それから』

『まだあるんすか？』

『当然だ。上に報告しておけ。とんでもねェ〝スペリアー〟を拾った、ってな』







　あとがき







　まずは、この本を手に取っていただき、ありがとうございます。

　はじめまして、白しら星ほし敦あつ士しです。

　今回初めて本を出せたことに、感激の至いたりです。

　ロボット系の作品はライトノベルでは難しいとよく言われているので、投とう稿こうした時は「どうせ落ちるよなぁ……」と半ばあきらめ気味でしたが、それでもこうして本を出させてもらって、嬉うれしさを嚙かみしめる毎日です。




　今回の「ブルークロニクル」は、自分が昔好きだった作品やゲームにインスパイアされて作った設定を盛り込ませることができ、とても満足でした。

　遠い未来の荒あれ果はてた地球、ホバーボードやロボットが実用化され、そんな世界で運び屋として生きる主人公のリカルが、過去の時代からコールドスリープで目覚めた少女のユキとのボーイ・ミーツ・ガール。

　…………実際にまとめてみると目新しさがありませんね。

　周囲からも「懐なつかしい」と言われたこともあり、自分としては面白いと感じるベクトルが一周回っていたという自覚はあったので、それはもう仕方ないかな……

　とにかく、そんな世界の中でリカルが自分なりに試し行こう錯さく誤ごしながらもユキを助けようとする一いつ生しよう懸けん命めいな姿は、自分なりに全力で書きました。

　書いてて「この主人公、人としてどうなんだろ……」と我に返って読み直した時もありましたが、これはもうアレです。下からどんどん這はい上がってメンタルが強くなっていく努力型主人公なのだと思います。

　実力はあるけど精神的に打たれ弱い主人公と、何もできないけど心が強いヒロインというデコボココンビを、今後とも読者の皆みなさんと一いつ緒しよに見守っていければ幸いです。




　最後に、この本を書いていくうえで、選考から関わってくれた多くの人々、編集部のみなさん、選考委員をしてくださった葵あおいせきな先生、雨あま木ぎシュウスケ先生、ファンタジア文庫編集長、読者モニターの方々など、本当にありがとうございました。
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